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　超あとがき







超はじめに




　えー、毎度おなじみきくたけでございます。

　昨年開幕した、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ（以降、ＡＲ２Ｅ）』の新リプレイ『シュヴァルツ』シリーズの第三巻をここにお届けしましょう！　今まで『ＡＲ２Ｅ』リプレイを知らなかったというあなたも、ぜひぜひこれを機に手に取ってくださいませ。




　では、そもそもＴＲＰＧを知らず、本書を手に取られた人のために少しお話をば。

　最初に言っておきますと、本書に収録されているのは、富士見書房から発売中のＴＲＰＧである『ＡＲ２Ｅ』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。




　……ＴＲＰＧってなんだ？

　…………『ＡＲ２Ｅ』とは？

　………………それに、りぷれいって？




　こんな言葉に耳慣れていない方のために、軽く解説しておきましょう。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table talk Role-Playin Game）の略称で、その名のとおりゲームの一種です。

　ＭＭＯＲＰＧ───いわゆる大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ、プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間と一緒に冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機が必要なく、代わりに参加者のひとりがゲームマスター（以降、ＧＭ）という立場になり、物語の進行管理を行ないます。

　今、ＰＣがどういうシチュエーションにおかれているのか？

　どんなイベントが発生したのか？

　出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するのか？

　物語の途中、ＧＭは脇役キャラを演じてＰＣを助け、また時にはモンスターを操り、行く手を阻みます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの行動の成否は、ＧＭの指示のもと、ダイス（サイコロ）を用いて行なう判定によって決定されます。

　強いて言うなら、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭが再びプレイヤーたちに返していく。この積み重ねによって、みんなでストーリーを進めていくわけです。

　仲間同士で、アドリブで演劇をするような雰囲気が近いかもしれません。

　ＴＰＲＧにはシミュレーションゲームのような勝ち負けはありません。参加者みんなが、その物語や扱ったキャラクターを楽しむことができれば〝勝ち〟と言えるでしょう。

　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

〝リプレイ〟は、ちょっと口では説明しにくいＴＲＰＧという遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるのに最適な手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」、もしくは「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひともこの本を友人にも読ませて、遊び仲間を開拓してみてください。

　なお、今回のリプレイでは、私が執筆する〝黒（シュヴァルツ）〟と、『ＡＲ２Ｅ』のシステム＆ワールドデザインを手がけた久保田悠羅が担当する〝白（ヴァイス）〟という二シリーズが、さまざまな関わりを持ちながら進行していくという、ちょっと特殊な進行を取っています。もちろん、本『シュヴァルツ』シリーズのみ読んでも楽しめるようにできてはいます───が！　やはり両方そろえて読んでいただけると、その面白さが増すことうけあいです。もし、本書を読んで興味を持たれましたら、ぜひとも『ヴァイス』も手に取っていただけると感激です。

　このリプレイで使用されているＴＲＰＧ 基本ルールブックは、富士見書房から発売されている文庫判ＴＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』および、その関連商品となります。

　本書を読んで、「お？　ＴＲＰＧって面白そうだ」と思われたら、ぜひとも（まずは）基本ルールブックを手に入れ、遊んでみてください！　これらは全国書店、並びにゲームショップにて絶賛発売中でございます。

　関連書籍については、以下のサイトで紹介されていますので、そちらを見ていただけると幸いです。




富士見書房（※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　では、説明が終わったところで本編の方に参りましょう！







これまでのあらすじ




　聖せい歴れき一〇一〇年──物語はエリンディル西方にある寒村・ブリギット村から始まった。

　村に住む少女・ミラが聖せい都とディアスロンドへ旅立ったその日、ブリギット村は妖よう魔まの襲しゆう撃げきに受けた。祖そ父ふグランジとともに村で暮くらすシェフィルは、幼おさななじみらと共に妖魔と戦い、これを撃げき退たいする。しかし、その結果、村に封ふうじられていた〝漆しつ黒こくの薔薇ばらの刻こく印いん〟がシェフィルの身体に刻きざみ込こまれてしまった。さらに、刻印には〝神しん竜りゆう〟ゾハールの呪のろいがかかっており、シェフィルはあと三六五日後に死し亡ぼうすることが判はん明めいする。呪いを解かい除じよするため、そして村を守るため、シェフィルは幼なじみたちとともにブリギット村を旅立った。

　出立した一行は、クラン＝ベルの競きよう技ぎ会かいで優ゆう勝しようするなどしながら、ディアスロンドへやって来た。そこでミラと再さい会かいしたのもつかの間、ミラは意い識しきを失い倒たおれてしまう。彼かの女じよも薔薇の刻印を持つ巫女みこ、しかも呪いが進行し、死が六〇日後まで迫せまっていたのだ。上じよう層そう部ぶが対たい応おうを協議する中、シェフィルたちは〝薔薇の武ぶ具ぐ〟のひとつウィガールを開かい封ふうし、さらに神しん殿でんに潜もぐり込こんでいた秘ひ密みつ結社〝ゾハール教きよう団だん〟の神官を打うち倒たおす。

　この事じ件けんにより、ゾハールの呪いを打うち破やぶってみんなが救われる道を、シェフィルたちと神殿は共に探さがし始めるのだった。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆決意




　それは、セッション数日前のことだった。

　私わたしこときくたけは、用意したシナリオプロットを前に、ひとつの決意を固めていた。




「今回は、ブレないシナリオを作る……っ！」




　前ぜん巻かんをお読みの方なら、この決意の意味はおわかりだろう。

　ＰＣたちの所持金をネタにシナリオの冒ぼう頭とう部分を作ったというのに、今回予告すら読み上げる前にプレイヤーたちがお金を散さん在ざい……用意したシナリオが無む駄だになった───あの忌いまわしい出来事。私が、決意を固めるのも当然だと言えよう。

　いや、前回もブレるつもりはまったくなかったんだが、今回はあれにも増まして強固なシナリオを作る……そういうことである。

『ヴァイス』や『ファンブック』との繋つながりもあり、設せつ定ていやキャラも増ふえてきた。これらを増ふやしてもいけない。特にストーリーに影えい響きようを与あたえそうな重要キャラは、最さい低てい限げんでいい。

「前回は所持金をネタにしたけど……さて、今回はどーすっかな」

　ぼんやり、天てん井じようを見上げて考えてみる。

　しばし考えて、私は結けつ論ろんを出した。

「……うん、特別なことはやめよう。ベーシックに情じよう報ほうで誘ゆう導どうしよう、情報で」

　セッションを進行させるために、プレイヤーは基き本ほん的てきに情報を追い求めるのは当然だ。

　シナリオ序じよ盤ばんに「現げん状じようの障しよう害がい」を説明し、「その障害を突とつ破ぱするためのヒント」を情報判はん定ていする形でプレイヤーに与あたえる。その得た情報を元に、物語を追うよう誘導する、と。

　実にシンプルだ。すごくあたりまえだ。

　オーソドックスだが、でもいちばん堅かたい方法である。

　あ、ただダイスを振ふるだけじゃ寂さびしいので、「どんなシチュエーションで情報を得たのか」……ちょっと演えん出しゆつしてみるとしよう。リプレイ的に、プレイヤーたちが騒さわいでアドリブ入れる会話も収しゆう録ろくしたいところだし。うん、きっとみんな大おお騒さわぎしてくれるだろう。

　そして、その思考をベースにシナリオは組み立てられ……。




　───セッション当日は、やってきた。







◆Preplay02◆新たなみっしょんへ




「菊きく池ちさん。馬ですよ、馬」

　今回のセッションは、のっけからそんな田中天（＝クロヴィス）のセリフから始まった。




きくたけ：……馬？

天：馬です。

きくたけ：馬なら前回、買っただろう。

荻おぎ原はら：買った！　そう、八〇〇〇Ｇも使って！

久く保ぼ田た：おかげで今回、レベルのわりには装そう備び購こう入にゆうのお金が少ない……（笑）。

きくたけ：で、馬がどーした。新しいのがほしいのか。

天：いえいえ、これを見てください。




　そう言いながら、天は一冊さつの文庫を開いた。

『シュヴァルツ』第二巻かんである。

　開いたのは、hu-koさんによるコミックページ（第二巻一四八～一四九ページ）だ。

　その二コマ目には、買ったばかりの馬に乗る一行が描えがかれている。




きくたけ：これが？

天：クロヴィスの馬を見てください。どうです、白いでしょう。

小こ暮ぐれ：白いね。

きくたけ：白いな。

天：わたくしの愛馬、名前を憶おぼえてます？

きくたけ：名前なんて決まってたっけ？

天：〝ブラックバレット〟です（←なぜか満面の笑顔）。

きくたけ：え？

久保田：〝黒い弾だん丸がん〟？

小暮：白いよ？

天：イラスト指定、ミスったわね、たけし？

ＧＭ：ははは、なに言ってんだ。黒いじゃん。

天：どぉこがだよっ!?（笑）　どう見ても白いだろうっ!?

ＧＭ：黒いよ！　見えないだけだよっ!!

天：思いっきり見えてるわっ!?（笑）　これのどこが黒いんだよっ!?

ＧＭ：尻しりが黒いっ!!

一同：尻だけかいっ!?（大だい爆ばく笑しよう）




　とまあ、いつもの如ごとくなノリで始まったこのセッション───。

　例によって参加メンツを紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は菊池たけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わし、泣かせることに命を懸かけている。いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くか、考えるのが日課。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




小暮英麻こぐれ・えま

『ナイトウィザード The ANIMATION』（緋室灯ひむろ・あかり、アンゼロットの二役）、『To Heart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女じよ性せい声せい優ゆうさん。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』の他、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもおなじみだろう。




荻原秀樹おぎはら・ひでき

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの男だん性せい声優さん。主な出しゆつ演えん作さくは『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル～ Lovely Idol ～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）などがある。その他、インターネットラジオのパーソナリティや、トークライブなどでも活かつ躍やくしている。

　ＴＲＰＧ方面では、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズにプレイヤーとして参加した。

　その外見とは裏うら腹はらに、ちょっぴり寂さみしがり屋やさん。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のシステムデザイナーとワールドデザイナーを兼けん任にんする男。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内において、もっとも大人と言われているが、不意に「うにゅう」などと鳴くから油ゆ断だんできない。

　代表作に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズなどがある。また、本リプレイと対になる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつも彼かれの担たん当とうだ。




田中天たなか・たかし

　みんな大好き田中天。天と書いて〝たかし〟と読むが、みんなからは〝てん〟と呼よばれて親しまれている、マフィアのボス風の男。ライター。

『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ』シリーズ、『ナイトウィザード The 2nd Edition リプレイ たったひとつの冴さえたやりかた』（エンターブレイン刊）など、多数のリプレイを精せい力りよく的てきに執筆しているため、ご存ぞんじの方も多いと思う。

　ＴＲＰＧのプレイヤーとしての芸風は、変な男にあやしい男、ねじが消し飛んだとしか思えないような男など実にさまざま。

　口からほとばしる台詞せりふの数々は、もはや大だい惨さん事じ発生装そう置ちである。




＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：さて、まずは前回までのおさらいといこうか。えー……これまでなにが起こったか憶えてる……よね？

小暮：もちろんです。

荻原：シェフィルが黒い〝薔薇の刻印〟を刻きざまれて、ゾハールの呪いに囚とらわれてしまった。

ＧＭ：一巻からっ!?（笑）

天：ちなみに〝呪い〟というのは、〝薔薇の刻印〟を持った巫女がふたり以上になると三六五日後に死ぬというものだ。えらい、おぼえてる。えらい。

ＧＭ：えらいえらい（笑）。……そしてゾハールの力を断たち切きる〝薔薇の武具〟を集めれば、〝呪い〟を解除できる……そんな話だね。前巻の中ちゆう盤ばんにおいて〝黒の刻印〟のシェフィルと、〝白の刻印〟のプリミラのみが〝巫女〟として、その存そん在ざいが判明していたものの───。

小暮：ミラちゃんが……。

ＧＭ：そう、幼なじみ・ミラに〝蒼あおの刻印〟が発はつ現げん。〝巫女〟が三人になったことで、誰だれかひとりを〝武具〟で助けても、〝巫女〟はふたり残る。そのふたりは、呪いに蝕むしばまれて死ぬ。
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荻原：それどころか、さらにもうひとり、〝巫女〟がいるらしいことが判明したわけで。

ＧＭ：うん。シェフィルが呪いで死ぬまでまだ三〇〇日以上あったのに、ミラはあと六〇日。つまり、シェフィルやプリミラが〝巫女〟になる以前から、ミラには〝刻印〟が刻まれており、もうひとりの巫女も存在していたことになる。

小暮：まだ登場してない子の〝刻印〟は何色だろう。緑とかかな。

ＧＭ：緑っぽいのはすでにいるね。偽にせの〝刻印〟だけど。

小暮：ガーベラさんね（笑）。

久保田：〝呪い〟に関係ない〝巫女〟だと、ガーベラ、ノエル、ノエルのお母さんであるノイエ……。

[image: ]

ＧＭ：あと、影かげが薄うすいがフェブラリィもだ。




フェブラリィ

　ヴァンスター帝てい国こくの特とく殊しゆ部隊〝情じよう報ほう部ぶ一三班はん〟のエージェント。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの最さい終しゆう巻かんに登場、その身に〝漆黒の薔薇の刻印〟を刻きざんでいた。ただし、これはヴァンスター帝国で研究されていた、人工の〝刻印〟である。
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小暮：こう並ならべて見ると、いっぱいいますね〝巫女〟。

ＧＭ：……まるで〝薔薇の巫女〟のバーゲンセールだぜ。

一同：あんたが言うっ!?（笑）

天：助けられるのは、ひとりだけ。もはや全員殺すしかない。

小暮：あたしもっ!?

天：つれえよなあ……でも、〝巫女〟がいるから人は争う。ならば、いっそ初めからいなければいい───わかるな？

ＧＭ：わからんわい。

久保田：もはや本末が盛せい大だいに転てん倒とうしているぞ、天……（笑）。

荻原：さすが天さん……（笑）。

ＧＭ：では、だいたいおさらいしたところで……今回予告に入ろうか！　えー……。




●今回予告

　シェフィルを蝕むしばむ〝刻印〟の〝呪い〟。

　三六五日以内に〝薔薇の武具〟を集めれば、すべては解かい決けつする……そのはずだった。

　事じ態たいを根本から解決すべく動き始めた時、シェフィルは隠かくされた真実と邂かい逅こうする。

　すべては八〇〇年の過か去こより、受うけ継つがれた悲ひ劇げきだった。




『アリアンロッド２Ｅリプレイ・シュヴァルツ』

　　　　　────みっしょん03「シェフィルと深しん紅くの記き憶おく」




　……これは、白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語。




ＧＭ：と、今回はこんな話になる予定で───。

天：予定予定。あくまで予定。

ＧＭ：不ふ吉きつなことを言うな。

小暮：まあ、〝武具〟集めは続行するとして、全員が助かる方法を探さないと、ね。ちなみに今、誰だれがどの武具持ってるんだっけ。

久保田：今、うちのギルドで押おさえてるのはカフヴァールだけだよね。

荻原：か、かか、かふか……。

小暮：言えてないよっ!?（笑）

ＧＭ：ちなみに、現げん在ざいの確かく保ほ状じよう況きようはこうなっている。




　次の図版参照である。
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小暮：〝ロストソング〟がひとつで、〝ヘッジホッグ〟がふたつかー。




　なお、〝ロストソング〟は『アリアンロッド２Ｅ ファンブック　ラヴィアンローズ』掲載リプレイのギルド、〝ヘッジホッグ〟は『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズのギルドである。




荻原：ファンブックリプレイのギルドはセッション一回だから〝武具〟が一個というのも妥当だけど……。

天：ふうむ、我々は三巻にもなってまだ一個ことはゆゆしき事態。

ＧＭ：でも、カフヴァールが五つの武具の中で一番強いという話もあるぞ。

小暮：まあ、あたしたちの一番強い武具はクロちゃんだけどね！

天：え、ど、どういうこと？（笑）

久保田：鉄てつ砲ぽう玉だまってことかと……（笑）。

ＧＭ：仲間を使つかい捨すての武ぶ器きにするとか、恐おそろしい奴やつらだ。

天：オレ、命惜おしいとか、死後のこととか一切考えてねーし？

荻原：ちょっとは自分を大事にしようよ！（笑）

天：クロヴィスが自分を大事にしたら、クロヴィスがクロヴィスでなくなりわたしだけがわたしを、ああ、未確認になりそうです。

荻原：天さん、なに言ってんのっ!?（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。……では、そろそろハンドアウトに移うつろうか。まずはシェフィルから！




●シェフィル用ハンドアウト

コネクション：ミラ・アトラス　　　関係：幼なじみ

　キミの眼がん前ぜんで、ミラが瞳ひとみを閉とじたまま横たわっている。

　彼女を蝕む呪いは、あとわず六〇日でミラを死に至いたらしめる。

　だが、〝武具〟で助けるられる生命はひとつだけ。

　キミが取るべき道は───。




小暮：六〇日……二ヶ月あれば、なんとかなる……のかな。最悪、〝武具〟を集めて、ミラちゃんだけ救う……？

久保田：そうなると、プリミラたちの承しよう諾だくを得るか、武具だけ強ごう奪だつするかに……（笑）。

ＧＭ：さてね？（笑）では、続けてイリスのハンドアウト！




●イリス用ハンドアウト

コネクション：黒い騎き士し　　　関係：仇きゆう敵てき

　───夢ゆめを見た。

　それは、心の片かた隅すみに封じられていた記憶の断だん片ぺん。

　守しゆ護ご騎士に任にんじられた日の記憶───すべてが始まった日だった。




荻原：また夢を見ますか！（笑）　この黒い騎士っていうのは？

ＧＭ：一巻の夢のシーンに出てきた、キミを殺した奴だね。

荻原：ああ───っ！　あいつか！　僕ぼくと巫女を殺したあの男。あれ？　今回、なんかからんでくるとか？

ＧＭ：さてさて？（笑）　んでは、次はクロヴィスのハンドアウト。




●クロヴィス用ハンドアウト

コネクション：イリア　　　関係：友人

　村の仲間で気の合う奴がいた。

　よく、村人たちからは、「まるで同一人物のようだ」ともてはやされた少女だ。

　彼女のもたらした情報は、キミたちに希望を与えるものだった。
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小暮：同一人物？

天：ほうほう……たしかにイリアとはよく似にてるって言われ……ってこれ、プレイヤーが同一人物ってだけじゃねーかっ!!（笑）

荻原：ああ、そういうことか（笑）。




イリア

『アリアンロッド２Ｅ ファンブック ラヴィアンローズ』掲けい載さいのリプレイに登場したＰＣである。ブリギット村の孤こ児じ院いんでは、お母さん役として家事を切きり盛もりしていた。一見すると、眼がん帯たいをしたちっこい女の子だが、中味はドーラ婆ばあさん（『天空の城しろラピュタ』）のようなおばちゃんな性せい格かくである。




天：ちなみに、俺おれの中ではクロヴィスとイリアは一いつ緒しよにアルケミストの技わざを学んだことになってる。

荻原：で、そのイリアさんが情報を持ってくると……？

ＧＭ：まあ、判定の正せい否ひや展てん開かいしだいだけどね。セッションでは、なにが起こるかわかったもんじゃないしな！（←前巻参照）（一同爆ばく笑しよう）　最後はカナデのハンドアウト！




●カナデ用ハンドアウト

コネクション：ロイド　　　関係：尊そん敬けい

　ロイドが、ゾハール教団なる組そ織しきに属ぞくし、村を襲おそったのは事実だ。

　だが、かつてふと見せた横顔に浮うかぶ彼の寂さびしげな表ひよう情じようを思い出すと、どこか村を襲った彼とキミの心の中で一いつ致ちしなかった。
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小暮：ロイドさん、出てくるの？　なになに、恋れん愛あいフラグっぽいよっ!?（笑）

天：なんか、いい人っぽい描びよう写しやされてるけど、村を襲撃して、あんだけひでぇことしておいて今さら……っ！（笑）

久保田：と、言いつつ、私たちはロイドの行動については、グランジからの伝え聞きなんですよね。ブリギット村の襲撃以い降こう、直ちよく接せつ会ってないという。
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ＧＭ：だね。それゆえに、村の惨さん状じようを見てなお、ロイドがそれを行なったという事実が、頭の中で結びつかない……実感できない部分がある。理り屈くつではわかっていても。

天：俺は、『ファンブック』のリプレイの方で、イリアとして戦ってるから実感はできる。が、それが俺の脳のうをさらに混こん乱らんさせる（一同爆笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。……さて、ハンドアウトはこのくらいにして、レベルアップ作業に入りましょう！




　こうして、レベルアップ作業は始まった。

　やいのやいのと騒さわぐこと小一時間……データは完成し、その発表と相成った。




ＧＭ：よし、みんなできたね。では、シェフィルからいってみよう！

小暮（以下、シェフィル）：はーい！




●シェフィル（８レベル）の場合

シェフィル：シェフィルです！　【ＨＰ】86点、【ＭＰ】57点、フェイト５点。スキルは《デュアルアロー》を２レベルにして、《ウェポンルーラー》を取りました！

ＧＭ：命中判定が上がったのか……。

シェフィル：それと《ギフト》を取得。これでシナリオに一回だけ＋２Ｄ！

ＧＭ：むう……。装備はなんか変わった？

シェフィル：変わりました！　頭の装備が、カフヴァールになりましたっ。

ＧＭ：おお、シェフィルが装備することにしたんだな。

シェフィル：はい、みんなと相談して決めました！　それと、前回、なぜかＨＰポーションを持っていなかったので、今回はちゃんと持ってます！（笑）

荻原：いったいなぜ持っていなかったんでしょうね（笑）。

久保田：不思議不思議（笑）。

シェフィル：あとは矢や弾だまの数を増やしました。それぐらいかなっ。
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●イリス（８レベル）の場合

荻原（以下、イリス）：【ＨＰ】81点、【ＭＰ】87点、フェイト５点。スキルは《ウェポンルーラー》と《シールドストライク》を取って命中を上げつつ、《カバームーブ》を３レベルに上げました。これで三回まで離はなれた人をカバーできるようになりましたよ。

久保田：安定しましたねぇ。

イリス：装備は防ぼう御ぎよ力りよくが上がる鉄てつ陣じんの槍やりと、女神のネックレスを購入しました！　でもこれで借金が二一七五Ｇになりました（笑）。

久保田：また借金が……（笑）。

イリス：ははは、でもがっちがちです！

シェフィル：でも、一番に倒たおれるよね……（笑）。

天：カバーするとどうしてもなあ（笑）。みんなを守って、ダメージを一番受けるんだし？

イリス：そうですよ！　で、所持品はハイＨＰポーションが二本、ハイＭＰポーションが三本です。そして前回使えなかった炎えん熱ねつの砥と石いしを、いまだに大事に抱かかえております（笑）。

天：大だい丈じよう夫ぶ！　今回、絶ぜつ対たい使えるからよぉ！　菊池さんが活躍の場を……。

シェフィル：きくたけさんは砥石持ってること、絶対に忘わすれてると思う……（笑）。

ＧＭ：そ、そそそれは本ほん編ぺん入ってからのお楽しみに……！（笑）　次はカナデ！
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●カナデ（８レベル）の場合

久保田（以下、カナデ）：というわけで、カナデです。【ＨＰ】64点、【ＭＰ】84点、フェイト５点。スキルは《クイックソング》２レベルにして、一シーン二回使えるようにしました。さらに《バラード》を２レベルにして防ぼう御ぎよ力を＋４できるようになりました。

天：うむ、すばらしい。

カナデ：あとは《ガルドル》を取得しました。これで呪じゆ歌かに敵てきを巻まき込こまなくなりました。

ＧＭ：なるほど、入り交じってても大丈夫になったわけか。

カナデ：装備はいっさい変わっていません。お金は、他の人に全部あげました。

ＧＭ：え………全部？

カナデ：はい、全部です。分配された八〇〇〇Ｇ、全部あげました（笑）。

ＧＭ：マジで!?（笑）

カナデ：マジです（笑）。

天：（満面の笑顔で）ありがとう、ありがとう。カナデの献けん身しんにより、オレたちの装備が豊ゆたかになった。いい女だぜぇ～（笑）。

シェフィル：あたしも三〇〇〇Ｇくらい、他の人にあげたよ！　いい女でしょ～？（笑）

天：つまり、今回のオレたちは、女の稼かせぎで装そう備び品ひんを充じゆう実じつさせたってわけだ（笑）。

イリス：そう言うと最低じゃないですかっ!?（笑）
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●クロヴィス（８レベル）の場合

天（以下、クロヴィス）：クロヴィスだ。【ＨＰ】74点、【ＭＰ】65点、フェイト５点。《フォッグミラージュ》というシャーマンスキルを取ったぜ。これは、相手が使った魔ま法ほう攻こう撃げきの命中ダイスをひとつ無む視しするってやつ。

ＧＭ：魔法攻撃にも対応してきたか……。

クロヴィス：あとは《ラピディティ》っていう【敏びん捷しよう】判定が＋２される種族スキルとリアクションで使う《ドッジムーブ》っていう回かい避ひ判定が＋３されるシーフのスキル。

イリス：回避すごいな！

クロヴィス：装備はまず胴どう部ぶが歪ゆがみの衣に変わった。これでリアクションの判定に＋１。それから頭部も蝶の帽ぼう子しになった。これで回避が＋３されたぜ（笑）。これで回避判定は３Ｄ＋15、《ドッジムーブ》を使うと３Ｄ＋18になる。

ＧＭ：はっはっは、俺のストレスがたまりそうだ。

クロヴィス：で、さらにダンシングナイフを買って片かた手てに持った。フリーアクションでダンシングナイフをメインに切きり替かえると、回避が＋２されて、３Ｄ＋20で避よける（笑）。

ＧＭ：…………（笑）。
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クロヴィス：だから、基き本ほんはシックルチェインで攻撃したあと、自分の行動後のフリーアクションでダンシングナイフに切きり替かえて防御の構かまえを取る。

ＧＭ：なんか格かくゲーのキャラみたいというか、謎なぞの拳けん法ぽうというか。

クロヴィス：そう、鞭むちと短たん剣けんを組み合わせた、まったく新しい戦せん闘とう格かく闘とう技ぎ！　これがクロヴィス流！　あ、ちなみにこのダンシングナイフは親父の形見です。

ＧＭ：お前さ、「ダンシングナイフを買って」って言わなかったか。さっき。

クロヴィス：ちがうんだ。前の巻で持ってた形見にお金を与あたえたらダンシングナイフに進化した。

一同：しないからっ!?（笑）

イリス：なに言ってるんですか天さんっ！（笑）

ＧＭ：ていうか、前巻の形見の短剣は、結論として「形見じゃなかった」って流れにならなかったか。

クロヴィス：形見です。まちがいなく形見なんです！

一同：…………（笑）。

クロヴィス：あ、それと少しお金が余あまったから投とう射しや用にスティレットを買った。もちろんこれも親父の形見。

一同：また形見がっ!?

ＧＭ：たった今買ったって言っただろうっ!?（一同爆笑）

カナデ：あ、あの……投射すると、スティレットなくなっちゃいますけどいいんですか？

クロヴィス：あのですね、形見とはいえ物に執しゆう着ちやくしてはいけないんですよ。執着は闇やみなんですよ。執着はよくないです。

ＧＭ：だったら形見とか持つなよっ!?（笑）

クロヴィス：いやいや。親父が「これは、オレがお前に託たくす形見のナイフだ。だが、ナイフというのは、ただの物であって、それに囚われてはならない。これは、お前にナイフという心を与えるのだ」と言ったんだ。

シェフィル：意味がわかんない……（笑）。

クロヴィス：「わかりましたか、執着を捨すてなさい」「わかりました、お父様」

シェフィル：ほんとになに言ってるかわかんないよ天さんっ!?（一同爆笑）

イリス・カナデ：（←大爆笑している）

ＧＭ：天……（笑）。と、ともかくギルドサポート決めて、本編入ろうか？（笑）

一同：はーい（笑）。




　と、そのほがらかな返事より一五分───。

　紆う余よ曲きよく折せつののちに決まったギルドサポートは次ページのとおりとなって……。




　セッションは本番へと突とつ入にゆうしたのであった。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆イリアの報ほう告こく




　シェフィルたちがミラに会うべく、一路ディアスロンドを目指していた頃ころ───ブリギット村でもまた、ひとつの動きがあった。

　グランジは、沈ちん黙もくを保たもったまま少女の言葉に耳を傾かたむけ……




　───あるひとつの決意をした。




ＧＭ：では、ここからセッション本番に入ろうか。まず最初に、短めのマスターシーンが入る。えー……舞ぶ台たいとなるのは、ある日の夜のブリギット村だ。掘ほっ建たて小ご屋やのようなシェフィルの家の……。

一同：掘っ建て小屋ぁっ!?（笑）

クロヴィス：ちゃんとした家だったよぉっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

シェフィル：少なくとも二階建て！　子こ供どもの頃、病気で倒たおれたミラちゃんが寝ねてたの、うちの二階だったし！（笑）

ＧＭ：そ、そういえばそうだっ!?　二階もあったし、屋や根ね裏うら部屋もあったな（笑）。んじゃ、ちょっとやり直して……コホン。───古びた木の家、その居い間ま。北側の壁かべにある暖だん炉ろに炎ほのおが焚たかれている。

クロヴィス：お、こんどはまともだ。

ＧＭ：……炎が照らし出す人ひと影かげはふたつ。ひとつは安楽椅い子すに座すわるこの家の主、グランジ。彼かれはチェアに腰こしを掛かけたまま、眼がん前ぜんに立つ少女に向かって言った。

クロヴィス：（グランジになって）「……というお話だったのさ」

ＧＭ：終わるなよっ!?（笑）

イリス：で、そのもうひとりって誰だれでしょう（笑）。

ＧＭ：そ、そうそう。そのもうひとりとは、眼がん帯たいをした、金きん髪ぱつのフィルボルの少女だ。

シェフィル：眼帯のフィルボル？

クロヴィス：……イリアか。

カナデ：この時期のイリアってなにをしてるんでしょう？

ＧＭ：『ラヴィアンローズ』のリプレイのあと、イリアはミラたちと別れて、ロイドを探さがしに旅に出たはず。このシーンは、その旅の途と中ちゆうに一度、村に戻もどった……そんな場面だな。




ロイド

　ブリギット村で神官長を務つとめていた男。戦せん災さい孤こ児じだったミラを引き取り、育てていた。

　超ちよう人じん的てきな戦せん闘とう力りよくを誇ほこり、加えて〝不死〟の力を持つ。グランジと共に、幼おさない頃のシェフィルやミラの訓練教官も務めていた。




ＧＭ：なお、イリアはどうやらグランジになにかを報告していたようだ。グランジが黙だまってイリアの話を聞き、最後まで聞き終えると、静かに目を閉とじて───。

クロヴィス：（イリアになって）「グランジ？　グランジ、眠ねむったんだね……」（一同爆ばく笑しよう）

シェフィル：（悲ひ痛つうな声で）じっちゃん……っ！

ＧＭ：殺すな───っ!?（一同爆笑）

イリス：お、落ち着いて聞きましょう（笑）。

ＧＭ：イリアの話を聞いて、グランジは瞳ひとみを閉とじた。「───そうか、ロイドが……」

クロヴィス：ああ、ロイドのことを報告に来ていたのか。

ＧＭ：そのとおり。安楽椅子を揺ゆらしてしばらく考えてのち、グランジは問う。「シェフィルは？」　……あ、そうだ。天、イリアやってくれ。

クロヴィス：おう。（イリアになって）「シェフィルかい？　あいつは……クラン＝ベルの競きよう技ぎ大会で優ゆう勝しようしてたよ。強いもんだ」

ＧＭ：「……まだ無事、か。だが───」　ゆっくりと立ち上がって目を開き、壁の剣けんを手に取る。そして……。

クロヴィス：「行くのかい、じいさん？」

ＧＭ：「……ああ」　そしてグラ……。

クロヴィス：「どうしてもかい、じいさん？」

ＧＭ：え？　「……ああ」　グランジはそう応こたえ、そし……。

クロヴィス：「止めても無む駄だなんだね、じいさん？」

ＧＭ：「……ああ」

クロヴィス：どうしてもかい？

ＧＭ：何度も言わせるなよ!?　ひと言だけ返事して、旅立ちたいんだよっ!?（一同爆笑）

クロヴィス：は、失礼しました（笑）。では、イリアは無言で男の背せ中なかを見送りましょう。

ＧＭ：では、イリアに見送られ、グランジはその巨きよ大だいな剣を背せに負うて……ゆっくりと部屋を出て行く。そんな場面を描びよう写しやしたところでシーンを終えよう。

クロヴィス：では、去って行く彼を見送って、誰もいなくなった部屋でふっと息を吐はいて───つぶやきます。（野太く、ねっとりした声で）えー……




「───男って、わからず屋」（なぜか一同大爆笑）







◆Opening02◆呪のろいとシャーマンと




　呪いに囚とらわれ、こんこんと眠ねむり続けるミラ。

　そんな親友の姿すがたをシェフィルは見ていることしかできなかった。

　打つ手がないというその事実は、シェフィルの心を苛さいなみ続けていた。




ＧＭ：さて、場面は変わって時間軸じくも現げん在ざいへと戻もどる。ここからＰＣたちのシーンだ。場所はディアスロンドの大だい聖せい堂どう……その一室。昏こん睡すい状じよう態たいのミラが眠っている部屋だね。

シェフィル：前ぜん巻かんからずっと、意い識しきを失ったままなんだ。

クロヴィス：ゼロは？

ＧＭ：当然、一いつ緒しよにいる。ミラが意識を失って倒たおれて以来、彼かの女じよには、ずっとゼロが張はりついている。ここは、キミたちとゼロがミラを見み舞まっている場面だと思ってほしい。
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シェフィル：ミラちゃんの様子は？

ＧＭ：眠ねむるミラの首くび筋すじにある〝刻こく印いん〟から、茨いばらのような痣あざが生え……それが、衣服の中へと伸のびているようだ。この茨が心しん臓ぞうに到とう達たつした時───。

シェフィル：そっか…………茨はどれくらいまで伸びてるんだろう？

クロヴィス：気になるなら見てみれば？（しれっと）

シェフィル：じゃあ、眠ってるミラの服のボタンを外してそっと見……。

ＧＭ：……見ようとすると、スッ……背はい後ごから、シェフィルの首筋にゼロの剣の刃はが当てられる。「……なにをしている」

クロヴィス：ゼロに糸を飛ばして腕うでを絡からめ取とる。……そっちこそ、なにをしてる。

ＧＭ：「……この女が、ミラを暴ぼう行こうしようとした」

クロヴィス：ちげぇだろっ!?（笑）呪いの状態を見ようとしてるだけだろ、この馬ば鹿か犬っ!!　いちいち突っかかるんじゃねーよっ!?（笑）

シェフィル：（かわいらしく可か憐れんな声で）わ、わたし、ミラちゃんのことが心配だっただけなのに……っ！

ＧＭ：芝しば居いが入って可か憐れんに演えんじているのに、どこか胡う散さん臭くさく聞こえるのはなぜなのか。

カナデ：うふふ、サービスシーンを作ろうとしてるように聞こえるのが不思議です。

クロヴィス：そもそもオレたち、ガキの頃から一緒なんだぞ！　裸はだかで水浴びしたことだってあるんだから、今さら裸程てい度どで……………………どうこう思ったりしねぇよっ！（笑）

ＧＭ：「その間はなんだ」

シェフィル：（スルーして）そうだよっ！　みんな一緒にお風ふ呂ろ入ったりしたもん！

ＧＭ：ゼロは表ひよう情じようひとつ変えず、言ってのけた。「貴き様さまら、その記き憶おくを今すぐ消去しろ」

一同：できるかっ!?

クロヴィス：女同士なんだからいいじゃねーか！

ＧＭ：「…………ならば、イリスとクロヴィスは向こうを向いていろ」

シェフィル：ゼロはいいんだ？

ＧＭ：「当然だ。見守らない理由がない」

カナデ：駄だ目めでしょうっ!?　触しよく手しゆ好きの変へん態たいさんはあっち行ってください！




　ゼロと触手の関係については『ラヴィアンローズ』を参照である。




クロヴィス：とにかく、オレたちは向こう行ってるから、その間に確かく認にんしてくれ。おい、ゼロ。お前も一緒に来い。隅すみっこの方で話してようぜ。

イリス：男三人で話し合いですよ。

ＧＭ：「……」　そう言われてゼロは剣を納おさめ、名残なごり惜おしそうに何度も振ふり返かえりながら、とぼとぼと隅っこの方へ歩いて行く。

カナデ：ゼロさん……なんて残念なイケメン……。

シェフィル：じゃあ、落ち着いたところで、あらためて……脱ぬがします。

ＧＭ：では、キミはミラの衣服のボタンをひとつひとつ外し……それを確認して、息を呑のむ。首筋の〝刻印〟から伸た茨が、肌はだを這はい……心臓へ向けて伸びている。

一同：…………。

ＧＭ：よく見れば茨の先せん端たんはかすかな異い音おんを発しながら、のたうつように蠢めいている。
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シェフィル：そ、それは……。

カナデ：………………。

ＧＭ：と、室内が沈黙に包まれたその時だ。……〝こんこん〟とノック音が響ひびいた。返事を待たず、扉とびらを開けて入ってきたのはガーベラだ。「……容よう態だいはどう？」

カナデ：まだ目が覚めないです。

シェフィル：あの、せめてお医者さんをつけるとか……。

クロヴィス：呪いってわかってるんだ、医者は意味がねぇよ、シェフィル。

シェフィル：そ、そか。

カナデ：あのー、ガーベラさん。有名なシャーマンとか、お知り合いにいませんか？（笑）

ＧＭ：「ナイスな発言ね」

カナデ：あ、ありがとうございます。

ＧＭ：「実は……今、〝聖せい都と〟ディアスロンドの総そう力りよくを結集して、呪じゆ術じゆつにくわしいシャーマンを世界中から集めています」

イリス：それを伝えに？

ＧＭ：彼女は、首を横に振ふる。「いいえ。シェフィルさんたちにお話があるの。ちょっとあたしの部屋に来てもらえるかしら？」

カナデ：とりあえずついていきましょう。

シェフィル：だね、ついていく。

ＧＭ：では、キミたちはガーベラのあとを部屋を出て行った。途中、中庭みたいなところを通りかかるんだけど、そこにはローブを纏まとった人がずらりと並ならんでいるのを目にする。

イリス：あの人たちは？

ＧＭ：「ああ。あれが、先ほど言ったシャーマンたちよ」　降ふり注そそぐ陽光の中、思い思いの格かつ好こうをしたシャーマンたちの顔に浮うかぶのはまぎれもなく自信。まとう雰ふん囲い気きから、いずれも一流の術者であることはわかる。

シェフィル：もう集まってるんですね。

ＧＭ：「……ええ」　彼女は沈ちん痛つうな面持ちで頷うなずいた。

シェフィル：なんで沈痛な面持ちっ!?

ＧＭ：ガーベラは、空を仰あおいで儚はかなげな笑顔を浮うかべて言った。「あたしは反対したのよ？」

シェフィル・イリス：あたしは反対っ!?（一同大爆笑）

シェフィル：どういうことっ!?（笑）

ＧＭ：そんな声をあげて、シェフィルはシャーマンたちを見入る。彼らの笑顔は、触ふれれば消えてしまう陽炎かげろうのように淡あわくて───。

シェフィル：なんでよっ!?（笑）

イリス：シャーマン、死にそうじゃないですか！（笑）

クロヴィス・カナデ：…………（笑）。

シェフィル：あの、あのシャーマンさんたちは……。

ＧＭ：「いずれも一流の呪じゆ術じゆつ師し。でも、彼らでも呪いを解とくことは不ふ可か能のうでしょう」

イリス：だったら、頼たのまなければいいじゃないですかっ!?（笑）

ＧＭ：「上にもね、いろいろな考えの人がいるのよ。神しん殿でんも、決して一いち枚まい岩いわではない……そういうこと」

シェフィル：な、なるほど……。

カナデ：まさかこのあと、シャーマンたちがあんなことになろうとは……うっうっ。

シェフィル：なんで知ってるのカナちゃんっ!?




　実は、正式発表もしていない〝とある企き画かく〟のせいで、カナデは知っているのである。




ＧＭ：ともかく、ここでシーンを一回切ろう！（笑）







◆Opening03◆依い頼らい




　ミラを助けること───。

　それが、これから課せられる使命だろう……シェフィルはそう考えていた。

　まちがってはいない。

　だが、ガーベラから告げられたのは予想とは少しちがうものだった。




ＧＭ：そんなわけで、次のシーンはキミたち四人がガーベラの部屋にやって来たところから始めよう。「まあ、座すわって？」　彼女はキミたちを部屋に招まねき入いれ、応おう接せつセットの椅子に座るよう勧すすめた。

シェフィル：あれ？　ゼロは？

ＧＭ：「あの子が、ミラから離はなれると思う？」

一同：思いません（断だん言げん）。

ＧＭ：「つまり、そういうことです」

クロヴィス：わ、わかりやすい奴やつ……（笑）。

ＧＭ：着席するのを確認すると、ガーベラは笑顔で頷うなずき、話を始める。「すでにミラさんの状態はおわかりですね」　そう言いながら、用意していた黒板に文字を書き始める。

カナデ：黒板？（笑）

クロヴィス：学校の先生のようだ（笑）。

ＧＭ：書かれていく文字は、こうだ。
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シェフィル：刻印の色と名前と……死ぬまでの日数？

ＧＭ：「ええ。そして───」　追加で書いた文字は……
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一同：巫女Ｘ……っ！（笑）

シェフィル：『ガリレオ』みたい（笑）。

イリス：『謎なぞの巫女Ｘの献けん身しん』……っ！

ＧＭ：はいはい、静かに。

クロヴィス：（書かれた文字を見ながら）ミラが死し亡ぼうの六〇日前に昏睡したってことは、シェフィルはあと二六〇日で意識を失って、昏睡状態になるのか。

ＧＭ：「いえ、それはどうでしょう。ミラさんが昏睡しているのは、〝刻印〟に仕し込こまれた〝ゾハールの呪い〟とは別の要よう因いんの可か能のう性せいもある、と報告がきています」

シェフィル：え？

クロヴィス：じゃあ、昏睡状態から復ふつ帰きさせる可能性があるってことか？

カナデ：つまり、カナデたちをここに呼よんだのは……ミラを助けるためになにか任にん務むを？

ＧＭ：「いえ、ミラさんのことは彼女のギルド〝ロストソング〟に任まかせます」

シェフィル：え？

カナデ：あの……では、いったいなぜ呼よばれたのでしょう？

ＧＭ：「あなた方には別の任務をお願いしたいの。もちろん、これは強きよう制せいではありません。ですが、事じ件けんの当事者であるあなたたちに、ぜひ協力してほしいというのが、神殿の総そう意い……そう考えてください」

クロヴィス：……どうする？

カナデ：受ける受けないは別にしても、話は聞いた方がいいと思います～。

シェフィル：……うん、聞こう。内ない容ようは？

ＧＭ：「〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟の最後のひとつ、マビノギオンを入手してほしいの。これは、ディアスロンドからの正式な依頼となります」

カナデ：〝武具〟をすべて揃そろえれば〝巫女〟のひとりは助かるわけですから、やぶさかではありませんが……。

シェフィル：所しよ在ざいがわからないものをどう探さがせと。

ＧＭ：「手がかりはあります。ゾハール教きよう団だんなる組そ織しきは、ご存ぞんじですね」

シェフィル：ご存じです！

カナデ：村を襲おそった神官も、ロイドさんも、前巻の神官ブウさんも、ゾハール教団でしたからね。

ＧＭ：「神殿が調ちよう査さした情じよう報ほうによると、ゾハール教団が、マビノギオンの所在について情報を掴つかんでいるようなの。ただし、その目的は依い然ぜんとして不明。みなさんにはマビノギオン捜そう索さくと共に、ゾハール教団の目的も調査してほしいのよ」

カナデ：調査……といいますと？

シェフィル：こういうことなら、ブウさん（前回のボスである）に教団の目的について聞けばよかったね。

ＧＭ：「ブウ……もとい、パブリクを査さ問もんにかけ、情報を引き出したかったのですが……」と、ガーベラは残念そうにため息をつき、ちらりとキミらを意味ありげに見る。
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一同：…………。

クロヴィス：い、いやいや？　どうせあいつは下したっ端ぱだろうし、知らねぇよ（きっぱり）。

シェフィル：そ、そうそう。

カナデ：あそこは、倒たおす場面だったんです～。

イリス：み、みんな……（笑）。

クロヴィス：それに、オレなら尋じん問もんされても、まちがいなく嘘うそを言うね。その時、真しん偽ぎを判はん別べつする術はオレたちにないだろ？　だったら、そんな真偽不ふ確たしかな情報なんて得るだけ無駄だ。殺しちまって正せい解かいだったのさ。

カナデ：……と、自じ己こを正当化するクロさんでありました（笑）。

クロヴィス：ま、どっちでもいいや。ともかく、ゾハール教団を探さぐってマビノギオンを奪だつ取しゆすればいいんだろ？

ＧＭ：「ええ、そういうこと。お願いできますか？」

イリス：はい、もちろ……。

シェフィル：（かわいらしい声で）ミラちゃんが心配だから、行きたくないっ！

クロヴィス：えっ、シェフィル、えっ…………？（笑）

イリス：え、ここは引き受けるところでは……。

シェフィル：「今回は、どんなことをしても行かないぞ！」と思って！

イリス：なんでっ!?（笑）

シェフィル：「出立は絶ぜつ対たいしないぞ！」と思って！

イリス：だからなんでよ!?（笑）

カナデ：……仕方ありませんね。説得は、このカナデに任まかせてください。

クロヴィス：おおっ、頼たのむぜ！

カナデ：シェフィル……ここでミラちゃんのそばにいても、カナデたちにはなにもできませんよ。それなら、依頼を受けてマビノギオンを探さがす方がが彼女のためになると、カナデは思います。わかりますね？

シェフィル：（かわいらしい声で）三人で行って！　わたし、ミラちゃんのそばにいるっ！

カナデ：説得失敗。

一同：はやっ!?

カナデ：シェフィルの決心は固いようです。しくしくしく。

シェフィル：あきらめないでっ!?（笑）　ミラちゃんを大事に想ってるって演えん出しゆつだよ!?

ＧＭ：（少し考えて）ガーベラは懐ふところからハンカチを取り出し……「なんと友達思いな方なのでしょう……」と、出てもいない涙なみだをぬぐう仕草をした。

イリス：泣いてないんですかっ!?（笑）

ＧＭ：えー、ガーベラはハンカチをしまうと真しん剣けんな表情でシェフィルを見る。「わかりました。あなたとは、とことんお話しをする必要がありそうですね」

シェフィル：な、なんですか……っ。

ＧＭ：「先ほどミラさんのことについてはゼロさんたちに任まかせると言いましたが……それだけで、問題すべてが片かた付づくわけではないの。それはわかりますね？」

クロヴィス：まあな。結局のところ〝薔薇の刻印〟にまつわる呪いをどうにかしないと、ミラは死ぬし、シェフィルも死ぬ。

ＧＭ：「むしろっ!!」ばんっ!!（←机つくえを叩たたいた音）

イリス：うわっ!?

ＧＭ：「友達思いのあなたにしかできないことがあるんです！」

シェフィル：あたしにしかできない？　それなら……。

ＧＭ：「わかってくれてなによりです」

シェフィル：ミラちゃんも連れて行く。

イリス：駄目に決まってるでしょうっ!?（笑）

カナデ：安静にしないと駄目ですよっ!?（笑）

クロヴィス：昏睡状態の人間を連れて行こうとすんなよっ!?（笑）




　総ツッコミである。




ＧＭ：「これは友達思いであるあなたにしかできないことです。まだ２レベルのゼロさんたちに頼むには少々荷が勝ちすぎていますから」

イリス：２レベル？

シェフィル：そ、そっか。それは無理だよ、あたしたちに任せてよ！　…………あれ？

クロヴィス：そうだよシェフィル！（←なぜか満面の胡う散さん臭くさい笑顔）

イリス：やっと決意してくれましたね！（←釣つられて笑顔）

シェフィル：ミラちゃんを助けられるなら、すぐに行くっ！　だから、早くくわしいことを教えてください！

ＧＭ：「ほ、ほんとにあなたは自分の身の危き険けんには頓とん着ちやくしないんですね」

カナデ：うふふ、ガーベラさん。シェフィルは、単たん純じゆんに危き機き感がないんだと思います。

ＧＭ：「そ、そうですか……」

イリス：ついでに、なにも考えていないのかと……。

シェフィル：なによっ。

クロヴィス：まあ、危機感を認にん識しきするほどの頭が、オレたちにはないんだよ（笑）。

イリス：その場のテンションでやっている気がしなくもないんですが……（笑）。

ＧＭ：ガーベラはコホンと息を咳せき払ばらいをして、言う。「どうやらゾハール教団は、パブリク以外にもこのディアスロンドに教団員を忍しのび込こませ、暗あん躍やくしていたようなのです」

クロヴィス：要するに、そいつらを狩かり出せばいいってことか？

ＧＭ：「そのとおり。ですが、パブリクが倒れてから以来、今日までに彼に協力していた神官のうち何人かが脱だつ走そうしています。それはおそらく……」

カナデ：自分たちに捜そう査さの手が伸のびるのを感知して逃にげ出だした、と。

クロヴィス：な？　殺して正解だったろ？　馬鹿があぶり出せたぜ。

ＧＭ：「パブリクの事件以い降こう、ディアスロンドは厳げん戒かい態たい勢せいを取っており、街の出入りは大変厳きびしくなっています。おそらく、脱走した者もまだ街の中に残っているでしょう」

シェフィル：それをとっつかまえて、情報を吐はかせろってことね。

クロヴィス：ああ、それはわかりやすいぜ。具体的には、どうすれば？

ＧＭ：このあと、ミドルフェイズに入ったら、情報収しゆう集しゆうを行なう。それに成功すれば、逃げ出した神官から情報を得たことにする。

イリス：わかりました。行動は明日からですか？

ＧＭ：「ええ。早朝六時より、行動を開始。拠きよ点てんにできる宿は押おさえてあります。よろしくお願いしますね」

クロヴィス：よっしゃ！　任せておけ！　じゃあ、今日はたっぷり休むぜ！

ＧＭ：と、いうわけでキミたちはガーベラの部屋を辞して、それぞれの部屋に戻って眠りについた───そんなところでシーンを終しゆう了りようしよう。







◆Opening04◆始まりの日




　今より何百年も昔、イリスが黒の巫女に忠ちゆう誠せいを誓ちかった日。

　あの日に起きた出来事をイリスは夢ゆめに見ていた。

　それは忘わすれようにも忘れられない、すべての始まりとなった日だった。
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ＧＭ：では、ミドルに入る前に、イリスのシーンを挟はさもう。「明日からがんばろう」ということで、四人は早々に就しゆう寝しんしたわけだが……キミは夢を見る。

イリス：おお、ハンドアウトにあった夢ですね。

ＧＭ：そうだ。自分でも「これは夢だ」と認識できる。それが、過か去この風景だということもわかるな。場所は、どこかの広大な雪原だ。

イリス：雪原？

ＧＭ：そう。エリンディル大陸西方の北にコナカタ山脈って山脈があるんだが、それを越こえると沈黙の氷原という氷の大地が広がっている。そこがこのシーンの舞台だね。

イリス：おお、わかりました。

ＧＭ：雪原の一画に、巨大な神殿が建てられているんだが……今、その前の広場に、横一線となってずらりと並んでいるのは〝薔薇の巫女〟たちだ。それぞれが、ちがう色の〝刻印〟を身体のどこかにを刻きざんだ者───。

クロヴィス：おお、勢せい揃ぞろいしてるのか。

ＧＭ：うん。そして、それぞれの〝巫女〟たちに向かい合うようにひざまずいているのは、〝守しゆ護ご騎き士し〟たちだ。

イリス：お、じゃあ、僕ぼくもいますね。目の前には、〝黒の刻印の巫女〟が立っている？

ＧＭ：そのとおり。だが今、〝巫女〟たちの視し線せんは騎士の向こうで、大きな翼つばさを広げている巨大な白銀の竜りゆう……ゾハールへと向けられている。この〝神竜〟に対し、巫女たちは一いつ斉せいに唱和する。「……我われら〝薔薇の巫女〟一同、ゾハール様に心より忠誠を誓ちかいます」

シェフィル：忠誠……？　ああ、まだゾハールが悪くなる前？

ＧＭ：そう。このシーンは八〇〇年前……〝巫女〟たちから忠誠の言葉を受けたゾハールが、その返礼として〝騎士〟を与あたえる場面だ。

イリス：じゃあ、夢の中の僕は、黒の巫女に「貴女あなたに忠誠を───」とか言おう（笑）。

ＧＭ：いいね（笑）。黒の刻印の巫女はキミの言葉に微笑ほほえみ、その華きや奢しやな手を差し出す。

イリス：……はい、これからはあなたとともに生きましょう、と手を取ろう。

シェフィル：（黒の巫女になって、可憐な声で）「───はい」

ＧＭ：……と、彼女は微笑んでイリスの言葉に応こたえた。いいね、小こ暮ぐれさん（笑）。

シェフィル：ふふふ。

ＧＭ：〝巫女〟と〝騎士〟、そしてゾハールのやりとりを、少し離はなれた場所から見ていた人間……その服ふく装そうからしてこの時代の神官たちは、一斉に感かん嘆たんの声をあげた。これから永えい劫ごうに続くであろう人の世界の平和を信じて、だ。

クロヴィス：（神官になって、なぜか甲かん高だかい声で）「ほほ、これで人類は、未来は、安あん泰たい……！　安泰なんです……！」（なぜか一同爆笑）

カナデ：天、それ胡散臭い（笑）。

ＧＭ：さて、そんな時。〝ざくっ、ざく、ざく……っ〟　雪を踏ふみしめながら、ひとりの男が、ぼろ布ぬのにくるまれたなにかを両りよう腕うでで抱かかえてやってくる。

イリス：定番は、赤あかん坊ぼうだ！（笑）

ＧＭ：おお、そのとおり。ぼろ布にくるまれているのは小さな女の子だ。男はゾハールとの儀ぎ式しきが続く中、空気を読まずに割わり込こみ……。

クロヴィス：（神官になって、無駄に甲高い声で）「何者じゃっ!?　この神しん聖せいなる儀式を邪じや魔まするなど……！　そ、その汚けがらわしいものを抱かかえたまま、去れ！」

一同：ザコっぽいっ!?（大爆笑）

ＧＭ：お、お前……よくそういうひどい台詞せりふがほいほい出てくるなあ。よし、わかった、じゃあ天が神官をやれ（笑）。

天：は、おまかせください。

ＧＭ：男は、集まった神官たちをかき分け、よろけながら……懇こん願がんするように声をあげる。「だ、誰だれか……こいつを、俺おれの娘むすめを助けてやってくれよ……ここに、神の竜が降おりたんだろう……？　誰か……誰か助けてくれよぉ!!」

カナデ：子供が怪け我がをしてるか、それとも病気……？

シェフィル：それなら、聞いてあげ……。

クロヴィス：（優やさしげな声で）「そこの者、お控ひかえなさい。〝神竜〟ゾハール様は、静せい寂じやくを尊とうとびます。ささ、この場より早く去ねぃ。しっ、しっ」（一同大爆笑）

イリス：天さん、ひどいよ！（笑）

ＧＭ：「あんたら……神官なんだろ？　だったら、この子を助けてやってくれよ!!」

クロヴィス：（優やさしく、しかし無む機き質しつな口調で）「我われ々われ神官の役目は、世界を維い持じすること。そのような生命体を守ることではありません」（一同爆笑）

一同：生命体っ!?（笑）

ＧＭ：お前は何者だよ!?（笑）

クロヴィス：いや、わかんねーけど、こういう連中なのかなと思って？　「神竜の加か護ごは、汝なんじのような下げ郎ろうに与あたえられることはないのです」（←満面の笑顔）

ＧＭ：「じゃあ、なんのための神官で、なんのための神竜だよ!?」と、男は詰つめ寄よる。

クロヴィス：「やれやれ……誰か、この下郎を……」

ＧＭ：「どけよぉ!?」と、男が神官を突つき飛とばした。

クロヴィス：ヒ、ひぃ……っ!?　倒たおれます。

一同：弱っ!?（大爆笑）

クロヴィス：「な、なななにをする!?　ええい、狼ろう藉ぜき者ものだ。奴を捕とらえなさいっ!?」

ＧＭ：男は神殿の騎士たちに取り囲まれるが、それすら「どけよっ!!」と突つき飛ばし……一番近くにいたイリスのところににじり寄る。

イリス：えっ！　僕のところに来るんですかっ!?

ＧＭ：男は、必死の形相でイリスに詰め寄る。「……俺は騎士ロヴレント。なあ、あんた……神竜の騎士なんだろ？　お願いだ、俺の娘を助けてくれよ……」と、腕に抱えた女の子を見せる。その子は今にも息いき絶たえそうで───。

イリス：そ、そう、言われても……。

ＧＭ：「神の奇き跡せきを見せてくれよ……!!」

イリス：……僕が見せるわけじゃないしなあ。

一同：イリス冷たいっ!?（笑）

ＧＭ：「なんとかしてあげたいのですが」とか、そういう優やさしい台詞はないの!?（笑）

シェフィル：（笑いながら）えっと、そこで〝黒の巫女〟が割り込みます。（凛りんとした声で）「イリス……診みて差し上げなさい」

イリス：───はい、巫女様。言われたとおり診みますけど……なにが原げん因いんでその女の子が死にかけているのかわかります？

ＧＭ：おそらくは病、それも不治の病だ。放っておけば、二、三日以内に───死ぬ。

クロヴィス：とりあえずさ、イリスがゾハールに取りなしてあげればいいんじゃねーか？

イリス：そ、そうですね。ゾハール様、どうぞ慈じ悲ひ深ぶかきお心を……！　死の淵ふちにいるこの子供を、お救いくださいませ。

ＧＭ：すると、ゾハールはじろりとイリスを見る。「お前は、それを希望するか？　仮かりに大きな代だい償しようを支し払はらうこととなろうとも、だ」

イリス：………………いや、特には。

一同：イリス──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：キミは慈じ愛あいという言葉を知らないのか……っ!?（一同爆笑）

イリス：え、あ……っ!?　え、ええと……ゾハールに言います！（きりっとした声で）この子の生命を救うのも、世界を守る我々の役目！　どうぞ、お慈じ悲ひを……！

ＧＭ：ゾハールは「ふむ……」とつぶやき、やや考えを巡めぐらせる。そんな彼に対し、男は懇願した。「あんたが神の竜か……頼む、なんでも差し出す！　あんたに永劫に仕えたっていい！　俺のすべてを捧ささげる！　だから、この子を救ってくれ！」

イリス：慈悲深きゾハール様……！　どうか、彼の願いを聞いてあげてください！

ＧＭ：ゾハールは少し思案し……「よかろう。汝らの言葉、たしかに受け取った」

イリス：汝らって、もしかして僕も!?

ＧＭ：もちろんだ。周囲の神官も、感嘆している。「さすがはゾハール様！」「あのイリスという騎士もたいしたものだ。守護騎士とはなんと慈じ悲ひ深ぶかい方なのか」

イリス：おお～。よくわからないけど、僕ってすごいぞ～……って、なんで僕も外野になってるんだ？（笑）

クロヴィス：この情じよう景けいを夢として見ている現在のイリスがそう思ってるんだろ（笑）。

ＧＭ：ゾハールはイリスと男を見た上で、男に言葉をかける。「では、娘の命を救おう。その代償はお前自身。汝がすべてを捧ささげ、生しよう涯がい、我に仕えよ」

クロヴィス：嫌いやな予感しかしない。

ＧＭ：だが男はすがるように応こたえる。「ああ、なんだってする！　こいつが助かるなら！」

イリス：子供のためですからね……。

ＧＭ：「その言葉、しかと受け取った」　ゾハールは首を少し動かして、イリスと黒の〝巫女〟に視線をやる。

クロヴィス：そうか、イリスが取りなしたからか。

イリス：我わが〝巫女〟様も……？

ＧＭ：……そして、イリスと黒の〝巫女〟を見つめるゾハールが「では───」と、言葉を発したところで……イリスは目覚める。

イリス：オチは───っ!?　はっ！　……あれは、僕が生まれて、あの人に忠誠を誓った日のこと……っ！　いったい、ゾハールはなにを言ったんだ……っ!?

シェフィル：なにをしたの、イリス……（笑）。

イリス：うーん……助けるの、断ことわっていた方がよかったのかなあ。

シェフィル：でも選せん択たく肢しがあったの？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはないと思うよ。イリスが断っても、黒の巫女が取りなしていただろうし。

クロヴィス：ちなみに当時のイリスの人じん格かくってどんな感じだったんだ？

ＧＭ：記憶を失っている以外は、ほとんど変わっていないんじゃない？

クロヴィス：じゃあやっぱり、困こまってる人がいたら助けちまうよな。

イリス：ええ、そうですね。第一優ゆう先せんは黒の巫女ですけど、困った人はやっぱり助けたいです。僕は、神の慈悲は多くの人に与えられるべきだと思っていますから。なんにせよ、夢は夢。もう終わったことです。目が覚めたことですし、依頼に向かう準じゆん備びを始めましょう。

ＧＭ：では、イリスが準備を始めると徐じよ々じよに夜が明け、朝を告げる鳥の鳴き声が聞こえ始める……というとこで、オープニングフェイズは終了だ。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ふたつの情じよう報ほうを求めて




　───ディアスロンドの街まち並なみに、朝の靄もやがけぶる。

　あくびをかみ殺しつつ、集まったシェフィル一行は情報収しゆう集しゆうを開始した。

　マビノギオンとゾハール教きよう団だん、このふたつの情報がミラを、そしてシェフィルを救うことに繋つながると信じて。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズに入ろう。まずはミドルフェイズ一発目のシーン。オープニングでも言ったが、基き本ほん的てきには情報収集を行ない、そこに演えん出しゆつをくわえて進めていく。

カナデ：冗じよう談だんはここまでにして……情報収集ってなんについて調べられるの？

ＧＭ：基本的には、ガーベラから依い頼らいされた「マビノギオンの在あり処か」と「ゾハール教団の動き」についてかな。他にも「●●を知りたい」とかあれば、随ずい時じ言ってちょうだいな。

イリス：了りよう解かいです！

ＧＭ：なお、せっかく騒さわがしくもゆかいなメンツが揃そろってるんだ。判はん定ていごとになんか演出もつけてみようか。ゾハール教団の生き残りを追おい詰つめて吐はかせる、とか、街の人に聞きき込こみをする、とか。

カナデ：演出の内ない容ようは好きに決めていい？

ＧＭ：ＯＫ、好きなシチュエーションでやっちゃってくれ。

クロヴィス：（満面の笑顔で）ほう……ディアスロンド内のあちこちに逃にげてる教団員を追い詰めて、ひとりひとりハントするという陰いん惨さんな感じでも……。

ＧＭ：陰惨か？

カナデ：（笑顔で）路ろ地じ裏うらに追い詰めて、情報吐はくまでマウントして殴なぐるとか、陰惨です。

イリス：そこまでするの!?（笑）

ＧＭ：（笑）。ひとり一回、どちらか選んで判定だ。能のう力りよく値ちは「マビノギオンの在処」が難なん易い度ど10の【幸運】判定。「ゾハール教団の動き」が難易度12の【感知】判定ね。誰だれがどの判定をする？

クロヴィス：【幸運】と【感知】か。【感知】なら７あるけど、【幸運】は３しかない。

カナデ：【幸運】は４あって、【感知】も７あります♪

イリス：僕ぼくは両方とも３だから、あんまり向いてないですね……。

シェフィル：【幸運】３で、【感知】は６だよ。

クロヴィス：【幸運】はカナデが６、他は７出りゃいいのか。

シェフィル：それから、【感知】の方が、わたしは６以上で、クロちゃんとカナちゃんは５以上だね。それじゃあ、ふたりに任まかせるよ！

カナデ：（自分のキャラクターシートを見て）……あっ！　カナデ、情報収集用のスキル持ってます。《トランプ》で情報収集判定に＋２Ｄです！

クロヴィス：すばらしい！

シェフィル：カナちゃんは安心だから、イリスと組んだ方がいいと思う！

イリス：僕は今回の情報収集だと、ちょっと役に立ちそうにないですからね。

カナデ：とはいえ、《トランプ》は１シナリオに一回しか使えないので、情報収集項こう目もくが途と中ちゆうで増ふえたりすると、大変ですが……。

イリス：逆ぎやくに、カナデひとりでも大だい丈じよう夫ぶそうだから、僕たち三人で行く、という手もありますね。

シェフィル：「お馬ば鹿か」と「できる子」みたいなわけ方やめてよ！（笑）

クロヴィス：マビノギオンっていう、すげぇ難むずかしい本の話だからよぉ、それはカナデに任まかせて、オレたちは残ざん党とうどもを狩かり殺そうぜ……！（笑）

シェフィル：でも、こっちはこっちで……ふたりでじゅーぶんじゃない？

イリス：たしかに！　では、僕はみんなが判定し終わるのを待ちます。で、なんか新しく調べたいことができたら、それを判定する感じでどうでしょう？

クロヴィス：お、いいね。それでいい？　ＧＭ。

ＧＭ：ＯＫ。

カナデ：では、マビノギオンについてはカナデひとりで調べてきますから、ゾハール教団についてはお願いしますね。

クロヴィス：くっくっく、わかったぜ！　……それじゃやるぞ、ゾハール信者ハントゲーム！　いえーい！（一同拍はく手しゆ）

シェフィル：いえーい！

ＧＭ：ゾ、ゾハール信者ハントゲーム……？

クロヴィス：（超さわやかに）これから、街の中をゾハール教団の神官たちが逃げ回りまーす！　（さらに超さわやかに、明るく）僕たちが捕つかまえたら容よう赦しやなく殺すので、信者のみなさん、精せい一いつ杯ぱい逃げてくださいね───っ！（笑）

カナデ：あ、あの、ちゃんと情報は聞き出してくださいよ……!?

クロヴィス：聞き出したら殺すよ！（笑）

イリス：これはひどい……（笑）。と、ともかく判定にいきましょう。

ＧＭ：わかった。そんなデンジャラスなゾハール信者ハントゲームはあとにして、まずは、カナデの方からいこうか（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、カナデ。キミの方はどんな演出にする？

カナデ：そうですねえ……たまたま街に立たち寄よった、旅の神官に尋たずねてみましょう。これなら、街の外で仕入れた情報って形でなにかわかっても不自然じゃないです。

ＧＭ：了解。じゃ、旅の神官を探さがして回り……とある神官にたどり着いたって感じかな。では、判定をしてくれ。

カナデ：《トランプ》を使用します。えいや！（ダイスを振ふる）よし、出目は13ですから、達成値17ですっ！

ＧＭ：……余よ裕ゆうで難易度をぶち抜ぬいてるな。場所は希望ある？

カナデ：それじゃあ、神しん殿でんの礼れい拝はい所しよにしましょう。

ＧＭ：了解。では、礼拝所で祈いのりを捧ささげている巡じゆん礼れい神官がいることにしようか。で、神官が祈りを捧げ終わってふと振ふり向むくと、カナデがにこにこして立っている、と。

カナデ：にこにこ。

ＧＭ：神官は、無ぶ精しようひげの生えた男だん性せいだね。そんなに小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうはしていないが……。

クロヴィス：ぜひ、酸すいも甘あまいも噛かみ分わけた渋しぶい感じの男って感じで！

カナデ：神官さんは、旅をされているんですよね。旅の途中で〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟マビノギオンについて聞いたことはありませんか？

ＧＭ：達成値17か……はは……っ（乾かわいた笑い）。

シェフィル：なんで渇かわいた笑いをしてるの？（笑）

ＧＭ：もっと難易度を高くしておけばよかったな───って！（笑）　えーと、彼かれはマビノギオンと聞いて、驚おどろきの表ひよう情じようを見せる。「……奥おくで、お話ししましょうか」

カナデ：あらあら、そんなに危き険けんなお話なのでしょうか。

ＧＭ：「ああ……それなりに、な」　彼は、部屋の奥おくまった場所までキミを連れて行き、腰こしを掛かける。「キミもお掛かけなさい」　近くの椅い子すを勧すすめてから、彼は話し始める。「キミはマビノギオンの名をどこで？」

カナデ：実は、ガーベラさんに頼たのまれて〝薔薇の巫女みこ〟について調べているんです。

ＧＭ：「ガーベラ……？」　驚おどろいた顔を見せる神官。「四年前の〝災さい厄やく〟の中心人物のひとりでわないか。すると、キミはディアスロンドから直々に依頼を受けているということになるが……証しよう拠こはあるかい？」

カナデ：17ですよ、17（にこにこ）。

ＧＭ：「…………」

カナデ：…………（にこにこ）。

ＧＭ：「そ、そうか。キミの瞳ひとみに濁にごりはない。超ちよ信うし頼んらいできる人間だ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

シェフィル：（爆ばく笑しようしながら）……さすがカナちゃん！（笑）

カナデ：うふふ♪

ＧＭ：「わかりました。達成値17、すべてをお話ししましょう」（笑）

カナデ：ありがとうございます、旅の神官さん！

ＧＭ：ごほんと神官は咳せき払ばらいをして、真しん剣けんな顔つきで話し始める。「あなたは、ゾハール教団という集しゆう団だんを知っていますか？」

カナデ：ええ。ゾハールの復ふつ活かつを掲かかげて暗あん躍やくしているという……。

ＧＭ：「そこまでご存ぞんじか。彼らは現げん在ざい、薔薇の武具を集めて回っている。そしてそのひとつ、マビノギオンを教団がいずこかへ運び去ったという情報があります」

カナデ：えっ!?　も、もう取られてるんですかっ!?

ＧＭ：「いや、正せい確かくに言えば水すい晶しよう体たいに封ふうじられたマビノギオンを運び去ったという話です。おそらく、開かい封ふうはできていないのでしょう。なんでも、その開封には〝薔薇の巫女〟の力が必要だという噂うわさで───」

カナデ：ほっ、よかった……では、その場所はご存じなのですか？　達成値17の笑顔で迫せまります。




　どんな笑顔だ。




ＧＭ：「そんな17の笑顔をされましても……少し気になって調べてはみましたが、確かく証しようは得られませんでした。ただ、マビノギオンについて嗅かぎ回っている者がいる、という噂を聞きました」

カナデ：えーと……教団がマビノギオンを運び去った、という情報がひとつ。それから、マビノギオンについて調べている人がいるという情報がひとつですか。

クロヴィス：その「調べている人」ってのは気になるな。

カナデ：ですね～。……ありがとうございます、神官さん。

ＧＭ：「礼にはおよびませんよ、お嬢じようさん。教団に近づくのならお気をつけなさい」

カナデ：ご忠ちゆう告こく感かん謝しやします。

ＧＭ：カナデの答えに頷うなずいて、神官は礼拝所を去っていく。

カナデ：……さて、教団がマビノギオンを運はこび込こんでいるってことと、マビノギオンを追っている人がいる、ということはわかりましたね。

クロヴィス：それが新しい情報項目になるのか？

ＧＭ：情報項目にしてもかまわないよ。調べなくても、話は進むようにしてるから、調べなくてもいい。

カナデ：そのことに関しては、合流してから話しましょうか。

ＧＭ：と、カナデの情報収集が終わったところでいったんシーンを終わろう。







◆Middle02◆月下の死線




　満月が煌こう々こうと浮うかぶ夜のディアスロンド。

　その細い路地裏を、フードで頭を覆おおい隠かくしたローブの男が走っている。

　───逃にげ切きれない。

　男は、半ば覚かく悟ごを決めていた。

　彼は知っていたのだ。

〝正せい義ぎ〟という都合のいい大たい義ぎ名めい分ぶんの下に、神殿の信徒がいかに残ざん酷こくな仕打ちを叛はん徒とに与あたえるのかを。




ＧＭ：じゃ、シーンを変えてシェフィル、クロヴィス組だ。

クロヴィス：楽しいマンハントの時間だぜ───……っ！（笑）

カナデ：判定は【感知】判定でしたっけ？

ＧＭ：ああ、難易度12の【感知】判定だ。

クロヴィス：あ、さっき言ってた、「マビノギオンを調べている人」について調べる場合の判定はどうなる？

ＧＭ：難易度12の【知力】判定だ。

イリス：【知力】！　僕、高いですよ！（キャラクターシートを見直し）……あ、ごめんなさい。３しかないです（笑）。

クロヴィス：オレと同じじゃん（笑）。

シェフィル：わたしは２しかない～。【知力】が高いのはカナちゃんだよね？

カナデ：そうですね……（笑）。

クロヴィス：なあ、ＧＭ……ここは【精せい神しん】にしない？（笑）

イリス：僕は【精神】得意ですよ！（笑）

ＧＭ：【精神】で人ひと捜さがしってどうやるんだよっ!?

クロヴィス：「マビノギオンを探さぐっている奴やつ、お前がそこにいるのはわかってる。出てこい!!」「ほう、たいした気き迫はくだ」ということで、探してる奴が出てくる。それか、守しゆ護ご騎き士しの持つ、精せい神しん統とう一いつしてアストラル界から探たん索さくする技わざを使うとか。

ＧＭ：不気味な技をでっちあげるなっ!?（一同爆笑）

クロヴィス：だってイリスが輝かがやける瞬しゆん間かんを作らないとダメだろっ!?（笑）

シェフィル：輝ける場所はここだけじゃないから！（笑）

イリス：そ、そうですよ！　僕は他でも輝けるはずです！




　哀あい愁しゆうの漂ただようセリフである。




クロヴィス：イリス……（笑）。ね、ＧＭ……やっぱり、だめ？

ＧＭ：んー……（少し考えて）……じゃあ、根気よく探さがす、ということで難易度13の【精神】判定でもいいよ……（笑）。

イリス：おー、ありがとうございます！

クロヴィス：これなら、イリスも成功するはず。

ＧＭ：……（笑）。さて、それじゃ誰だれから判定する？

イリス：僕は「マビノギオンを調べている人物」の情報を集めるとして……。

クロヴィス：俺おれは【感知】が高いから「ゾハール教団の動き」を調べるためにマンハントだな。シェフィルはどうする？

シェフィル：わたしも狩りたい！（笑）

クロヴィス：オッケー、じゃあ一いつ緒しよに狩りに行こうぜ。

シェフィル：おうよっ！

ＧＭ：ひ、ひどい……シェフィル、また性せい格かく変わってる……（笑）。

シェフィル：変わってないよ～（笑）。

クロヴィス：そうそう、もともとこんな性格だよ（笑）。

ＧＭ：と、ともかく……シェフィルとクロヴィスの方を演出しようか。「ゾハール教団の動き」は難易度12の【感知】判定だね。

シェフィル：わたしは【感知】６だから、６以上！

クロヴィス：オレは７あるから、先にオレが振るわ。オレが成功すれば、シェフィルは別のことをやればいい。捕つかまえた奴を尋じん問もんするとかな。

シェフィル：よし、それでいこうっ！

ＧＭ：よし、じゃあ描びよう写しやから始めよう。───夜明け前の暗くら闇やみの中、男の固い足音と荒あらい息づかいが響ひびいた。街灯に照らし出された男のシルエットが、走る。そして数秒後、シェフィルとクロヴィスのシルエットが映うつし出だされ、走る男を追って駆かけていく。

クロヴィス：くっくっく……んじゃ、逃にげる男は、ふいに立ち止まる。で、手を頬ほおにやると、ざっくりと皮ひ膚ふが切れているんだよ。目を凝こらすと、狭せまい道には糸が張はり巡めぐらされていて、その糸に血が滴したたっていてな……。

ＧＭ：「うっ、こ、これは……！」と声をあげ、怯おびえ、背はい後ごに気配を感じて振ふり返かえる。

クロヴィス：振ふり返ると街頭の光を背せに、オレが立っている。顔は影かげで見えないんだけど、目と口だけが闇やみの中に浮うかび上あがって……それが「にい……っ」と笑うように歪ゆがむ。……獲え物もの、見ぃ～つけた♪（←超ちよう笑え顔がお）

イリス：怖こわいですよっ!?（笑）

シェフィル：ずるい、クロちゃん！　その台詞せりふ、わたしも言いたい！　クロちゃんの反対方向からやって来て、（ささやくような暗い声で）……見ぃつけた。

ＧＭ：もっとこえーよっ!?（一同爆笑）

シェフィル：じゃあ……（子こ供どものような無む邪じや気きさで）「うふふっ♪　見ぃ～つけたっ♪」

イリス：それも怖いですよ!?（笑）

クロヴィス：よぉ、ゾハール教団のお兄さん。やぁっと会えたよ、探したぜぇ……？

ＧＭ：「ひ、ひぃっ……し、神殿の……追っ手か……!?」

イリス：ザコだ（笑）。

クロヴィス：オレがばらっとマントを広げると、ゾハール信徒の腕うで輪わが一〇個こぐらい、ばらばらっと落ちてくる。……いやぁ～、アンタ以外、全部仕し留とめちまってさぁ～？

シェフィル：（かわいらしく無邪気な声で）残るは、あなただけ……うふふっ♪

クロヴィス：こいつらよぉ、な～んの情報もくれなかったからよぉ？　アンタは知っててくれるとうれしいなぁ～？（←超笑顔）

ＧＭ：「お、俺の仲間を次々惨ざん殺さつしていったのは……お前らか……っ！」

シェフィル：（かわいらしく無邪気な声で）うふふふっ♪　楽しい追いかけっこだったよねぇ～？

クロヴィス：くっくっくっ、必死で逃げる奴を追い詰めて潰つぶすってのは、最高に楽しかったぜぇ……？

イリス：……ひどい、ひどすぎる（笑）。

カナデ：もうどっちが悪役かわかりません（笑）。

ＧＭ：「き、貴き様さま！　それでも神殿の人間か!?」

クロヴィス：神殿～？　なんだい、そりゃ？　お前寝ねぼけてんのかぁ？

ＧＭ：「ち、ちがう、のか？」

クロヴィス：オレたちは神殿とは関係ねーよ。

イリス：ガーベラさんから受けた、ディアスロンドからの依頼ですし、神殿と関係あるのでは？

クロヴィス：オレはオレの考えでやってんだ。ダチを救うためにな。

イリス：クロヴィスとしてはそういう考えなんですね。

クロヴィス：そう。オレは、心の底からまったく神殿と関係ないって思ってるからな。

ＧＭ：男もその言葉を信じた様子だ。「もはや、お前たちを倒たおして突とつ破ぱするしかない……！　でぇやあああああ！」　男は剣けんを抜ぬいて、キミたちに突つっ込こんでいった。

クロヴィス：（超ちよう余よ裕ゆうの口調で）シェフィルぅ、やっぱりこいつも抵てい抗こうするってよぉ？

シェフィル：（嬉うれしそうに）ふうん、抵抗するんだあ？　それじゃあ、仕方ないねー？

クロヴィス：そうだよなあ、しょうがねぇよなぁ？　（いきなり迫はく力りよくのある声で）やっちまうのはよぉ!?　（と、ここで冷静になって）……で、判定ですよね？（笑）

ＧＭ：はい……（笑）。

クロヴィス：２Ｄ振ふって５以上で成功だな。（渋い口調で）……突っ込んできても無む駄だよ。お前は、すでにオレの糸の結界の中。蜘蛛くもの巣に絡からめ取とられた蛾がも同じよ。切きり刻きざまれ、この場に屍しかばねをさらすがいい───（ダイスを振る）。

一同：あ。




　出目、１と１───ファンブル。




一同：ああああ───……っ!!（大爆笑）

クロヴィス：ファンブルかよっ!!（一同大爆笑）　ちょ、ちょっと待て……っ、ちょ……せっかくかっこよく演出したのが無駄じゃねえか──────っ!?（笑）

ＧＭ：（大爆笑しながら）……さ、先に演出するからだよっ！（笑）

イリス：マジかよおぉ───っ!?（笑）

シェフィル：すごい!!　天さんすごーいっ!?（←腹はらを抱かかえて爆笑している）

クロヴィス：いやっ、ちょ……っ、ない、これは…………っ!!（←呼こ吸きゆう困こん難なん）

カナデ：（←呼吸困難）

クロヴィス：え、演出するぞ！（笑）　お前もさっさと仲間のところに送ってやるよ……お前も闇の中に沈しずみなっ！　と、糸を投げかけて……。「取ったぞ!!」……しかしその瞬間、「ちがう、取られたのはお前だ」「な、なにっ!?」（一同爆笑）

ＧＭ：ま、負け演出まで！　駆かけ込こんできた教団員は、目にも留とどまらぬ速さで糸の結界を切きり裂さき、クロヴィスの懐ふところに潜もぐり込こんで一いつ閃せんした。

クロヴィス：こ……これ、は……っ!?　ぐふぅ……（←斬きられたらしい）……どさり。

ＧＭ：「少年……この剣を一ひと捻ひねりすれば、お前は死ぬ」

クロヴィス：ああ、そうかい……！　だったら……！　がしっ、と男の剣を素す手でで掴つかむ！　……シェフィル！　今なら当たる!!　撃うて!!

カナデ：ま、待って！（笑）　フェイト使って振り直しはっ!?

クロヴィス：いや、数すう値ち的てきにシェフィルが成功するから大だい丈じよう夫ぶ（笑）。

ＧＭ：まあ、フェイト使うようなところでもないか。

クロヴィス：シェフィル───っ、やれ！　オレのことは気にするなあ！（笑）

シェフィル：（凛りんとした声で）……クロちゃん、任せてっ！　２Ｄ振って６以上で成功……！

（ダイスを振る）




　出目、３と２───達成値11。




ＧＭ：失敗。

シェフィル：なんでよっ!?（一同大爆笑）

イリス：うわあぁっ、マジか───っ!?（爆笑）

クロヴィス：ちょ、シェ……フぃ……ぶ───っ！（←噴ふき出だした）

カナデ：（←さらに呼吸困難）

ＧＭ：なにやってんだよっ!?　シェフィルが弓を撃うつと、男はぐりっと位置を入いれ替かえ、放たれたシェフィルの矢に対して、クロヴィスの身体を盾たてにする。

クロヴィス：どすっ（一同爆笑）。シェフィルの矢に吹ふき飛とばされて壁かべに縫ぬい付つけられる。

イリス：それ、完全に死んでますよねっ!?（笑）

ＧＭ：え、えーと……その……男は、クロヴィスを見てほくそ笑んだ。「（ニヒルな口調で）……すまんな、私わたしには大たい義ぎというものがある」

イリス：敵てきが主役じゃないですかっ!?（大爆笑）

シェフィル：すぐに駆かけつけます！（焦あせったように）逃にがしたかっ……！

カナデ：逃がしたのっ!?　それはちょっとまずいでぶばっ！（←噴き出した）

ＧＭ：じ、じゃあ、男はその場より走り去る。

イリス：こ、これはひどい……！（笑）

ＧＭ：ああ……っ!?　ま、待って待って！　情報情報っ!?




　もちろん、ここで情報を取とり逃にがすとか……シナリオでは想定外である。




シェフィル：とりあえず、クロちゃんを助け起こす！

クロヴィス：胸むねを貫つらぬかれた上に、壁に縫ぬい付つけられて生きてるもクソもねぇ気がするけどな！（笑）　まあ、しばらくしたら、ぐぐぐっ、と動き出す。なかなかやるな、あいつ。オレの糸とシェフィルの矢をしのぎやがった……っ！




　ＧＭ的にはしのぎたかったわけではない。




ＧＭ：え、えーと……。

シェフィル：もしかして、ここは成功する前ぜん提ていでした？（笑）

カナデ：シェフィル！　フェ、フェイト使って判定をし直して……！（笑）

クロヴィス：いや、待て。まだイリスが残ってる。こっちの判定を頼たのもう。

シェフィル：そ、そうか！（凛とした声で）さっきの男が逃にげた方向……あっちにはイリスがいる……！

イリス：こっちに回ってくるんですかっ!?

ＧＭ：……えっと、じゃあイリスも「ゾハール教団の動き」について調べる？

イリス：はい、「ゾハール教団の動き」の情報収集判定をします！　シェフィルとクロヴィスを倒した男を、このまま逃にがすわけにもいきませんからね。

ＧＭ：（た、ただの演出なんだが……）

クロヴィス：それじゃ男が逃げていった方向を見てオレは余裕たっぷりに、にやっと笑って言うぜ。……馬鹿め、これは計画通りだ。

ＧＭ：まだかっこつけるのかっ!?　では、シェフィルとクロヴィスを撃げき退たいした男は……。

シェフィル：撃退されてないよ！（笑）

クロヴィス：ああ、これはオレたちの策さくだ！（笑）

ＧＭ：わ、わかった、わかった。シェフィルとクロヴィスの思おも惑わくどおり、男は走り去っていく。その先には───。

クロヴィス：へっ、あいつも馬鹿だな。オレたちに捕つかまっていたなら、まだ楽に死ねたものを……（一同爆笑）。

イリス：ちょっと待ってください!?　それだと、僕が彼を惨殺しなくちゃいけないじゃないですか!?

ＧＭ：で、では視し点てんを変えて……どこぞの建物の屋根の上。教団の男が、クロヴィスを助け起こすシェフィルを眼がん下かに見ている。「……すまないな。我わが大義のため、ここで捕つかまるわけにはいかんのだ」　そう言ってほくそ笑み……。

シェフィル：なんかかっこいいよっ!?

ＧＭ：そんな時だ。ふいに、〝聖せい都と〟を柔やわらかく包つつみ込こんでいた月の光が、ふいに翳かげった。「……ありがたい。これで見つからずに、この街より脱だつ出しゆつでき───」と、言いかけて、気づいた。月に雲がかかったわけでは、なかった。

一同：お？

ＧＭ：男が見上げれば、月を背にして仁に王おう立つ男のシルエットがひとつ。
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イリス：僕ですね！　翼つばさを広げ、槍やりを構かまえます。（シリアスに落ち着いた声で）……シェフィルを傷きず付つけたあなたを、逃がすわけにはいきません───。

クロヴィス：いや、殺されかけたのはオレ……まあ、いいや。

イリス：僕は槍を突つき出だし、男に向かって急きゆう降こう下か……！

ＧＭ：かっこいい演出は、判定に成功してからの方がいいぞ？（笑）

シェフィル：……イリス！　フェイトを使ってもいいよっ！（一同爆笑）

イリス：ここで!?　必要ないでしょーっ!?（笑）

ＧＭ：必要なくないよっ!?（笑）

カナデ：今後を左右するすごく重要な判定ですよ？（笑）

イリス：え───っ!?　キミたちはフェイトを使わなかったのに、僕には使わせようとしてるのか……っ!?（一同大爆笑）

クロヴィス：す、すいません、イリスさん！（笑）

シェフィル：失敗するって思ってなくて……（笑）。

イリス：も───っ！（笑）でも、これは【感知】だからちょっと苦手なんですよね……。

ＧＭ：あ、もう難易度13の【精神】判定でもいいよ……っ!?（笑）




　成功してもらいたくて必死なのは秘ひ密みつである。




イリス：それならダイス目で６を出せばいいので、大だい丈じよう夫ぶですね！

シェフィル：そうだよ、イリス！　得意の平へい均きん値ちを出せばいいんだよ！

イリス：そ、そうですね。ミスター平均値としては、ここは６か７を出したいと思います！

ＧＭ：では、敵は急降下してくるイリスに気づき、剣を引ひき抜ぬこうとするが……その反はん応のうが遅おくれた！　さあ、判定をどうぞ！

シェフィル：イリスが一番かっこいいところを……！

カナデ：輝かがやく時です、イリスさん！（笑）

イリス：いきますよ！　間に合ってみせる……！　せぇのっ……！（ダイスを振る）




　出目、１と１───ファンブル。




一同：えぇええええええぇえ──────っ!?

イリス：やっちゃった───っ!?

一同：やめて────ぇっ!?（大爆笑）

イリス：ちょっとおぉ───っ!?　なにこれ、なにこれぇ───っ!?（一同爆笑）

クロヴィス：「ちっ、右の剣は間に合わん！　ならば！」と、左手で懐から小太刀のような刀を抜ぬき去さってイリスの翼つばさを一閃！（一同爆笑）

イリス：うわあぁ───っ!?　僕の片翼がぁっ……!?　無様に墜つい落らくします。

ＧＭ：待って待って──────っっ!?

カナデ：これはフェイトを使って振り直すしかないんじゃないですかね……（笑）。

ＧＭ：そ、そうだ！　情報は大事！　大事なんです！

クロヴィス：ちなみに、ここで判定に成功するといい情報はもらえるのか？

ＧＭ：もらえる！　通つう常じようの情報に加えて、キミら有利になるサムシングが……！




　実は今だから明かすがこの時、有利になるサムシングなんぞ用意していなかった。

　最さい低てい限げんの情報だけ確かく保ほしてもらおうと口がすべったのである。




シェフィル：うん、なら振り直した方がいいんじゃないかな……（笑）。

クロヴィス：すまん、フェイトを使ってくれ……（笑）。

イリス：では、フェイトを使って振り直します！

ＧＭ：……なんか、全員が心の奥おく底そこで失敗を望んでいる気が……（笑）。

イリス：さすがにもう出ないですよ！（笑）　よし……いきます！（ダイスを振る）出目７！　達成値14で成功!!

クロヴィス：ちぇっ、おめでとうございまーす（笑）。

イリス：なんですかその反応はっ!?（笑）　ともかく、屋根に墜落したところで素す早ばやく受け身を取って、男を槍で突つきます！

ＧＭ：予想外の一いち撃げきに男は避よけることもかなわず、胸を貫かれる。「ほう、見事だ。キミもさっきのふたりの仲間かね？」

イリス：余裕綽々っ!?（笑）

ＧＭ：「まずはほめておこう。キミたちを、ここで殺すのは忍しのびない」

イリス：……慈じ悲ひ深ぶかい言葉をありがとう。

クロヴィス：ささ、判定に成功したんだから情報をお出しなさい？

ＧＭ：うむ。彼は懐から一いち枚まいの紙を取り出し、ぴっとイリスに放り投げる。「……三日後、キミたちが行動拠きよ点てんとしている宿に、情報を持ったエージェントがやってくる」

イリス：……なぜ、そんな話をわざわざしてくれる。

ＧＭ：判定に成功したからだよっ!?（一同爆笑）

シェフィル：なんか理由つけて理由っ！（笑）

ＧＭ：あー…………「フッ、敵は手強い方が面白い。我われ々われの計画ののど元までやってくるがいい。そこでもう一度、刃やいばを交えたいものだ」

カナデ：またてきとーなことを……（笑）。

クロヴィス：で？　有利になるサムシングとは？

ＧＭ：え？

シェフィル：出るんでしょ？

ＧＭ：あ、あー……出るよ。実は───……。

クロヴィス：もったいぶるなよっ！（笑）




　もったいぶってるのではない。考えているのである。




ＧＭ：コホン。「では、もうひとつ教えよう。キミたちはすでに教団員にマークされている。情報を持ったエージェントと接せつ触しよくすればその夜、宿で奇き襲しゆうされることとなる」

カナデ：ほう……。

イリス：情報はそのくらいですかね。最後にひとつだけ聞きたい。……あなたの名は？

ＧＭ：「私の名は───」って、名前なんて決まってるわけないだろうっ!?（一同爆笑）なんかかっこいい名前ないかね。

シェフィル：（少し考えて）……デュランダル、とかどう？

ＧＭ：おお、魔剣の名前か。いいね、それでいこう（笑）。

クロヴィス：すると、こいつの声は池田秀しゆう一いちさんだな（ぽそっ）。




　それはデュランダルちがいである（わかる人だけわかればいい）。




イリス：その名前……絶ぜつ対たいに、忘わすれないぞ！

ＧＭ：（池田さんの声風味に）「……では、また戦場で」

シェフィル：ぶっ……ちょっと似にてる……（笑）。

イリス：……僕の名は、イリスだ。覚えておけ……！

ＧＭ：「イリス君か。覚えておこう」　そう言って、デュランダルはその場からかき消えた……こんなところでシーンを切ろう。

カナデ：いろいろ大だい惨さん事じだった……（笑）。







◆Middle03◆冒ぼう険けん者しや




　それは、幼おさなき日のシェフィルたちが最初の冒ぼう険けんから帰き還かんした日のこと───。

　ロイドは笑みを浮うかべながら、子供たちの頭をなでた。

　その時の、彼の優やさしい……そしてどこか無邪気な笑顔を、カナデは今でも覚えていた。




ＧＭ：えー……次はカナデのシーンだ。時間軸じく的には、他の三人がデュランダルと死し闘とうを繰くり広ひろげていた頃ころかな。

クロヴィス：死闘といっても情報収集判定してただけなんだが……（一同爆笑）。

カナデ：で、どんなシーンですか？

ＧＭ：ここはちょっと回想シーンが入る。カナデが幼おさなかった頃……具体的には第一巻かんのオープニングで、伝説の熊くまを倒して凱がい旋せんしたあとだな。

カナデ：指定の宿でみんなの帰りを待ってるうちに眠ねむりこけて、夢ゆめを見てる感じかな。

ＧＭ：だね。夢は、幼き日々の忘わすれられない風景。子供たちだけで冒険へと赴おもむき、そして帰ってきたキミたちを待っていたのは、ロイドだ。「よぉくやった、お前らっ!!」　ブリギット村の神殿前で、彼は笑いながらぐりぐりとカナデやシェフィルの頭をなでた。

カナデ：い、いたい、いたいです～！

ＧＭ：あ。夢のシーンだから、他の人も適てき当とうに登場して演出してもいいからね。

シェフィル：はーい！

クロヴィス：じゃあ、なでられてるカナデの隣となりで興こう奮ふんしたように言おう。……《げんかいとっぱ》《げんかいとっぱ》ぁ～っ！（笑）

シェフィル：わたしもクロちゃんと同じように騒さわいでる！　（幼おさなく、元気いっぱいの声で）《げんかいとっぱ》すごかったよぉ～っ！

ＧＭ：そこかい。

イリス：僕は三人から一歩引いたところで笑ってますよ。

ＧＭ：「そうかそうか、すごかったかあ！　始めは、もう帰ってこねぇんじゃねーかと思ってたけどよ」

シェフィル：だいじょーぶだよぉ！　わたしたち、つよいもんねっ！

クロヴィス：おう！　〝えーでるわいす〟はサイキョーなんだぜ！

シェフィル：さいきょ───っ！

クロヴィス：オレたち、ちゃんとクマ倒して、ミラたすけたんだからよぉ！

ＧＭ：ロイドは苦笑を浮かべ、どこかまぶしいものを見るかのように目を細めてキミたちを見る。「そっかぁ……お前らは立りつ派ぱな冒険者になるぜ。俺が保ほ証しようするよ」

カナデ：ロイドさん、昔は冒険者をしてたんですよね？　いろいろくわしいです？

ＧＭ：「おう、くわしいくわしい。なんでも聞いてくれ状じよう態たい？」

カナデ：さいしょに《げんかいとっぱ》を取るのは、正しいこと？

ＧＭ：「ははは、冒険者ってのは自分を信じ、目的をもって戦うんだ。だから……」

カナデ：ロイドさんはなにを信じてるんですか？

ＧＭ：「………………そ、《蘇そ生せい》」（一同爆笑）

カナデ：そういうことを聞きたいんじゃないんです～！（笑）

ＧＭ：冗談です。「信じているものか…………信じているものとはちょっとちがうんだけどな、俺には人生の目的ってもんがあるんだよ」

カナデ：ロイドさんももくてき、あるのですか？

ＧＭ：「はは、お前たちはまだちっちゃいから、わかんねぇよ」

カナデ：またそーやってこどもあつかいする～！

クロヴィス：オレたちをばかにすんなよ～！

ＧＭ：「ま、そのうち教えるよ。……お前たちも、誰かを守るための冒険者になれ。目的を持って旅をしろ。そしていつか一人前になったら、俺の目的を果たすのに協力してくれ」

一同：はーい！

ＧＭ：「よし、いい返事だ！　さぁてと！　もうそろそろ寝ねるわ。お前たちも、今日は早く寝ねろよ」　そう言いながら、イリスの方をちらりと見る。

イリス：え？

ＧＭ：「……さっきから気になっていたんだが、お前は？」

カナデ：どうくつで会った、えっと……イリスさん、ですよ。

ＧＭ：「洞どう窟くつで会った……イリス？」

イリス：初めまして。イリス、と申します。

カナデ：くまたいじ、てつだってくれたんですよ～。

シェフィル：（超ちよう無む邪じや気きに）あんまりやくにたたなかったけどな！

イリス：あの、防ぼう御ぎよも立派な役やく割わりということをわかっていただけると……。

シェフィル：子供なので攻こう撃げきしかわかりません！（笑）

ＧＭ：「……なるほど、ねえ。ガキどものギルドの新入りか。……ま、今度はがんばれ」ロイドはイリスの肩かたをぽんとたたいた。

クロヴィス：「今度は」？　熊との戦いでは活かつ躍やくできなかったから、「次の戦せん闘とうではがんばれよ」って意味……だよな？

カナデ：まあ、現げん状じようではそうとしか……（笑）。

イリス：（にこっと笑う）ともかく、るーきーとしてがんばりたいと思います。と、ロイドさんに挨あい拶さつしておきましょう。

ＧＭ：「ああ、よろしくな」と彼が返事したところでこのシーンは終しゆう了りようしよう。







◆Middle04◆攻こう守しゆ逆ぎやく転てん




　情報収集を終えたシェフィルたちは、再ふたたび神殿に集まり、結果を報ほう告こくし合っていた。

　シェフィルたちから話を聞いたカナデは、すてきなアイデアを思いついた。




ＧＭ：さて、次のシーンは、情報収集を終えたキミたちが宿の一室に集まり、得た情報を交こう換かんする場面で───。

カナデ：では、かくかくしかじか……情報交換終了！　って、あの。みんなボロボロになっていますが、いったいなにがあったのでしょう……？（笑）

シェフィル：じょ、情報収集しただけ……（笑）。

クロヴィス：とりあえず、三日後に情報を持ったエージェントがやってくるとの情報を得たわけだが……特にそれまで、することないかな？

カナデ：………………待って。さっき、敵の襲しゆう撃げきもあるって言いましたよね？

ＧＭ：え？

カナデ：え？　言いましたよね？

ＧＭ：（……そういえば、言ったな）あ、ああ。まあ、襲撃を避さけて別の宿を取るとかすればいいので、そのイベントをカットす……。

カナデ：襲撃までの三日間で神殿に話をつけて、宿屋の人間すべてを神殿関係者と入いれ替かえましょう。

ＧＭ：は？

クロヴィス：それはいいな……！（笑）

カナデ：もちろん、宿しゆく泊はく客きやくも全員神殿の騎士とか、そういう人たちに頼たのみましょう。

シェフィル：はいは～い！（挙手）　わたし、宿屋の女将おかみさんやる！　あ、でもウェイトレスさんの方がいいかな？　宿屋に酒場とかもあるよね？

イリス：それじゃあ、僕は厨ちゆう房ぼうでコックをしましょう。

ＧＭ：待まち伏ぶせ……するの？

カナデ：そういうことになりますね。

ＧＭ：え……ち、ちょっと待って……（シナリオにメモを書かき込こみ始める）……待てよ、このシーンとここを入れ替えて……（一同爆笑）。

シェフィル：きくたけさんが困こまってる！（笑）

カナデ：あらあら。すみませんね、いろいろと……（笑）。

ＧＭ：もうっ！　よけいなこと言うなよっ!!（←八つ当たり）

カナデ：えぇ～っ!?　三日もあったら、待ち伏せの準じゆん備びができるじゃないですか～！（笑）

ＧＭ：うぐ……そ、そのとおりだ……が……一いつ旦たん、このシーンは終了する……（笑）。







◆Middle05◆夢ゆめの続き




　夢を見ていた───それは、どこまでも続く夕刻の氷原だった。

　西の空より斜めに差し込む陽の光は、無限の白き大地をオレンジ色……いや、朱色すら通り越してどこか血にも近い〝赤〟に染め上げていた。

　まるで、そこに立つ者たちの未来を暗示するかのようで───。




ＧＭ：ええと、シーンを入いれ替かえて……次はシェフィルの夢のシーンとする。

シェフィル：わたしの夢？

ＧＭ：そう。待まち伏ぶせ準じゆん備び中の夜に見る夢だな。シェフィルの夢とは言ったが、正しくはシェフィルとイリス、ふたりが同時に見る夢だと思ってくれ。

クロヴィス：おお、同じ夢を共有か。いいね、熱いねぇ。オレは見てないけど！（笑）

イリス：もしかして、僕ぼくがオープニングフェイズで見た夢の続きでしょうか？

ＧＭ：そうだ。男が娘むすめを助けてくれと詰つめ寄より、イリスと黒の〝巫女みこ〟がゾハールに頼たのみ込こんだ直後から夢が始まる。そう、これはシェフィルの刻こく印いんに刻きざまれた記き憶おくが見せる夢。

シェフィル：じゃあ、わたしは黒の〝巫女〟の視し点てんで登場する。

ＧＭ：うん。で、ゾハールはしばらく考えたあと、「よかろう。その娘の命を助けよう」と言う。で、ふたり……イリスと黒の巫女を見て言う。「黒の巫女よ、おまえの生命の半分をその娘に分わけ与あたえよ───」

イリス：そういう話になるのっ!?

シェフィル：（優やさしげな声で）「───だが断ことわる」（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：あ、ごめんまちがえた（笑）。生命とは言わねえわ。「おまえの持つ、人の身にはあまりに大きなその力の半分を、娘に分わけ与あたえるがよい」

イリス：す、すみません、巫女様。僕がよけいなことをしたばっかりに、あなたの力の半分をあの子にあげることになってしまって……（笑）。

シェフィル：あたし自身なら「やだー」って言ってもいいところなんだけど……〝黒の巫女〟はどう思ってるんでしょう？

ＧＭ：おお、いいとこに気づいた。これは黒の薔薇ばらの〝刻印〟に刻まれた過か去この記憶。シェフィルの意思とは無関係に───。

カナデ：シェフィルは「だが断る」と言おうとしたけど、巫女は「わかりました」と言葉にしてしまうと（笑）。

シェフィル：それじゃあ……。（優しげな声で）「ゾハール様が、そうおっしゃるなら……喜んで。わたしの力を使ってあげてください」

イリス：ゾハール様、それは……と戸と惑まどうように言います。

ＧＭ：「力を分わけ与あたえたからといって、お前は死ぬわけではない。単に巫女の力を使い、娘の命を、支ささえてやるだけのことだ」

イリス：僕の力では、駄だ目めなのでしょうか？

ＧＭ：「駄目」

イリス：そ、即そく答とうだった……っ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：（台詞せりふを遮さえぎって）すると、巫女がすっと前に出てくる。

シェフィル：（しとやかな声で）「イリス……あなたの気持ち、大変うれしく思います。しかし、わたしのこの力でその子を救えるのなら───」

クロヴィス：声と芝しば居いの説得力がすごい（笑）

ＧＭ：いい感じだ。なんで、そのまっすぐなヒロイン気質かたぎがシェフィルには出ないのか。

クロヴィス：よかれと思って口くち添ぞえしただけなのに、なんで自分の主が、損そんを被こうむることになっちまうんだって感じで、イリスは受け入れられないんだろう。

イリス：そうですそうです。……巫女様、それはいくらなんでも……！　巫女様はそのお力の半分を、永えい遠えんに失うことになるかもしれません！

シェフィル：（うれしそうに）「それでも……ゾハール様が、この中からわたしを選んでくださったのです」

クロヴィス：お、それはかっこいい。

イリス：ああ、巫女様……僕がよけいなことを言ったがために……！

シェフィル：（うれしそうに）「ちがいますよ、イリス。わたしはゾハール様に申しつけられ、自らもそれを受け入れたのです。あなたのせいではありません」

イリス：ぐさり。そこまで言われたら……しぶしぶ言います。わかりました。巫女様がそこまでおっしゃるのならば───。

ＧＭ：すると、ゾハールは満足げにうなずき、言う。「では、その病の子へ手を当てよ」

シェフィル：「……仰おおせの通りに」

ＧＭ：彼かの女じよが手を当てると、巫女の〝刻印〟が淡あわく光を放つ。すると、少女の青白かった顔が、だんだんと赤みを取とり戻もどしていく。

クロヴィス：で、抱かかえていた男が、「お、おお……奇き跡せきだ……！」って感動するわけだ。

ＧＭ：そんな感じだね。そして、彼かれの抱いていた少女は、ゆっくりと目を開いて、「お父様……？」と言葉を発する。

シェフィル：ちなみに、どれぐらいの子なんですか？

ＧＭ：五～六歳さいぐらいだね。娘の顔色がよくなると、ゾハールは男に向かって宣せん告こくする。「人間の男よ、契けい約やくは果たせ。お前は、我われの作りし騎き士したちと同じく、我わが僕となる───」

クロヴィス：（男になって）「この子が助かるなら、どんな命令でも従したがうさ、神しん竜りゆうよ」

ＧＭ：おお、そんな感じ。そして男は、巫女に向き直り……「あなたの力が我が娘の生命を支えてくださる。このご恩おんは、一生忘わすれない」

シェフィル：「……いえ、当然のことをしたまでですよ」

ＧＭ：では、そんな彼女の言葉が、シェフィルの夢の世界に反はん響きようし……キミの意い識しきが覚かく醒せいしていく───。

シェフィル：むくり（←起きたらしい）。今の夢は……なに？　んー、ちょっと夢の話についてイリスと話したいな。

ＧＭ：では、シェフィルが夢の話をイリスにしたところでシーンを一回、閉とじようか。ふたりが同じ夢を見た、ということが共有できればこのシーンはＯＫかな。

イリス：わかりました。じゃあ、そこにたまたま僕がやってきます。コンコン……シェフィル、目は覚めましたか？　と、部屋に入る。

シェフィル：イリス……変な夢を見た。

イリス：夢？

シェフィル：うん。なんか巫女がたくさんいてね、大きな銀の竜に仕えてて……と、見たことを憶おぼえてる範はん囲いで説明しますよ。

イリス：じゃあ、それを聞いて……優やさしく応こたえます。




「シェフィル、それは……本当に、あった話なんですよ」







◆Middle06◆待ち伏せ




　ディアスロンドの中にある、ごくふつうの酒場兼けん宿屋。

　外見も取り立てて変わったところのないその宿屋に、一組の団だん体たい客きやくがやって来た。

　そこが自分たちにとっての死地だと、気がつかないままに。




ＧＭ：では、時間が飛んで三日後。ゾハール教きよう団だんの襲しゆう撃げきが予定されている日になった！

カナデ：ふふふ……それでは宿屋にいる人はすべて、神しん殿でんの関係者にすり替かわりました。

ＧＭ：り、了りよう解かい。舞ぶ台たいとなる宿屋は、その日だけなにかがちがった。いつもカウンターに座すわっている女将おかみさんはおらず、厨ちゆう房ぼうで調理器具を操あやつる旦だん那なさんもいない。もちろん、看かん板ばん娘むすめのウェイトレスの姿すがたもなく……常じよう連れん客きやくの見知らぬ、神殿関係者にすり替かわっている。

カナデ：全員ですよ、全員（笑）。

クロヴィス：ふんふふーん♪（笑）

ＧＭ：なお、宿屋は一階が酒場で、二階以上が宿屋になっているタイプ。キミたちがその宿屋で待機していると、夕ゆう方がた頃ごろに六人の観光客らしき一いち団だんがやってきて……。

クロヴィス：ほほう、六人。絶ぜつ妙みような数だ。

カナデ：ウェイトレスの格かつ好こうで出向きますよ。いらっしゃいませ～♪

ＧＭ：一団の長らしい、笑顔を湛たたえた優やさしそうなおじさんが言う。「ひさしぶりの同どう窓そう会かいでね、ついでにディアスロンドの観光もしようかと思って。宿は空いていないかね？」

カナデ：ご予約はございますか～？（←なんか笑顔）

ＧＭ：「実はねえ、予約を取っていなくてねぇ」

カナデ：それでは、今確かく認にんしてまいります～（笑）（←なんか笑顔）。

ＧＭ：「よろしく頼たのむよ」

クロヴィス：ちなみにオレはふつうの旅行者を装よそおって、入口近くの席にいるよ。

イリス：僕は宣せん言げんしていたとおり、厨房でコックをやっていますね。

カナデ：じゃあ、いったん厨房に下がってイリスさんに「あやしい連中が来た」と報ほう告こくします。

イリス：了解です。他の人にも伝えておきますね。

カナデ：報告が終わったら、にこにこして出て行きますよ。……お待たせしました～。お部屋はまだ空いております。

ＧＭ：「お、空いているのか？」「意外だったな……」「だが、よけいなことをせずにすんだな」「そうだな」と、ぼそぼそしゃべっている（笑）。

カナデ：うん？（笑）

シェフィル：露ろ骨こつにあやしい！（笑）

ＧＭ：「それじゃあ、六人だ。部屋を頼むよ」

カナデ：は～い、かしこまりました～。

クロヴィス：おーい、姉ちゃん！　注文頼むわ───っ！

シェフィル：は～い♪　って、カナちゃんと同じウェイトレス姿で出てくるね。クロちゃん、入口から離はなれないで。カナちゃんは、今のお客さんについて、様子を探る。わたしは、非ひ常じよう口ぐちもマーク。逃にがしません。イリス、勝手口のマークはお願い。武ぶ器きは、見えない場所に隠かくして、いつでも取り出せるようにしておきます。

ＧＭ：なんて訓練された宿屋の店員だ（一同爆笑）。……まあ、ＰＣが全員登場したところで難なん易い度ど10の【感知】判はん定ていをしてくれ。

クロヴィス：ここでまたファンブルが出るんだな……（笑）。

イリス：ははは、さすがにもう出ませんよ！　とりゃ！（ダイスを振ふる）




　この判定は、イリス以外の全員が成功した。




イリス：僕だけ失敗!?　料理に必死すぎて気づかなかった……！（笑）　焼きそばを鉄板で炒いためている時に香かおり付けにワインをばしゃっとかけたら、ぼうっと火が上がって、「うわああぁ～っ!?」と慌あわてて、気がつきませんでした。

カナデ：フランベですか（笑）。

クロヴィス：焼きそばにフランベっているのか……？（笑）

ＧＭ：では、ちょうどそこに令の六人がやってくる。「……おお、いい香りじゃないですか」とか「いやあ、部屋が空いていてラッキーでしたねぇ」とか言いながら。そして、判定に成功した三人は、気がつく。

クロヴィス：ほう、なにを？

ＧＭ：一行はのほほんとしているんだが、彼らの視し線せんは妙みように鋭するどい。どうやら逃とう走そう経けい路ろを確認しているかのようだ。───見るからに素人しろうとではない（一同爆笑）。

クロヴィス：ふうむ……それじゃあ酔よったふりをして話しかけるぜ。……そこの旅の人ぉ、ここの街は初めてか～い？　この店に来たら裏うらメニューを頼たのまなきゃ損だぜ？　いつもは常じよう連れんにしか出さねえもんだが、俺おれが頼たのんでやるからさ。なあ、姉ちゃん、いいだろ？

カナデ：あらあら、仕方ないですねえ～。

ＧＭ：「では、それをごちそうになろうかねぇ」

クロヴィス：おう、うまいぜぇ？

ＧＭ：「じゃあ、それを六人前頼たのもうか」

シェフィル：はーい、ディアスロンド風鳥の煮に込こみ六人前ですね～。

イリス：ディアスロンド風鳥の煮込み六人前、了解！

クロヴィス：わかってるな、イリス？　あまりにうますぎて、眠くなっちまうような特とく殊しゆな調味料入りだぜ……？

イリス：ははは、言われなくてもわかっていますよ。

シェフィル：面白い……（笑）。

クロヴィス：……やべぇ、これすっごく楽しい！　ふつうと逆ぎやくな感じがしていい！（笑）

ＧＭ：……………………（笑）。では、ややあって厨房より、イリスが腕うでによりをかけて作った料理の数々が出てくる。六人はみんな、口々にその料理を褒ほめ称たたえているな。見た目からして、あまりにそれはおいしそうで───。

イリス：厨房から出て、話しかけます。ささ、お客人。どうせ、お召めし上あがりください。

ＧＭ：「これはシェフ自ら、ご丁てい寧ねいに───」

クロヴィス：さ、熱いうちに早くだ。

ＧＭ：リーダー格かくとおぼしき男が、クロの言葉に笑顔で頷うなずき……六人が、一いつ斉せいにその言葉を口にした。




「───いただきます」




　当然、それが、彼らが安らかな眠ねむりにつく直前の最後の言葉となった。







◆Middle07◆尋じん問もん




　窓まどに鉄てつ格ごう子しのはまった部屋に、椅い子すに縛しばり付つけられ、意識を失った男が六人いた。

　彼らの様子を確認しつつ、シェフィルたちはある準備を進める。

　準備を進めている物を見れば、この後に行なわれる恐おそろしい行こう為いは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　そして……男たちの目とともに、彼らにとって恐きよう怖ふの一夜の幕まくが開いた。




ＧＭ：では、次のシーン。ゾハール教団の襲しゆう撃げき者しやたちは、キミたちの罠わなにかかり、深い眠りに落ちたわけだが……。

イリス：部屋に連れて行って、椅子に縛しばっておかないといけないですね。

クロヴィス：じゃあ、全員縛って、起こしてから「お客様、いかがでしたか？」ってみんなで言うのがいいんじゃないかな（笑）。

シェフィル：いいね───っ！

ＧＭ：キミたちは鉄格子のはまった部屋に六人を運び入れ、椅子に縛しばり付つけた。しばらくすると、睡すい眠みん薬やくも切れ、六人は目を覚ます。

カナデ：は～い、ゾハール教団のご一行様、お目覚めで～す♪

ＧＭ：「なっ、なんのことですか!?」「失礼だなキミたちは!?」「ここはいったいどこだね!?」と混こん乱らんしているように口々に叫さけぶ男たち。

シェフィル：ここは……拷ごう問もん部屋？（一同爆笑）

イリス：宿屋にそんな部屋はありません！（笑）

クロヴィス：落ち着けよ、兄さん方。ディアスロンド風鳥の煮込み、うまかったろ？

ＧＭ：「あ、ああ……って、この縄なわ、なんだよこれは!?」「客に向かってこれはねぇだろ!?」

クロヴィス：ああ、そうだなぁ。お客様に向かってそれはねぇよなぁ。でも悪いなぁ。オレたちよぉ、この店の人間じゃねぇからよぉ？

ＧＭ：「……どゆこと？」「えっ、どういうこと？」「ともかく、この縄ほどいてくれよ！」

クロヴィス：腕うでまくりさせようぜ。腕うで輪わつけているだろうしな！

シェフィル：あ、そうだね。腕を掴つかんで腕輪がないか見てみるよ！

ＧＭ：うむ、全員が律りち儀ぎにゾハール教団の腕輪をしている。「おまえら、神殿の連中か！」

クロヴィス：おっと！　残念ながら、オレたちは神殿の人間じゃねぇぜ。

ＧＭ：「じ、じゃあ、なんなんだよ？」

シェフィル：〝エーデルワイス〟……！（笑）

カナデ：（ぽそっと）い、いや、冒ぼう険けん者しやも神殿の一員なんですけどね……（笑）。

ＧＭ：ギルド名を聞くと、男たちの顔色が変わる。「ちょっと待て!?　〝エーデルワイス〟って、あの……」「オレたちの仲間を次々と惨ざん殺さつして回ってるっていう、極悪ギルドか!?」（一同爆笑）

カナデ：極悪ギルド……（笑）。

イリス：マンハントしましたし、言いい訳わけできませんね……（笑）。

クロヴィス：あっはっはっは！　おいシェフィル！　こいつぁいいぜ！　名前が売れてるよ、サイコーだぜぇ！

シェフィル：ばれちゃぁしょうがないなあ？

イリス：シェフィル、クロヴィス、キャラが変わってますよっ!?（笑）

シェフィル：あ、そっか。（かわいらしく、無む邪じや気きに）わたしたち、有名になったんだね！　クロちゃんっ♪

クロヴィス：おうよ、そいつは最高だぜぇ───っ！（笑）

カナデ：（ぽそっと）……どちらかと言うと、悪名ですけどね……（笑）。

クロヴィス：でもよぉ、しょうがねーんだよぉ。友達助けるためだからさぁ？　オレたち馬ば鹿かだからよぉ、こういうことしか思いつかねぇんだわー。

シェフィル：だから、知ってること全部話してくれないかなっ？

イリス：その方が楽ですよ？

カナデ：特に……みなさんが襲おそおうとしていた人に関して、お聞きしたいんですけど。

ＧＭ：あのー、ここで情じよう報ほう吐はかせると……シーンが二個こぐらい飛ぶんだけど……（笑）。

カナデ：ＧＭが三日間って言うから（笑）。

クロヴィス：前回といい、今回といい……シナリオがぐちゃぐちゃですね、菊きく池ちさん。

ＧＭ：お前らのせいだろうがっ!?（一同大爆笑）

クロヴィス：しょうがないよねー、デュランダルさんのおかげでわかっちゃったからなー。

シェフィル：あのね、時間がないの。知ってることはすべて話してくれないかな？

クロヴィス：さて……早く話してくれれば、それだけ苦く痛つうは少ないぜ？

ＧＭ：「わかった。観念するよ……」

カナデ：教えてくれるんですね？

ＧＭ：「なにされるかわからねぇしな……」（笑）

クロヴィス：くくく、いい心がけだ。

ＧＭ：「我われ々われは、教団の情報を握にぎったってエージェントが、この宿に泊とまるって聞いてよ。その女をとっ捕つかまえて、情報を止めようと思ったんだ」

シェフィル：そのエージェント、女じよ性せいなんだね。

ＧＭ：男のひとりが遠くを見ながら言う。「女を捕とらえたあと、そいつを囮おとりにして、教団の仲間を次々と惨殺している極悪ギルドを倒たおすことまで考えていたんだ」（一同爆笑）

シェフィル：わたしたちを倒す気だったんだ（笑）。

ＧＭ：「そうだ！　それがなんで俺たちが逆に待まち構かまえられてるんだ!?」（一同大爆笑）

シェフィル：でも、わたしたちに会えたのは計画どおりってことじゃん？　よかったね！

ＧＭ：「…………。ともかく俺が言えるのはそれくらいだ」

クロヴィス：待て。マビノギオンを運はこび込こんだ場所とか教えてくれよ。

ＧＭ：それを言うと、彼らはがっくりうなだれて、「くくく」と笑い出す。「いい気になってるのも今のうちだぞ、お前ら……！」

シェフィル：（ドスの効きいた声で）……あぁ～ん!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「ひいいっ!?　調子に乗って、すんまっせんしたあっ!!」（爆笑）

クロヴィス：ばっかお前！　シェフィルになんて口を……!?　こいつは一番おっかねぇ女なんだぞ!?

ＧＭ：「す、すいません……でも、それだけはしゃべれません！」（笑）

シェフィル：カナちゃん！

カナデ：はあい？

シェフィル：やっちまいな。

カナデ：え～？　やっちまいなって言われてもぉ……どれにしようかなあ……♪

ＧＭ：カナデの嬉うれしそうな様子に、彼らは不安そうな顔をする。「え、な、なに……？」

カナデ：教団員さん。手の指って五本あるの、知ってました？

ＧＭ：「……し、知ってる」

カナデ：（にこにこ）人間って、爪つめを剥はいだぐらいじゃ死なないんですよ。でもね、指の先って、神しん経けいが一番集中していて、一番痛いたいところなんですよ～？

ＧＭ：「…………」




　鬼おにか、お前は。




ＧＭ：なにをされるのか理解したのか、一斉に蒼あおい顔になる男たち。

カナデ：（にこにこと）何本まで耐たえられますか？

ＧＭ：（震ふるえる声で）「こ、こ、こ、こんなことで、お、俺たちが、すぐに、ね、音を上げると思うなよ？」

クロヴィス：おおー、そうかー、すげぇ根こん性じようだなあ、この状じよう況きよう下でよくそんなこと言えるなあ？　……オレはおもむろに、卓たくの上でペンチを持って針はりをあぶっている。

ＧＭ：「（ニヒルな口調で）……ふふふ、いいだろう、お前たちの言葉に免めんじて話してやろう」（一同爆笑）

イリス：弱っ!?（笑）

クロヴィス：それはよかった、これ以上やるとまずいことになるからな。リプレイ的に。

カナデ：これはあくまでもやるふりをして脅おどしているだけですからね（笑）。

ＧＭ：「ではよく聞け」

イリス：あれ？　まだ強気ですね？

ＧＭ：「よく聞け……ください」（一同大爆笑）

イリス：弱い……（笑）。

ＧＭ：「我々ゾハール教団は、真に世界を救きゆう済さいするために活動しております」

クロヴィス：ほうほう。

ＧＭ：「そのために、多少の犠ぎ牲せいはやむを得ないという……一いつ般ぱんの人からすれば、ちょっと曲がった考えを持っていると思われるかもしれません」

クロヴィス：そういうご託たくはいいから。で、なにが言いたいんだ？

ＧＭ：「その救済のために、我々はあるものを集めております」

カナデ：〝薔薇の武ぶ具ぐ〟ですよね。

ＧＭ：「……そのとおりです」

クロヴィス：カフヴァールを、パブリクも狙ねらってたしな。

ＧＭ：「実は……我々は、この世界に再ふたたびゾハール様を降こう臨りんさせようと画かく策さくしている組そ織しきでございまして。そのためには、〝薔薇の刻印〟や〝薔薇の武具〟が必要だったのです」

シェフィル：うんうん、なるほど。

一同：…………。

イリス：え？

クロヴィス：い、今……さらっととんでもないこと言わなかったか？　で？

ＧＭ：「で……実行部隊は現げん在ざいグランフェルデンで動いておりまして」

イリス：あ、『ヴァイス』の話ですね。

ＧＭ：「我々の計画では、白い〝刻印〟を持った〝巫女〟を利用し、そこにゾハール様を降臨させて……それを我々が操ることで、世界に平和をもたらすはずでした」

クロヴィス：おい、〝操あやつり〟って言ったぞ。

ＧＭ：「その陰かげでは、とある魔ま族ぞくが協力していたのだ」

カナデ：ということは、もう相手が魔族だとわかってて、協力してるわけね（笑）。

シェフィル：こんなにぺらぺらしゃべっていいの……？

ＧＭ：問題ない。このセッションがリプレイになる頃ころには、『ヴァイス』の最さい終しゆう巻かんは発売済ずみ、教団の計画は防ふせがれているはずだ（一同大爆笑）。

カナデ：あなた方の話はわかりました。で……マビノギオンはどこにあるんでしょうか？

クロヴィス：そろそろ、ひとりくらい死んでもいいかと思い始めてるから、さっさと情報を吐はく方がいいと思うぜ？

ＧＭ：「あーあー、マビノギオン！　マビノギオンね！」（一同爆笑）

イリス：急に口調が砕くだけたよ!?（笑）

ＧＭ：「ディアスロンドの北にあるエリン山脈の向こう……あ、懐ふところに地図が入ってます。そこに我々のアジトがありまして」

シェフィル：（ルールブックの地図を見て）あ、わりと近い。

カナデ：あっさり情報を吐はきましたね。これで、神殿に引ひき渡わたしちゃっていいです？

クロヴィス：まあ、待て。オレは男ひとりの縄を解といて、羊皮紙とペンを渡わたすぜ。……ほら、描いて。

ＧＭ：「……はい？」　なにを？

クロヴィス：アジトの見取り図。描いて。

ＧＭ：…………。

シェフィル：（かわいらしく、しかし威い圧あつ的てきに）アジトの話が嘘うそじゃないなら、描けるよねぇ～……？

クロヴィス：あとは、そのアジトを守ってる兵力とか装そう備びも書いて。

ＧＭ：…………………。




　実は、この尋問はまったくの予想外である。




シェフィル：またきくたけさんが困こまってる……（笑）。

ＧＭ：ちくしょう……（笑）。男のひとりが見取り図を書きながら説明するよ。「場所は山脈の向こう側……砂さ漠ばくにかかるぐらいの、人がぜんぜんいないような位置に砦とりでを構かまえて、ちょっとした支し部ぶを作っております。簡かん単たんに言いますと、城じよう壁へきのある砦でして、巨きよ大だいな弓を設せつ置ちしています」

カナデ：バリスタ、というやつですか？

ＧＭ：まあ、そんな感じだね。「それが、城壁の上に四基きほど設置されています。それと、城じよう内ないには騎き馬ば兵が六グループ」

シェフィル：騎馬兵!?

ＧＭ：「なぜ、このような配置かと言いますと、この砦の周囲は五〇メートル四方に渡わたって砂漠になっておりましてね、遮しや蔽へい物というものがないのです」

クロヴィス：隠かくれて近づくことができない、と。

ＧＭ：「そのとおり。ですから、近づく者に対しては遠くからバリスタで撃うち、相手が混乱したところを騎馬兵がとどめを刺さす、という戦法をとっております」

クロヴィス：そういえば、夜はどうしてるんだ？

ＧＭ：「バリスタを操そう作さする者は夜目がききます」（一同爆笑）

クロヴィス：エネミースキルの《暗あん視し》か！（笑）　てことは、昼だろうが夜だろうが関係ねぇな。むしろ、夜はかえってオレたちの方が不利だ。

カナデ：砦の内部はどうなってます？

ＧＭ：「い、いくつかの部屋で構こう成せいされていまして、マビノギオンは一番奥おくの部屋に安置されておりましてね───」

クロヴィス：ほうほう、それでそれで？

ＧＭ：「ちょ、ちょっと待て。情報は出そう。だが、こうなってしまった以上、秘ひ密みつを漏もらした我々も、もはや教団に戻もどることはできん。安全な場所に高飛び……させてくれるな」

カナデ：あら♪　自分たちの立場はおわかりなのかしら。

ＧＭ：「それを約束してもらえなければ、もう情報は出さん……！　絶ぜつ対たいだ！」

シェフィル：取り引きってことね。わかった、約束する。

ＧＭ：その言葉に、男は安あん堵どの表ひよう情じようを見せた。「……さあ、次の質しつ問もんをするがいい」




　……こうして。

　教団員は、持てる情報のすべて（＝シナリオで出す想定の内ない容よう以上のこと）を、あらいざらい吐はかされたのだった。

　そして、約束どおり彼らは、この世界でもっとも安全な場所へと保ほ護ごされた。

　───そう。

　ディアスロンドに駐ちゆう屯とんする騎き士し団だんの、牢ろう屋やという名の安全な場所に。







◆Middle08◆懐なつかしき友との再さい会かい




　それは、ひさしぶりの再会だった。

　情報を持つというエージェント───その姿を見た時、シェフィルの心にイタズラ心が沸わきあがった。




ＧＭ：さて、新しいシーンを始めようか……（笑）。えー、ゾハール教団の男たちを神殿へ引き渡わたしたあと、キミたちはエージェントを宿屋で待つんだね？

シェフィル：うん。酒場で待ってるよ。……あ、わたしたち、また変へん装そうしなくちゃいけないかな？

カナデ：まあ、ウェイトレスやってたいなら、別にいいと思いますけど……。

シェフィル：そうだ！　ウェイトレスの服、イラストにしてもらえないかな！　この格好、気に入っちゃった♪




　了解であります。




ＧＭ：えー……そろそろいいかな？　では、キミたちが待っていると、ふと窓の外に人ひと影かげが見えた。その人影は、周囲を警けい戒かいするような動きでじりじりじり……と近づき、音も立てずに……扉とびらを開く。かちゃっ。

一同：立ててるじゃんっ!!（笑）

ＧＭ：あ。え、えー……そのエージェント、隠おん密みつ行動に向いたスキルは持ってないんだ。彼女は、帽ぼう子しを目深にかぶって、カウンターへやってくる。「……宿はあるかい？」ちなみに、エージェントはシェフィルたちのことを認にん識しきできていない（笑）。

イリス：認識できてないんですか？

ＧＭ：ここにいるわけないと思ってるしね。ちなみに、その人物はフィルボルの少女で、片かた目めを眼がん帯たいで覆おおっており───。

一同：イリアだ！（笑）

カナデ：ま、まあ……ハンドアウトに名前はあがってましたしね（笑）。えー、宿の人っぽく対たい応おうしましょう。お部屋、空いてますよ～。

ＧＭ：「それじゃ、一ひと晩ばん頼むよ」　彼女は視線を合わせないよう、そう言った。あきらかに、周囲を警戒しているようだ。

カナデ：台帳にお名前をどうぞ～。

ＧＭ：───イリア。

一同：バレバレだ───っ!?（爆笑）

イリス：ぜんぜん隠密じゃね───っ!?（笑）

カナデ：えーと、イリアちゃん、せめてこういう時は、偽ぎ名めい使いましょうよ……（笑）。

シェフィル：せっかくだし、天さんがイリアやったらどう？

クロヴィス：じゃあ……やるわ（笑）。（イリアになって）「……はっ!?　名前がばれた！　どうしよう!?　逃にげるか!?」

シェフィル：ふふ……じゃあ、背はい後ごから近ちか寄よって（死ぬほどかわいい声で）「だ～れだっ♪」
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クロヴィス：「ひっ、ひいぃ───っ!?　な、なんだいアンタら!?　だ、誰だれだ!?」

シェフィル：久ひさしぶり～！　イリアちゃんっ♪

イリス：お元気でしたか？　イリアさん。

クロヴィス：「お？　……シェフィルに、イリスかい？」

シェフィル：イリスとイリア……名前、紛まぎらわしい！（笑）　ほら、クロちゃん！　やっぱりイリアちゃんだよ～！　クロちゃんもお話し、しなよー！（一同爆笑）

クロヴィス：ああ、そうだな。よぉ、久しぶりだな、イリア！　……って言うと、今度はイリアが不自然に沈ちん黙もくする（一同爆笑）。会話できねぇよ！

シェフィル：できるできる！

クロヴィス：え、えー……（右を向いて）久しぶりだなあ、イリア！（左を向いて）……って、あれ？　あたしがイリア？

ＧＭ：キミがイリアで、キミはクロヴィスだ。

クロヴィス：オレがお前で、お前がオレで？（一同爆笑）あー……（クロヴィスになって）なんでこんなところにいるんだよ？（イリアになって）「あたしゃ、ロイドを追いかけていたんだよ」（クロヴィスになって）「けっ！　まだあんな奴やつを追いかけてたのかよ！　いい加か減げん、あんなおっさんに見切りを付けてこのオレとよお……え？　なんでそうなる？」

ＧＭ：知らんわっ!?（一同爆笑）

クロヴィス：なんてしゃべっていいのかわからない……！（笑）

ＧＭ：このまましゃべらせても混乱するだけだし、情報を整理しよう。まず、イリアはミラたちと一いつ緒しよにディアスロンドにやって来た。その後、イリアはロイドを追いかけて旅をしていた。このあたりはもう説明したな。

シェフィル：うん。説明されました。

カナデ：あれ、そういえばエイミーさんは、どうしたんですか？




　エイミーは、ミラ、ゼロ、イリアと同じくギルド〝ロストソング〟のメンバーで、記憶喪そう失しつの女性である。プレイヤーはカナデも担たん当とうしている久保田悠羅くぼた・ゆうら。

　記憶と共に多くの技ぎ術じゆつも失っているが、もともとは高レベルの冒険者だったのではと推すい測そくされる。その正体は、『ヴァイス』シリーズのＰＣ①プリミラの姉である。
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クロヴィス：（イリアになって）「エイミーはここまで来られなかった……！」

カナデ：はぐれてる───っ!?（笑）

ＧＭ：勝手にはぐれたことにするな（笑）。ここで落ち合う予定だよ。で、ふたりそろってからミラのところへ行くことになっている。

クロヴィス：え───っと……。

シェフィル：ややこしいから、しゃべる前に名前を言おうか。

クロヴィス：そうだな。イリアが発言します。「あたしはロイドを追ってここまで来ました」発言終わり。次、クロヴィスが発言します。「我々は、ミラとシェフィルについてのかくかくしかじかの事象を解かい決けつするために、ゾハール教団を追っておりました。その途と上じよう、イリアの情報を得てここに来、彼女を待つに至いたったわけであります」発言終わります。次、イリアが発言します！（一同爆笑）

一同：うざいわっ!?（笑）

ＧＭ：えー……。イリアがこの宿に来たのは、エイミーとの合流のためなんだけど、そもそも彼女がディアスロンドに来たのは、ミラが危あぶないって手紙をもらったからだ。

クロヴィス：「おっと！　そうだ、あたしはこんなことしてる場合じゃないんだよ馬鹿野や郎ろう！」と言いながら、イリアはミラのところに猛もうダッシュする。

ＧＭ：ちょっと待て待て待て待て───っ!?　せめて新しん情じよう報ほうを一個出させてくれっ!!

クロヴィス：「そうだ！　忘わすれてた、重要なことをあんたたちに伝えなくちゃ！　その情報とは……！」と言って、イリアは戻もどってくる。ＧＭ、お願いします（笑）。

ＧＭ：任まかされた。イリアは言った。「……っていうか、なんであんたたちはここにいるんだい？」と、イリアは尋たずねる。

クロヴィス：そういえば、まったく疑ぎ問もんに思っていなかった（笑）。

カナデ：かくかくしかじかと、村を出てから今までのことについて説明します。

ＧＭ：「なるほど。じゃあ、アンタたちにあたしが掴んだ情報を教えておいた方がいいね。アンタたちから神殿に報告しておいてくれ。あたしが掴んだ情報によると……どうやらゾハール教団は、マビノギオンを確かく保ほしているらしいよ」

シェフィル：もう知ってるよ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：…………あれ？（と、シナリオを見返して）「……い、いや、情報はこれだけじゃないんだよ!?　教団は、アジトを構えていてね……」

シェフィル：アジト？（笑）

カナデ：ディアスロンドの北にあるエリン山脈を越こえて、北の砂漠にあるアジトがどうかしましたか？

ＧＭ：「そう、それよ！　……って……なんで知ってるんだい」

クロヴィス：そのアジトの壁の上には石弓が設置されていて、矢を連れん射しやしてくるんだ。

カナデ：そして、アジトの中にはバリスタで混乱した敵てきにトドメを刺す騎馬兵が待まち構かまえているんですよね（笑）。

ＧＭ：（無言でペンをテーブルの上に放り投げる）

一同：投げた──────っ!?（爆笑）

クロヴィス：き、菊池さん……？

ＧＭ：だからさ!!　ゾハール教団が待ち伏せされて……っ!!　イベントが変わって……っ!!　情報を出す順番が変わっちゃったんだよ……っ!!（一同爆笑）




　というか、先ほど教団員が洗あらいざらい吐かされたのである。




ＧＭ：えーと……イリアが出てきた意味は……？

一同：知らないよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：（しばらく視線でシナリオを追って）…………あ！　あった！　「じゃあ、この情報は知ってるかい？　今回のマビノギオンをめぐって、ロイドが動いているよ」

クロヴィス：あのクソ野郎か！

ＧＭ：「それと、ロイドの奴はシェフィルのことを狙ってる」

シェフィル：え？　わたし……？

イリス：正せい確かくにはシェフィルの刻印を狙っている、でしょう。

シェフィル：……そうだね。

ＧＭ：「そして、これだけは憶えておきな。ロイドと戦った経けい験けんから言うけど……あの男は───不死身だよ」

カナデ：そうそう、イリア……というか天の妄もう言げんでそうなったんだよね。

クロヴィス：も、もももも妄言ちゃうわっ!?（笑）




　ロイドが初めて登場したリプレイは、『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック　ラヴィアンローズ』に掲けい載さいされたものである。

　そこで、ロイドの設せつ定てい付けを田中天に任まかせた結果、彼は不死の無む敵てき超ちよう人じんになったのである。




ＧＭ：「突ついても斬きっても死にやしない。あいつと出会ったら、逃にげな！　ロイドを殺すことは、たぶんできない……あの力の秘密を解とき明あかすまで、絶対に戦っちゃいけない」

クロヴィス：お前……本当は自分で仕し留とめたいと思ってるんだろ？

ＧＭ：「ああ……あたしが仕し留とめるつもりさ。あんたたちが先に手ぇ出さないでよ」

シェフィル：そっか。イリアは、ロイドさんにほれてるんだっけ。

イリス：それで、他になにか伝え忘わすれたことはありませんか？

ＧＭ：「…………ないね。ふー……なんか、あたしの来た意味が半はん減げんだよ。ホントなら、教団に襲おそわれたところをあんたたちに助けてもらうはずだったんだけどね」

カナデ：メタなことを言わないように。

ＧＭ：「ま、ともかく、そういうことよ。あんたたちも気をつけな」

クロヴィス：イリアも気をつけろよ。

ＧＭ：イリアは苦笑を浮うかべる。「……は、クロヴィスに気き遣づかわれるとはね。大だい丈じよう夫ぶさ。ロイドにもう一度会うまで……そしてミラの件けんが片かた付づくまであたしゃ死ねないしね」

カナデ：ミラちゃんのこと、よろしくお願いしますね。

ＧＭ：「フン、任まかせておきな」　イリアはニィ、と笑んだ。……これでイリアが渡わたせる情報は全部渡したかな。

クロヴィス：じゃ、このあたりでエイミーがやって来るわけだな。

カナデ：（エイミーになって）「……イリア、いる？」

ＧＭ：「お、エイミー、着いたかい。なら、ミラのところに帰ろうかね」

カナデ：（エイミーになって）「はいはい、それじゃ、行こうねぇ」と、イリアの首根っこを捕まえてずるずると……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、迎むかえにやって来たエイミーという女性は、キミたちも顔見知りだ。彼女はキミたちがいることに気がついて一いつ瞬しゆん驚おどろくが、軽く会え釈しやくするだけにとどめる。

シェフィル：…………競きよう技ぎ大会の時はまったく思い出さなかったけどね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、あらためて……「競技大会の時に会った子と似にている」とキミは……。

シェフィル：気づかないよ？

ＧＭ：……エイミーはとぼとぼと去っていった（一同爆笑）。

イリア：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：うう、それでは……こんなところでシーンを終えよう！







◆Middle09◆ロイドが見つめるもの




　暗い部屋の中、巨きよ大だいな水すい晶しようが己おのれの放つ光でぼんやりと浮うかび上あがる。

　ロイドはそれを見ながら、これからのことを考える。

　小さな頃ころから知っている少女を、手にかけることになるかもしれないと。

　だとしても、ロイドはこの血ち塗ぬられた道を進むしかなかった。




ＧＭ：では、ここでひとつだけマスターシーンが入るぞ。えー……。




　いずことも知れぬ真っ暗な部屋の中、巨大な水晶が淡あわい光を放っていた。

　その中に浮うかぶシルエットは、あきらかに人の形とわかるものだった。




クロヴィス：お、マビノギオンじゃない？

ＧＭ：ちがうね。〝薔薇の武具〟を封じた水晶なら、そう伝えてる。




　壁かべに掛かけるようにして飾られた水晶は、どこか棺を想わせた。

　それを見上げるのは、初老の男。

　神官服に身を包み、険けわしくもどこか悲しげな表ひよう情じようで壁に掛かけられた水すい晶しよう体たいに見入る。




シェフィル：ロイドさん……？

ＧＭ：そのとおりだ。彼かれは、水晶体を見上げたまま……ただひと言だけつぶやく。そのセリフをもって、このマスターシーンを終えよう。




「……もう少し。もう少しだけ、待っていてくれ」







◆Middle10◆たった四人の砦とりで攻ぜめ




　ゆっくりと朝日が昇のぼり、ゾハール教きよう団だんの砦が見えてくる。

　情じよう報ほうによれば砦の戦力は六〇人以上、対するこちらの戦力はたった四人。

　戦力差は圧あつ倒とう的てきだが、グランジが教えてくれたとおりに戦えばきっとやれる。

　そんな確かく信しんを抱いだきながら、シェフィルたちは砦へと馬を走らせた。




ＧＭ：では、次のシーンへと入ろうか。なんかシーンがいくつか飛んだが……予定では、教団のアジトに攻こう撃げきを仕し掛かけるという場面だ。

シェフィル：もちろん、教えてもらったアジトを襲しゆう撃げきします！

ＧＭ：了りよう解かい。キミたちはディアスロンドを出発してエリン山脈を越こえ、無む限げんの砂さ漠ばく側にあるゾハール教団のアジトの近くまでやって来た。

クロヴィス：とりあえず、向こうからは見えない位置で、作戦を相談しよう。

ＧＭ：ＯＫ。先ほど情報で出たとおり、砦の周辺は砂漠に囲まれ、一切の遮しや蔽へい物はない。その砂漠を囲むように、五〇メートルほどの位置に木々はあり、そこなら姿すがたを隠かくすこともできるが……。

カナデ：相談……とはいっても、馬で突とつ貫かんするしかありませんよね。

クロヴィス：だよなあ、事前情報からすると隠かくれて近づくのは無理っぽいしな。

カナデ：五〇メートルですか……みんな、馬は持ってますよね？

シェフィル：前回買った馬だよね。持ってるよー。

クロヴィス：馬に乗ると【移い動どう力】に＋15メートル……全員、全力移動なら二回でアジトにたどり着けるな。

ＧＭ：さて、林の中に身を潜ひそめているキミたちは、まだ発見された様子はない。ちなみに何時頃ごろに襲撃する？

シェフィル：（即そく座ざに）朝。

クロヴィス：夜明けとともに仕し掛かけるのがいいな。

イリス：おー、格かつ好こいいですね！

ＧＭ：では、東から昇のぼる太陽が、夜の闇やみに沈しずんでいた石いし造づくりの砦をはっきりと浮うかび上あがらせる───（と、言いながらコマを配置していく）。

クロヴィス：城じよう壁へきの上のバリスタ二基きが一エンゲージで、それがふたつの計四基か。

イリス：情報どおりですね。

ＧＭ：この城壁のバリスタには飛行状じよう態たいじゃないとエンゲージできない。あと、中央に門があって、飛行状態ではないキャラクターがアジトの内部に入るにはこの門を通るしかない。が、今は閉しまっているね。

シェフィル：騎き馬ば兵は？

ＧＭ：今のところ、姿は見えないな。門の向こうにいるんだろう。

クロヴィス：もしかして、これって…………［奇き襲しゆう攻撃］できる？

ＧＭ：うむ。難なん易い度ど13の【感知】判はん定ていに成功したキャラクターは、［奇襲攻撃］が行なえる。相手が気がつくよりも先に、行動を開始できるわけだ。

カナデ：13ですか……。




　ここでプレイヤーたちは思案したのち、フェイトを使ってでも［奇襲攻撃］をする方が得である、という判はん断だんをする。

　イリスのみがフェイトをつぎ込こみ、各々が判定に挑いどんだ結果は……。




一同：全員成功で───す！（笑）

ＧＭ：ち、全員成功したか。

イリス：フェイト使ってよかった……出目は11の期き待たい値ちだった……（笑）。

カナデ：さすがというか……（笑）。

ＧＭ：それじゃ、［奇襲攻撃］の処しよ理りから始めよう！




●［奇襲攻撃］
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ＧＭ：では、最初に［奇襲攻撃］からだ。各自、メインプロセスを一回ずつできる。

ＧＭ：行動の順番は、好きに決めてていいぞ。

カナデ：それじゃ、まずはカナデから。ムーブ、マイナーなしで全員に《エチュード》掛かけます。（ダイスを振ふる）成功。呪じゆ歌かを歌って、みんなのダメージを＋15点！

イリス：次は移動しない僕ぼくがやりましょう。ムーブアクションで《ウィング》。ばさりと羽を広げて、馬と一いつ緒しよに空へ舞まい上あがります。マイナーなしで、メジャーは《ホーリーウェポン》。誰だれにかけるのがいいかな……。

クロヴィス：シェフィルだろう。この［奇襲攻撃］でシェフィルだけが攻撃できるから。

イリス：なるほど！　ではシェフィルに……（ダイスを振る）成功。祈いのりを捧ささげ、シェフィルの弓に神の力を宿しました。ダメージ＋15点です。

シェフィル：ありがと、イリス。

クロヴィス：次はオレだな。ムーブアクションで全力移動。三十三メートル前進して、門まで一七メートルへ！

ＧＭ：おお、一気に突つっ込こんできたな。……夜明け特有の薄うす明あかりの中、まず林を飛び出したのはクロだ。静せい寂じやくを切きり裂さき、キミは砦を目指して馬を駆かる……！

クロヴィス：残るメジャーアクションは《ウェポンフォージ》。（ダイスを振る）20点ダメージ上じよう昇しよう。馬を走らせながら、錬れん金きん術じゆつを使い、糸を伸のばしていくぜ。それと、フリーアクションでダンシングナイフをメインに切きり換かえておく。

ＧＭ：了解。最後はシェフィルだ。

シェフィル：わたしもムーブアクションで移動するよ！　えーと……弓が三〇メートルまで届とどくので、二〇メートル前進すればいいかな。

イリス：それなら、僕の《カバームーブ》もカナデの《プロテクション》も届とどきますしね。

シェフィル：よし、それじゃ二〇メートル前進！　マイナーは《シュアショット》、メジャーは《バッシュ》でバリスタＡを攻撃！

クロヴィス：あれだな、シェフィルが馬を駆かったまま、稲いな妻ずまの矢を放つと！

ＧＭ：シェフィルは矢を射いるその瞬しゆん間かんだけ、馬を砦に対して横に向け……つがえた矢を解とき放はなつ。夜明け間ま際ぎわの薄うす暗ぐらい空を、シェフィルが放った稲妻が轟ごう音おんと共に貫つらぬいて……！
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クロヴィス：たった四人の砦攻こう略りやくか、悪くねえ……!!

シェフィル：それじゃ、命中判定いきます！（ダイスを振る）……達成値ち28！

ＧＭ：こちらは固定砲ほう台だいなので回かい避ひ判定は０＋２Ｄ。しかも［奇襲攻撃］中なのでリアクションのダイスがマイナス１Ｄ。自動的に命中だな。

クロヴィス：さて、ここでなにをするか。［衰すい弱じやく］を入れる、貫かん通つうダメージにする、［縛ばく鎖さ］を与あたえる……さあ、どれ！

イリス：ちなみに、そのバリスタってどんな形ですか？

ＧＭ：前面にスリットの入った装そう甲こう板が立ててあって、そのスリットから矢を放つ形だな。

カナデ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】、高そうですね。

クロヴィス：ここは最初だし［衰弱］を入れるか！《シックネス》を使用！

シェフィル：じゃ、ダメージいきまーす！　（ダイスを振る）……出目はちょっと高いくらいかな。70点の物理ダメージ！

ＧＭ：うお、結けつ構こう来るな。【物理防御力】が10点だから、60点抜ぬけてきた！




　夜明けの空を切きり裂さいた稲妻は、装甲板のスリットからその内部へ撃うち込こまれ……直後、火薬にでも引火したか、爆ばく発はつ音おんとともに火の手が上がった。

　それは開戦ののろしであり、目覚めとなる一いち撃げき。

　各所で鐘かねが鳴なり響ひびき、砦は臨りん戦せん態たい勢せいへ移うつる。




　こうして〝エーデルワイス〟の砦攻略戦が始まった。




クロヴィス：む、砦が動き出したか。

ＧＭ：なお、攻撃されたバリスタはかなりのダメージを受けたがまだ稼か働どうしている。

クロヴィス：なら、ボロボロのバリスタに俺おれの呪のろいによって稲妻が巻まきつくぜ。［衰弱（３）］、一回判定するたびに、15点のＨＰロスだ。

シェフィル：それと雷らい鳴めいの弓の効こう果かで［放心］も入るよ！　メジャーアクションの判定にマイナス１Ｄ!!

ＧＭ：うぐぐ、ひどくね？　「敵てき襲しゆう───っ!!　各員、撃うち方かた始め───っ!!」　そんな号令が聞こえたかと思うと、バリスタがクロヴィスとシェフィルに照しよう準じゆんを定めた───というところで、第一ラウンドを始めよう！




●第一ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

バリスタ　　　　　13

イリス　　　　　　４
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス。なお、騎き馬ば兵の姿はまだ見えないな。

カナデ：二ラウンド目から登場でしょうか？

クロヴィス：出てこないなら都合がいい、今のうちにバリスタをやっておこうぜ。

ＧＭ：では【行動値】の順にクロヴィスから。

クロヴィス：俺はなし。

カナデ：ではいきます。《クイックソング》《バラード》を自分とイリスに。【物理防御力】か【魔ま法ほう防御力】に＋４です。今回は、魔法攻撃してくるエネミーがいなさそうですし、【物理防御力】を上げましょう。

カナデ：（ダイスを振る）呪歌判定は成功。

イリス：これで【物理防御力】45です！

クロヴィス：イリスが堅かたくなっていく、カッチカチに……っ。

シェフィル：セットアップ、わたしはなし。

ＧＭ：次はバリスタか。セットアップは特にない。

イリス：最後は僕。ですが、《プロボック》が届とどかないので、やることないですね。

ＧＭ：ではセットアップ終しゆう了りよう。クロヴィスからメインプロセスだ。

クロヴィス：質しつ問もん。このまま走っていくと、城壁に着いたところで【移動力】がかなり余あまるんだが、城壁に上れたりはしないか？

ＧＭ：うーん、基き本ほん的てきに飛行状態じゃなきゃ壁は登れないってしようと思ったんだが……そうだな、難易度10の【筋きん力りよく】判定に成功したら、壁を上れたことにしよう。

クロヴィス：おお、ありがとう！

シェフィル：これ、馬に乗ったまま上れるの？（笑）

カナデ：さすがにそれは（笑）。

ＧＭ：この【筋力】判定を行なったところで、騎き乗じよう状態は自動的に解かい除じよされることにする。

クロヴィス：それじゃムーブで戦せん闘とう移動。一七メートル移動して、判定をする。失敗したくないし、フェイトを１点入れよう。

ＧＭ：クロヴィスは【筋力】が低いんだっけ？

クロヴィス：【筋力】は３しかないんだよ。（ダイスを振る）出目９。達成値12で、成功だ。俺の愛馬ブラックバレットで走り、壁の近くで背せを蹴けってジャンプ。壁に取り付き、登っていく。これでシェフィルの攻撃していないバリスタＣとＤにエンゲージだ。

ＧＭ：「近づかれただとぉ!?」と、バリスタの射しや手しゆが驚おどろきの声を上げる。

クロヴィス：マイナーアクションは《オルタナティブウェポン》を使って、攻撃のダメージを〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージに変へん更こう。メジャーは《ワイドアタック》。糸を広げて、バリスタ二基を同時に攻撃する！

ＧＭ：むう、では命中判定をどうぞ。

クロヴィス：あ、攻撃前にフリーアクションでメインの武ぶ器きをシックルチェインに変更しておくぞ。（ダイスを振る）あ、クリティカル。出目が６、６、１!!

ＧＭ：（ダイスを振る）……うん、クリティカルしない。どっちも命中だ。

カナデ：《ディスコード》です。（ダイスを振る）……２点追加してください。

クロヴィス：さらに《シックネス》。（ダイスを振る）……出目が低いなー。51点の〈無〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】０なので、51点そのまま来るな。

クロヴィス：じゃあ、［衰弱（３）］だ。糸を周囲に展てん開かいして、バリスタを二基とも絡からめ取とる。……くくく、少しでも動くとずばっと切れるぜ……っ！

ＧＭ：では、先ほどのシェフィルと同じく、火薬に引火したのか次のバリスタから、二基まとめて火の手が上がった。

カナデ：次はカナデの番ですね。ムーブアクションで二〇メートル前進。シェフィルとはエンゲージを分けておきます。マイナーはなしで、メジャーは《バラード》。シェフィルの【物理防御力】を＋４します。（ダイスを振る）成功です。

シェフィル：カナちゃん、ありがとー♪

ＧＭ：……は───……ＰＣが強化されまくりでつらい……（笑）。次はシェフィルだ。

シェフィル：うーんと、ムーブアクションで一〇メートル前進。たぶん命中するから《シュアショット》なしで、メジャーで《バッシュ》。バリスタＡを攻撃します！（ダイスを振る）…………はい、クリティカルっ！

ＧＭ：なにぃ!?

イリス：おお、出た出た。今日すごいですね、みんな（笑）。

クロヴィス：情報収しゆう集しゆうの時はひどかったのに、戦闘入ったらクリティカル（笑）。

ＧＭ：く……回避判定はしない。判定しても［衰弱］でＨＰロスを受けるだけだ。

カナデ：もうクリティカルしないとあきらめてますね（笑）。

クロヴィス：ダメージロール前に《ピアシングペイン》。ダメージを貫通ダメージにするぜ。

ＧＭ：それは死ぬぞ!?

シェフィル：クリティカルしたから10Ｄ振るね。（ダイスを振る）……出目が32だから、73点の貫通ダメージ！




　再ふたたびシェフィルの弓より雷らい光こうが放たれる。

　薄はく明めいの空を貫つらぬき、轟音とともに崩ほう壊かいしかけたバリスタを直ちよく撃げき……それがトドメとなった。

　転げ出るように、慌あわてて射手が飛びだした直後！　派は手でな爆ばく発はつが起こり、粉々にバリスタは吹ふき飛とんだ。




ＧＭ：うん……73点は耐たえられない。それで落ちた。

イリス：すごい、すごい！

ＧＭ：次はこちらか。いきなりバリスタが一基吹ふっ飛とんだんで「どうした、なにがあった!?」「敵てきの攻撃だ！」「接せつ近きんされたぞ！」「どこから狙ねらえばいいんだ、命令をくれ!!」と混こん乱らんしている様子。

クロヴィス：「降こう伏ふくしてもいいんだぜ？」と、糸を構かまえながら言うぜ。

ＧＭ：「あ、アイツだ！　あの勝かち誇ほこってる奴やつを狙え!!」と、バリスタＤがクロヴィスの方に向けられる。

クロヴィス：この近きん距きよ離り、しかも外したら仲間に当たるかもしれねえのに撃うつなんて、正気か？　いいねえ、当ててみろや……!!

ＧＭ：では、遠えん慮りよなく。ムーブ、マイナーなしの射しや撃げき攻撃をクロヴィスに。

カナデ：クロちゃんはエンゲージしてますよ？

ＧＭ：バリスタは《零ぜろ距きよ離り射撃》を持ってるから、エンゲージしているキャラクターにも射撃攻撃可か能のうだ。ちなみに命中判定は６Ｄ＋０……！

カナデ：６Ｄ＋０!?　もしかして、クリティカル狙ねらいですか？

ＧＭ：そういうこと。

クロヴィス：面白い。それは面白いデータだ（笑）。

シェフィル：まあ、でも出ないよクリティカルなんて（笑）。

クロヴィス：……でもさ、ここで余よ裕ゆうをかましていると、デュランダルの悪あく夢むが蘇よみがえってくるわけだが……（笑）。

ＧＭ：あ、ちなみに言っておくとクリティカルすると《マーダースキル》が発動してダメージ＋５Ｄだから……（ダイスを振る）……あ。６が二個こ出てクリティカル……っ!!

一同：出た──────っ!!

クロヴィス：やはり余裕を見せたのがいけなかったのか───っ!?（笑）（ダイスを振る）……くそ、クリティカルはしない。命中だ。

ＧＭ：まず、ベースの攻撃は40。で、ベースは＋２Ｄ。でクリティカルの分が２Ｄ、で《マーダースキル》の分が５Ｄ。９Ｄ＋40の物理ダメージだな。

イリス：結構でかいよっ!?

カナデ：しかも、イリスから二〇メートル以上離はなれてるから《プロテクション》が届かない。

ＧＭ：ふふふ……（ダイスを振る）71点の物理ダメージ。ドババババッとマシンガンのように、クロヴィスに矢が降ふり注そそぐ！

クロヴィス：さすがに避よけきれず、何本か命中してしまう。14点引いて57点ダメージ。おう、まだ生きてます。

ＧＭ：結構【ＨＰ】あるなー。

クロヴィス：まあな。あ、命中判定したから15点ＨＰロスを忘わすれずにな。

ＧＭ：ちっ、絡からんだ糸が食くい込こみ……バリスタの構こう造ぞう物ぶつの一部が砕くだけ、落とされる。まあ、まだ動ける。次はバリスタＣ。ランダムに対象を決めよう。（ダイスを振る）シェフィル。

シェフィル：あ、わたし!?

ＧＭ：バリスタの射手が「よくも俺の弟をやってくれたな！」といいながら、射撃攻撃。

シェフィル：弟だったの？（笑）

イリス：きっと、このバリスタの射手は四兄弟なんですよ（笑）。

ＧＭ：…………こういうこと言うから、変なキャラ生まれちゃうんだよな（一同爆ばく笑しよう）。

（ダイスを振る）……くっ、出目低いな。ピッタリ20。

シェフィル：２Ｄ＋７だから、避よけられないなー。ふつうに振るよ。（ダイスを振る）あ、６ゾロ出た……っ!!

ＧＭ：またかよっ!?

イリス：さすが小こ暮ぐれさん……！（笑）

ＧＭ：無数の射しや撃げき音おんと共に、連続して放たれる矢……！　しかし、シェフィルは馬を巧たくみに操あやつり、降おり注ぐ矢を回避する！

シェフィル：当たらないよ！

ＧＭ：判定したので15点ＨＰロスを受ける。無む駄だにＨＰロスを受けただけに終わったぞ。

クロヴィス：はっはっは。

ＧＭ：最後、バリスタＢ。コイツもランダムで対象を決める。（ダイスを振る）カナデだな。

カナデ：うわー、きました───っ！

ＧＭ：「ええい、まずは神官からだ！」と、照準をカナデに合わせるぞ。

カナデ：ちがいます～、カナデは魔ま法ほう使つかいですよ！

ＧＭ：「構かまわん、撃うて───っ！」（一同爆笑）（ダイスを振る）クリティカルはしない。達成値23だ。

カナデ：いちおう、回避だけはする。（ダイスを振る）……無理！　命中しました。

イリス：《カバーリング》《カバームーブ》でカナデをカバーします！

ＧＭ：ちっ、イリスにはダメージ与あたえられそうにないんだよな。（ダイスを振る）50点の物理ダメージだ。

イリス：それだと、５点だけダメージを受けますね。念のため、《プロテクション》をしておきますか。これで、振ふらなくてもノーダメージです。

ＧＭ：か、硬かたい……。カナデをかばったイリスに、矢の雨が降り注ぐが……。

イリス：槍やりと鎧よろい、光の盾たてで全部弾はじいていきます。……この程てい度ど、僕には効ききません！

シェフィル：ねえねえ、このへんで「お前ら、何者だー」って聞かない？

ＧＭ：じゃあ、射手のひとりが声を上げる。「……貴き様さまら、何者だ！」

シェフィル：……エーデルワイス！（きりっ）

ＧＭ：「エーデルワイスだと!?　我われ々われの仲間を次々と惨ざん殺さつしていっているという……」と、答える声にはたしかな恐きよう怖ふが混まじっている（一同爆笑）。

イリス：では私わたしですかね。ムーブアクションで前に出ます。全力移動で31メートル前進。メジャーアクションは自分に《ホーリーウェポン》。（ダイスを振る）……成功。

ＧＭ：これで全員行動終了だな。では、第一ラウンド終了。次のラウンドに移うつろう。

一同：はーい！




●第二ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

バリスタ　　　　　13

ランスナイト　　　10

イリス　　　　　　４
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ＧＭ：では第二ラウンド。セットアッププロセスに入る前に、増ぞう援えんが出しゆつ現げんする。

シェフィル：騎馬兵？

ＧＭ：だね。情報どおり、アジトの扉とびらが開いたかと思うと、そこからランスを持った騎乗兵が三グループ一エンゲージがふたつ、合計で六グループが登場する。データはランスナイトのものを使用している。




　なお、このセッション当時はまだ『エネミーガイド』は完成しておらず、データは『上級ルールブック』のものを使用している。




ＧＭ：では、セットアップを開始しよう。

クロヴィス：こっちはイリスまで特にない。

ＧＭ：バリスタもランスナイトもセットアップはない。

イリス：じゃあ、僕ですか……。《プロボック》はいらないですよね？　僕はなにもなし。

ＧＭ：これでセットアップは終わり。クロヴィスの行動からだ。

クロヴィス：ムーブなし、《オルタナティブウェポン》《ワイドアタック》。魔ま力りよくを付ふ与よした糸でバリスタＣとＤを斬きり飛ばす。（ダイスを振る）……出目、低いっ!?

シェフィル：すごーい、出目が１、２、２！（笑）

カナデ：本当に、今日は出目が極きよく端たんですね（笑）。

クロヴィス：それでも達成値12。まあ、問題ないだろう。

ＧＭ：すると砲ほう座ざの奴らは、「避よけるまでもないな」と言って、ダイスを振らない。

クロヴィス：いやいや、避けていいのよ？

イリス：クリティカルが出るか、試してみましょうよ！

ＧＭ：ちがうんだよ。振ふった瞬間、ＨＰロスで倒たおれるんだよ!!

シェフィル：あー、もう【ＨＰ】が15点以下なんですね（笑）。

カナデ：そんな【ＨＰ】だと、どちらにしろ倒たおれるのではないでしょうか……（笑）。

ＧＭ：い、いちおう……ダメージを出して……。

クロヴィス：（ダイスを振る）……54点物理ダメージ。

ＧＭ：…………う、うん。魔力のこもった糸が二基のバリスタをバラバラに切きり刻きざむ。武器を失った射手は慌てて、アジトの中へ逃にげていくよ。

クロヴィス：ハハハ、手て応ごたえがねえな！

カナデ：さて、次はカナデ。ムーブアクションで一〇メートル前進。で……、どうしましょう。このあたりが《神々の戒いましめ》の使い時ではないかと思うんですけど。

クロヴィス：ここで［スリップ］を使えば、ランスナイトの足を止められるからな。

シェフィル：どういうこと？

カナデ：騎乗状態のキャラクターが［スリップ］を受けると、２Ｄの貫通ダメージを受けた上で騎乗状態が解除されます。

イリス：落馬するわけだ（笑）。

クロヴィス：そういうこと（笑）。

シェフィル：おもしろーい！　じゃあ、使っちゃおう！

カナデ：わかりました。念のため聞いておくけど、ランスナイトは騎乗状態ですよね。

ＧＭ：（嫌いやそうな顔をして）…………そうだね。

カナデ：それじゃ、マイナーアクションなしでメジャーアクションは《神々の戒め》で敵全員に［スリップ］を与あたえます。「神様、我われらが敵を落馬させたまえ───っ！」




　カナデが祈りを捧ささげると、それに応こたえるかのように空が黒い雲で覆おおわれ……耳をつんざく、雷鳴がとどろいた。

　その音に驚おどろいた馬たちが一いつ斉せいに大おお暴あばれ。

　六〇人近くの騎き手しゆが、馬の背から振ふり落おとされ、地面にたたき落とされた。




ＧＭ：……というわけで、エネミー全員が［スリップ］。騎乗状態のランスナイトは、全員落馬する。落下の２Ｄは……カナデが振っていいよ。

カナデ：（ダイスを振る）６点ダメージですね。

ＧＭ：では全員６点ダメージをくらって、騎乗状態が解除。さらに、［スリップ］も受けるんだよね？

クロヴィス：受けたままだな。

ＧＭ：では、大地に転がったランスナイトたちは「な、なにが起こった!?」「う、馬が……」「敵の攻撃か!?」と絶ぜつ賛さん混乱中だ。

カナデ：これでカナデは終わり。次はシェフィルですよ。

シェフィル：これは倒れているランスナイトを撃うった方がいいのかな？

クロヴィス：いや、その前に残ったバリスタＢを倒たおしてくれた方がいいな。

シェフィル：わかった。それじゃ、ムーブは《ホークアイ》、マイナーなしで《バッシュ》。目標はバリスタＢ。

カナデ：さっきのダメージからすると《デュアルアロー》で、ミスリルアローを二本使えば一撃で落とせるかもしれません。

クロヴィス：相手の【ＨＰ】が80点くらいだし、俺が貫通ダメージに変えれば確かく実じつだな。

シェフィル：じゃあ、《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使うね。（ダイスを振る）惜おしい。出目６、５、１で、達成値22！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、命中だ。バリスタＢの射手は四兄弟の三番目でな。努力してこの地位まで上のぼり詰つめたんだよ。

シェフィル：…………それが？

ＧＭ：その三男でもダメだった。彼の人生はここでお終いのようだ。

シェフィル：ひひひ。

クロヴィス：たぶん、使わなくても倒たおせるだろうが、倒たおせなかったら嫌なので《ピアシングペイン》を使う。これで貫通ダメージだ。

シェフィル：ありがとう。じゃあ、ダメージいくね。（ダイスを振る）出目29。99点貫通ダメージ!!




　二本の矢が、空を駆かけていく。

　二回の射撃で周囲の状じよう況きようを掴つかんだのか、その狙いは正せい確かく無む比ひ。

　決してぶれることなく、まっすぐにスリットの中へと入はいり込こみ……。

　射手が慌てて逃にげだした直後、爆発が起こり、天高くバリスタは吹き飛んだ。




イリス：これでバリスタは全部潰つぶしましたね。

シェフィル：残りはランスナイトだけ！




　次の行動はランスナイト。

　といっても、遠えん距きよ離り攻撃など持っていない彼らは、ムーブでスリップを解除し、マイナーで騎乗状態に戻もどって、行動終了。




ＧＭ：くそう。せっかく出てきたのになにもせず終了か……。

イリス：次は僕ですね。……の前に、イニシアチブプロセスで《クイックヒール》と《ヒール》でクロヴィスを回かい復ふくさせましょう。

クロヴィス：頼たのむぜ。

イリス：（ダイスを振る）……ふつうに成功して33点回復です。

クロヴィス：これで残り【ＨＰ】50点まで回復した。十分だぜ。

イリス：で、あらためて僕の行動。ムーブで戦闘移動して、一七メートル前進。ランスナイトのエンゲージに入ります。

ＧＭ：了解。イリスがエンゲージした方がＡ、Ｂ、Ｃ、もう一方がＤ、Ｅ、Ｆな。

イリス：そして、メジャーアクションはスキルを使わずに武器攻撃。とりあえずＡを攻撃します。（ダイスを振る）達成値20。馬に乗ったところへ、翼つばさを広げた僕が槍を構えて突とつ撃げきします！

ＧＭ：（ダイスを振る）……さすがにそれは命中だ。

クロヴィス：悪い。【ＭＰ】がきついんで、スキルは使わない。

イリス：それでいいですよ。（ダイスを振る）……57点物理ダメージ。

ＧＭ：スキルを使わなくて、それか！

イリス：カナデの《エチュード》と僕の《ホーリーウェポン》がかかってますからね。

ＧＭ：こちらの【物理防御力】で24点止めて、33点抜け。イリスの突撃を受けて次々に騎手が吹ふき飛とばされ動かなくなる。これで半分くらい減へった。

シェフィル：これで半分か……。

ＧＭ：これで全員行動済ずみ。じゃあ、次のラウンドへ……！




●第三ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

ランスナイト　　　10

イリス　　　　　　４
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ＧＭ：第三ラウンドのセットアップだ。なにかある？

一同：特になーし。

ＧＭ：こっちもないので、クロヴィスから。

クロヴィス：ＧＭ、城壁の下に降りてランスナイトにエンゲージしたいんだけど、できる？

ＧＭ：ん、そうだな……。ムーブアクションで飛とび降おりて、２Ｄの貫通ダメージを受ければエンゲージできることとしよう。

クロヴィス：了解。じゃあ、ムーブアクションで飛とび降おりる。（ダイスを振る）６点ダメージ。マイナーで馬に乗る。演えん出しゆつとしては、糸を使って落下スピードを緩ゆるめながら、壁の下で待機していた馬の背に飛び乗る。

イリス：おー、格好いい。

クロヴィス：あ、いちおうイリスがエンゲージしているのとは逆ぎやくのＤ、Ｅ、Ｆのエンゲージに入るな。メジャーは《ワイドアタック》。（ダイスを振る）達成値は17。

ＧＭ：（ダイスを振る）……全員失敗だ。

クロヴィス：ダメージロール前に、《シックネス》。［衰弱］を与あたえておこう。

ＧＭ：（とても嫌そうに）ふー……。

イリス：［衰弱］、大だい嫌きらいっぽいですね（笑）。

シェフィル：好きな人はいないと思う（笑）。

カナデ：あ、ここで《ディスコード》使いますね。（ダイスを振る）……３点です。

クロヴィス：（ダイスを振る）合わせて53点物理ダメージ。

ＧＭ：それだと、29点抜けて［衰弱］か……。

クロヴィス：さらに、シックルチェインの効果で全員に［スリップ］な（一同爆笑）。

ＧＭ：ふざけんなよっ!?（笑）

クロヴィス：［スリップ］が入ったので全員、落馬！（一同大だい爆ばく笑しよう）（ダイスを振る）８点の貫通ダメージな。

イリス：ひどい（笑）。

クロヴィス：糸を周囲のランスナイトに絡からみつかせ、馬の上から引きずり落として地面に叩たたき付つけるぜ！

ＧＭ：がしゃっ……と、鎧が地面に叩たたきつけられる音が鳴り……三分の一程度、叩たたき付つけられた衝しよう撃げきで気を失ったようで、ぴくりとも動かなくなるな。

クロヴィス：よし、メインプロセスが終わる前にフリーアクションでダンシングナイフに持もち替かえておく。防御の構えだ。

カナデ：次はカナデですね。ムーブは移動せず、マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ウォータースピア》。Ａ、Ｂ、Ｃを攻撃します。

ＧＭ：うおー、なにもできないままにフルボッコされてるぞ。

カナデ：えい！（ダイスを振る）達成値20です！

ＧＭ：クリティカルのみ。（ダイスを振る）そうそう出ないわ！　全員命中。

カナデ：（ダイスを振る）40点の〈水〉属性魔法ダメージ。ＨＰダメージが入ったら［放心］です。

シェフィル：メジャーアクションの判定にマイナス１Ｄだね。

ＧＭ：…………お前ら悪あく魔まか（笑）。

シェフィル：次はわたしね！　ムーブなし、マイナーは……《シュアショット》、いるかな？

カナデ：相手の回避は低いみたいですし、必要ないと思いますよ。

シェフィル：じゃあ、マイナーはなし。メジャーは《アローシャワー》で……イリスの攻撃をくらったＡと、Ｂを攻撃します。確実に倒していくよ！

ＧＭ：……おまえら、戦闘判断は的てき確かくだよなー。15歳さいなのに。

イリス：ブリギット村でいろいろ叩たたき込こまれてましたからね、シェフィルたちは。

シェフィル：グラン爺じいのおかげだね！（ダイスを振る）……21！

カナデ：これなら、クリティカルしなきゃ大だい丈じよう夫ぶですね。

ＧＭ：んじゃ、避けるぞ。まずはＡ……（ダイスを振る）あ、クリティカルした。

一同：なんだって───っ!?

クロヴィス：カナデ、よけいなことを言うからだぜ！（笑）

ＧＭ：（とても嬉うれしそう）パパッパッパッパ～♪　それじゃ、二体目～。（ダイスを振る）…………ピンゾロ（一同大爆笑）。

イリス：どうなってるんですか、きくたけさん！（爆笑）

クロヴィス：本当に極端だなっ!?（笑）

シェフィル：ちょっと、みんなの今日の出目おかしいよ───っ！（笑）

ＧＭ：とりあえず、一体は当たったからダメージをくれ。

シェフィル：はーい。（ダイスを振る）65点物理ダメージ。

ＧＭ：41点ＨＰダメージ……ぎ、ギリギリ生きてる！

イリス：しぶといですね、まだ生きてるんですか。

ＧＭ：うん。イリスがダメージを与あたえた奴だったら死んでいたが……。

クロヴィス：で、シェフィルが終わって次はランスナイトの番か。

ＧＭ：きった───っ！　やっと順番がきた───っ!!　まずはクロヴィス、貴様の方だ。

クロヴィス：さあこい。倒れる前に一度くらい攻撃させてやらないとかわいそうだしな。

イリス：見せ場を作ってやると。

ＧＭ：まずひとり目。ムーブで［スリップ］を解除し、マイナーで馬に乗る。メジャーはふつうに武器攻撃。命中判定は３Ｄ＋15！　……あれ、これ当たらなくねえ？

クロヴィス：こっちは３Ｄ＋15だから、同どう値ちだぜ。

ＧＭ：同値か、なら当たる……。

クロヴィス：ただ、今はダンシングナイフの効果で＋２されて17。《ドッジムーブ》を使えば３Ｄ＋20で避けるが。

ＧＭ：当たらねえだろ!?（一同爆笑）

カナデ：まあ、５差はさすがに無理ですよね……（笑）。

シェフィル：大だい丈じよう夫ぶだよ、きくたけさんなら当たる、当たる！（笑）

ＧＭ：くっ……やるだけやってやらあ！




　───無理でした。




ＧＭ：三回攻撃して、かすりもしねえ……。

クロヴィス：どうした、どうした？　それだけか？　お？　お？

ＧＭ：くっそ───っ!!　そっちのランスナイトは、この中でではいちばんの小者の三〇騎よ！　本命はイリスを攻撃する三〇騎……！

クロヴィス：あ、俺を攻撃したランスナイトＤ、Ｅ、Ｆは判定したから［衰弱］で15点ＨＰロスな。

ＧＭ：しくしくしくしく。

クロヴィス：だから、全員動いたあとに、俺が指をパッチンとならすと呪いが発動して、バタバタと騎手が倒れていく。

ＧＭ：痛いってえなあ……。じゃあ、ランスナイトＡ。ムーブ、マイナーはなし。メジャーはイリスを武器攻撃……イリスかあ（嫌そうに）。

イリス：ふふふ、どうぞ？

クロヴィス：イリスは攻撃されても安心して見てられるな。

ＧＭ：でも、Ａ、Ｂ、Ｃはイリスを攻撃するしかないしなー。クロヴィスを攻撃しても回避されるだけだし……が、奇き跡せきはたまには起きるものよ！　その余裕を剥はぎ取とってやる！




　───やっぱり無理でした。




ＧＭ：三グループで集中攻撃して、10点も削けずれてないんですが、これは……。

イリス：しかも《プロテクション》使わないで、ですよ！

ＧＭ：最後の方、たぶん泣きながら攻撃してたぞ……（一同大爆笑）。

クロヴィス：俺を攻撃しても当たらない。イリスを攻撃してもダメージが通らないと。この状況で……さあ、イリス。なにか言ってやれよ。

イリス：これ以上の戦いは無む益えきです。降伏しろ。

ＧＭ：う……イリスの言葉にランスナイトたちは激げつ高こうする。「馬ば鹿かな、栄えあるゾハール教団の我々が……」

イリス：降伏しないのは構かまいませんが、ならばこちらも手は抜ぬきはしません。

ＧＭ：…………うぬ。これ以上の戦闘はもはや無意味、か。ランスナイトは一斉に手にしたランスを放り投げ、馬から下りて土ど下げ座ざする。「……降伏します、許ゆるしてください」（一同爆笑）

イリス：なんで土下座……（笑）。

ＧＭ：というわけで、六〇人以上のゾハール教団員はキミたち四人の前に降伏した。

カナデ：まこと立りつ派ぱな土下座でした……（笑）。

クロヴィス：じゃあ、武ぶ装そう解除したあと、互たがいに縛しばらせよう。

ＧＭ：降伏したんでキミたちに従したがうよ。ということで、戦闘はここで終了。ゾハール教団のアジトはキミたち四人の前に陥かん落らくした。

シェフィル：いえーい、勝ったー♪　あ、戦闘が終わる時に《リサイクル》を使っておくね。矢弾を回かい収しゆう回収♪

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、ここでシーンを終わろう！







◆Middle11◆アジトの奥で




　ゾハール教団のアジトを見事に制せい圧あつしたシェフィルたちは、情報どおりマビノギオンがあるというアジトの奥へと進んだ。

　クロヴィスが扉を叩たたき、中にいるという護ご衛えいの兵に降伏を呼よびかける。

　しかし返ってきたのは沈ちん黙もくと、微かすかな血の臭においだけだった。




ＧＭ：それじゃ、次のシーンだ。キミたちはたった四人で、砦の戦力を無力化し、全員縛しばり上あげたわけだが……どうする？

シェフィル：アジトの中に放置して、あとで神しん殿でんに引ひき渡わたせばいいんじゃない？

クロヴィス：そうだな。六〇人近い人数を連れて歩くのは面めん倒どうだし。

イリス：では、マビノギオンのある部屋とやらに行きましょう。

カナデ：情報によると、トラップがあるはずですが……。

クロヴィス：捕つかまえた奴からトラップの場所とか配置とかを聞けばいいだろう。

ＧＭ：……ＯＫ、それでいい。では、キミたちは情報に得ていたトラップの仕し掛かけられたエリアを突とつ破ぱし……最さい奥おうの部屋へとたどり着く。

シェフィル：……あれ、あっさり……。

クロヴィス：扉を開けると……？

ＧＭ：やや広めの部屋で、調度品もなにもなくガランとしている。この奥の倉庫内に、マビノギオンがあるらしい。

クロヴィス：この部屋にトラップがあるんだよな？　と、連れてきた捕ほ虜りよに確かく認にんする。

ＧＭ：連れてきたの？

クロヴィス：オレは頭がわりぃからよぉ、言われただけじゃ憶えられねぇんだ。で？

ＧＭ：（裏うら声ごえで）「トラップなんかないよ」

イリス：嘘うそくさ……っ!?（笑）

クロヴィス：（菩ぼ薩さつのような微笑ほほえみを浮うかべて）……へぇ、そうかあ。んじゃ、部屋ん中をアンタに歩いてもらおうかな？

ＧＭ：（裏声で）「トラップがあるよ！」（一同大爆笑）

クロヴィス：だよな？　頼むから嘘はつかないでくれ……オレたち、無駄な血は流したくないんだ……（笑）。

ＧＭ：「わかった。この部屋を通とおり抜ぬけようとすると、床ゆかから剣けん山ざんが突つき出でて、串くし刺ざしにするトラップがある」

イリス：危あぶない……（笑）。

クロヴィス：どうせ、解除するボタンがそのへんにあるんだろ？（笑）

ＧＭ：「あるよ、ここにね！」　そう言って、扉の横の壁をなにやらいじると……「がきっ、がーん！　ぷしゅ───っ！」という機械音。「……ははは、解除できる設せつ計けいじゃないと、俺たちも入れないからな」

クロヴィス：だよねー。んじゃ、歩いてみてくれ。

ＧＭ：「…………はい」クロヴィスの言うとおり、部屋を突つっ切きっていくゾハール教団員。

カナデ：（突とつ然ぜん教団員になって）「ぎゃあ───っ!?」（笑）

ＧＭ：「ひとつ解除し忘わすれた……」って、やめろよっ!?（一同爆笑）　対たい侵しん入にゆう者しや用のトラップはすべて解除され、キミたちは部屋の奥へ進むことができる。

ＧＭ：「侵入者を排はい除じよする仕掛けは、さっきのトラップで最後だ」ということで、キミたちは艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえて、マビノギオンが保ほ管かんされているという倉庫の扉の前までやって来る。

クロヴィス：んじゃ、捕虜のおっさんを縛しばって、転がしておこう。ここまでありがとな。

シェフィル：それじゃ、扉をゴンゴンと叩たたく。扉を開けなさーい！

クロヴィス：お前たち以外は全員、こちらに投とう降こうした。今ならまだ間に合う。武器を捨すてて出てこーい。

カナデ：お母さんが泣いていますよー。

ＧＭ：しーん。

シェフィル：…………あれ？

カナデ：マビノギオンを守ってる兵士は……いない？

ＧＭ：その言葉に、縛られて転がされた男が声をあげる。「……おい、奥の奴！　マジなんだよ!?　ホントにみんな捕つかまったんだよ!?　開けてくれよ!?　でないと俺、この恐おそろしい奴らに……！」

クロヴィス：……すっかり悪あつ鬼き魔ま神じんのごとき言われように。で、反はん応のうは？

ＧＭ：扉の向こう側はしーんとしている。

クロヴィス：……あら？

カナデ：な、なんだか、すごく嫌な予感がするんですが……（笑）。

クロヴィス：……聞き耳を立てる。向こうになにかあるのか？

ＧＭ：では【感知】で振ってみてくれ。難易度は12だ。

クロヴィス：（ダイスを振る）７、達成値14で成功。

ＧＭ：物音ひとつ、しない。

クロヴィス：ん？　足音も、息づかいも、なにもない……？

シェフィル：これ、中に入ってみないとわからないね。クロちゃん、開けて？（笑）

クロヴィス：おうよ！　一番乗りだぁ───っ！　ばーん！

ＧＭ：と開けた瞬間に……。

クロヴィス：び───っ？（←警けい報ほう音おんらしい）

イリス：どーん！（←爆発音らしい）

ＧＭ：ちげぇよっ！　扉を開いた瞬間、倉庫側から部屋に流ながれ込こんできたのは、むせかえるような血の匂におい、そして死し臭しゆうだ。

一同：はいっ!?

クロヴィス：な、なんだこりゃ、ひでぇ匂いだ……！　そしてオレは気づいた。その倉庫内に転がる、無数の死体に。……見るな、シェフィル！　と、今さらなことを言う（笑）。

イリス：今までさんざんひどいことしておいて、ほんとに今さら……!?（笑）

クロヴィス：一度言ってみたかっただけなんだ───っ！（笑）で、中はどうなってる？

ＧＭ：一面の血の海だ。

クロヴィス：げ？

ＧＭ：そこには、何十人かの兵士たちが倒れている。ある者はひしゃげていたり、ある者は炎ほのおで焼かれていたり、とにかく数十は数えるであろう死体が、血の海に浸つかっている。

クロヴィス：こ、こりゃなんだ……!?　マビノギオンは!?

ＧＭ：部屋の奥に台だい座ざがあるね。

クロヴィス：……つまり、台座の上にはなにも乗ってない？

ＧＭ：なにもないねえ。

カナデ：あら……？　えと、生きていそうな人はいます？

ＧＭ：おお、すばらしい着ちやく眼がん点てん。奥の方で、「う、うう……」とうめいている人がいる。

カナデ：ひとり生きてますっ！　イリスさん！　この人の手当てを！

イリス：わかりました！　《ヒール》をかけます！

ＧＭ：イリスが《ヒール》で回復させると、その男は、意い識しきを取とり戻もどす。「……う、うう？　いったい……？」

カナデ：あの、いったいなにがあったんですか？

ＧＭ：「し、襲撃だ……奴はマビノギオンを水晶ごと、あの場所から……！」と、入口とは反対側の壁を指さしし示めす。そこは破は壊かいされ、ぽっかりと穴あなが空いている、壁。周囲に散らばる瓦が礫れきから、その破は壊かい力りよくがうかがえる。

クロヴィス：なるほど、侵入者は砦の裏うら側がわから壁をぶち抜ぬいて侵入した、と。これは盲もう点てん……（笑）。

カナデ：もしかして《破は砕さい突破》……!?

クロヴィス：おい、これをやったのは誰だ？　だいたい、予想はつくが……。

ＧＭ：「ロ、ロイド……ロイドの奴、裏うら切ぎりやがった……！」

イリス：彼が……？

クロヴィス：ロイドは、お前らの仲間だったんじゃないのか？

ＧＭ：「そうさ。幹かん部ぶクラスだ」

クロヴィス：どういうことだ？　村人たちを裏うら切ぎって、村を襲おそわせた張ちよう本ほん人にんだったってのに……教団も裏切ったのか？

ＧＭ：「……そ、そうだ。あの野や郎ろう、やっぱり俺たちを利用していやがったんだ！　俺たちの情報も、技ぎ術じゆつも、戦力も、すべて……！」

シェフィル：戦力？

ＧＭ：「そうだ」

一同：……ぷ（笑）。

ＧＭ：笑うとこじゃねえっ!?（一同大爆笑）

カナデ：………でも、ロイドさんはどうして、わざわざ厳げん重じゆうな警けい戒かいをしている中に突っ込んできたんでしょう？

クロヴィス：オレたちがやってる時に、不意を突ついて来たってことだよな。

カナデ：こちらがマビノギオンの所しよ在ざいを知ったから、奪うばわれる前に持ち去ったということでしょうか。

ＧＭ：そのとおりだ。ディアスロンドへ運ばれてしまうと、手出ししにくくなるからな。なお、正式な手続きを踏ふんで移い送そうしてもよかったんだろうが、少なくともそれには幾いくばくかの時間がかかるからな。そのヒマはなかったんだろう。

シェフィル：……なるほど。

クロヴィス：だが、これでロイドも教団から敵てき対たいすることに……。

ＧＭ：「くそ……これで俺たちの計画もパーだ……」　うつむくゾハール教団員の男。

シェフィル：計画？

クロヴィス：どんな計画？

イリス：聞かせていただきましょうか。

シェフィル：ぱんぱんぱんっ！（←往おう復ふくビンタ）

イリス：ひどいっ!?（笑）

シェフィル：ひどいとか言ってられない！　こうしてる間にも、ミラちゃんの呪いは進行してるんだから！

クロヴィス：うむ、たしかに。

ＧＭ：往復ビンタしなくても、しゃべるよ（笑）。　「……俺たちは〝薔薇の武ぶ具ぐ〟が必要だから、集めてたんだ……それくらい、わかるだろう？」　男は、周囲に散らばっている資し料りようを見回しながら、言う。

イリス：資料？

ＧＭ：そうだ。ここはもともと資料庫だったのか、壁には作り付けの書しよ棚だなが並ならんでいる。そして、おそらくは襲撃の際さいに吹ふき散ちらされたんだろう、床にはゾハール教団の様々な資料が散らばっている。

カナデ：拾って読んでみましょうか。

ＧＭ：特とく殊しゆな情報を得るには判定に成功する必要があるが……資料には教団の計画のタイトルらしき文字列が見て取れる。

シェフィル：なんて書いてあります？

ＧＭ：タイトルはこうだ。「ゾハール様を復ふつ活かつさせようキャンペーン」

一同：なんだそれはっ!?（大爆笑）

クロヴィス：ああ、さっきも情報で出ていたな。ゾハールの魂たましいを移い植しよくして、操あやつる計画とかなんとか……。

ＧＭ：うん。資料には、魔族がひとり関わっているという記き述じゆつや、計画に賛さん同どうした魔族が、ロイドと同じように教団にあとから入ってきて協力していた……など、細かいことが書かれている。

カナデ：……というかこれ、『ヴァイス』の話ですか（笑）。

ＧＭ：そのとおり。さらにくわしく読む場合は、【知力】判定を。難易度は秘ひ密みつだ。達成値が高いほどいい、と思ってくれ。

カナデ：【知力】ならお任まかせ。（ダイスを振る）出目４。達成値11ですね。

ＧＭ：11？　なるほど、じゃあ情報は半分しか出ないな。

カナデ：ちょ、ちょっと待ってください！　……（しばらく考え）……フェイトを使って振ふり直しますよ！

シェフィル：ええっ……？　いいの？

カナデ：いいの！　振り直します！

シェフィル：ま、まあ、今の４より低い目は出ないよね！（笑）

カナデ：そうそう、低くはなりませんって。（ダイスを振る）…………５！（一同爆笑）

シェフィル：１増ふえた！（笑）

クロヴィス：低くはならなかった！（笑）

カナデ：うー……（笑）。

クロヴィス：いちおう他のみんなも振ってみようぜ（笑）。




　……もちろん、カナデに読めなかったものが他の者に読めるはずもなかった。




シェフィル・イリス・クロヴィス：無理！（笑）

カナデ：えーと、血とかで汚よごれて読めないということで……！　書類が汚れているのもあるんですけど、血のにおいと目の前の惨さん状じように、ちょっと具合が悪くなってしまって、手がぶるぶる震ふるえてしまったのです（断だん言げん）。

シェフィル：カナちゃん……。

ＧＭ：じゃ、達成値12でわかったことを説明しよう。カナデが読んだ資料には、かなり詳しよう細さいに「ゾハールを降こう臨りんさせよう」という彼らの目的が書かれている。

イリス：……でも、ゾハールは四年前の〝薔薇の災さい厄やく〟で、倒たおされたんですよね？　どうやって降臨させるんでしょうか？

ＧＭ：それについて、こんな記述がある。「……ゾハールは完全なる死を迎むかえてはいない。魔族の協力により、ゾハールの魂は消しよう滅めつすることなく、我々が確かく保ほした。魂の器の場所は───」

一同：場所は？

ＧＭ：その先は血で読めない。

カナデ：あぁ～……肝かん心じんなところが読めない～……。

イリス：……って、ゾハールは死んでないんですか!?

ＧＭ：正確にはゾハールの魂が保管されている、って話だ。さらに資料には、ゾハール教団が今まで関かん与よしてきた事じ件けんの計画書がファイルされてある。

カナデ：パブリクさんの事件、とか？

ＧＭ：そうそう。「パブリク　お茶が好き」とかいろいろ。

カナデ：そんな情報はいらねえっ!?　ガシャーンっ!!

シェフィル：カ、カナちゃんっ、キャラ……っ、キャラが変わってる！（笑）

カナデ：いえ、ちょっとくやしくて……はーはー。

ＧＭ：なお、資料には教団メンバーのリストもある。神殿に渡わたったら教団が壊かい滅めつするので、偽ぎ名めいだったり暗号だったりするけど。パブリクさんに関しては……「ディアスロンド内にあるカフヴァールを奪だつ取しゆするべく派は遣けん。○年○月○日、神殿に潜せん入にゆう成功」とか書いてある。

シェフィル：あ。もしかして、第一巻かんのブリギット村襲撃も計画書がある？

ＧＭ：あるよ。「〝黒の刻こく印いん〟の在あり処かは判はん明めい。ただしその封ふう印いんが解とけない。鍵かぎを握にぎっているのはグランジという男である」みたいなことが書かれている。

シェフィル：……。

ＧＭ：ブリギット村の襲撃については注ちゆう釈しやくがついている。「───〝黒の刻印〟の計画については別ファイルを参照」と。

クロヴィス：お、別紙？

カナデ：その別紙を探さがしてみましょうか……。

ＧＭ：それじゃ、難易度13の【感知】判定をしてもらおうか。

クロヴィス：【感知】なら俺が。（ダイスを振る）……よし、達成値14で成功！　これが、デュランダルの時に出ていれば……！（笑）

イリス：過すぎたことはもう仕方ありませんよ（笑）。

ＧＭ：なら、転がっている資料の中から該がい当とうするだろうファイルを見つける。それだけ、ゾハール教団のものとは書式がちがっており、ヴァンスター帝てい国こくのサインが入っている。

クロヴィス：ヴァンスター帝国？　……世界地図の左下あたりにある島国だな。最近侵しん略りやく戦争しまくってる。

ＧＭ：ファイルを見ると、どうやら「様々な力に秀ひいでる〝薔薇の巫女みこ〟を量産して兵士とする」という計画が二、三十年前に進行していたようだ。

イリス：〝巫女〟の量産……？

ＧＭ：まあ、最後のページを見ると計画は頓とん挫ざ、破は棄きされているようだけどね。

シェフィル：どんな計画？

ＧＭ：〝薔薇の刻印〟を刻きざまれている者は、なんらかの強い力に秀ひいでている。〝刻印〟を人工的に造つくって人体に刻きざむことで、力を無理矢理引き出そうとする計画だな。

イリス：で、それを兵士にする、と。ひどい計画を……。

シェフィル：〝刻印〟って人間の手で造つくれるものなの？

クロヴィス：でも、〝刻印〟を持った〝巫女〟が複ふく数すう存そん在ざいしてると、三六五日後にみんな呪いで死んじゃうんじゃないか？

ＧＭ：おお、そのとおり。でも逆に言えば、三六五日は動ける強力なエージェントが手にはいるわけだ。

クロヴィス：なるほど、一年動ければそれだけで十分……ってことだ。

イリス：ほんとにひどいなっ!?

ＧＭ：そう。死んだら次々と〝刻印〟を移うつし替かえれば問題ないって思ってるんだよ。

シェフィル：〝薔薇の刻印〟があれば強いの？

ＧＭ：そこはわからない。もともと強いから〝巫女〟になれるのか、〝巫女〟になったから強くなれるのか───計画では後者であると予想していたようだ。

シェフィル：……でも、わたしはぜんぜん強くないよ？　ふつうだよ？

クロヴィス：そうだよなあ、ふつうの冒ぼう険けん者しやだよな。

イリス：どうなのでしょう？　もしかしたら、なんらかの条じよう件けん下で〝薔薇の刻印〟の力が発はつ揮きされるのかもしれませんし……。

クロヴィス：気合い入った計画だなあ。教団も兵士を量産しようとしてたのかねえ。

ＧＭ：……いいや。教団は兵士を量産する予定はないようだ。教団に人工の〝刻印〟を製せい造ぞうする技術はなく、また莫ばく大だいな資し金きんがかかる。教団は〝刻印〟を受け入れる資し質しつを持つ人間を生み出す方に着目したようだ。

クロヴィス：……資質さえ持っていれば、本物の〝刻印〟を刻むこともできるからか。

ＧＭ：正せい解かい（笑）。一巻で、〝漆しつ黒こくの刻印〟を刻きざんだ神官が出てきたろ？　あれが、その技術の産物だ。

シェフィル：ああ、あのフリーザ様みたいな人……（笑）。

ＧＭ：教団は「ゾハール覚かく醒せい計画」に使えると考え、この技術を確保していたんだろう。

イリス：……ちなみに、人工の〝刻印〟って実じつ際さいには完成してるんですか？

ＧＭ：成功例はふたつあったようだ。「人じん造ぞうの〝薔薇の刻印〟のインストールに成功した」という記述がある。〝漆黒の薔薇の刻印〟のデータを参考に作り出された〝人工刻印〟を刻んだ兵士が、実際にひとり誕たん生じようしているそうだ。

イリス：ふむ……。

ＧＭ：まあ、関係ないのであんまくわしくは言わないけど、『ルージュ』の終しゆう盤ばんに、〝黒い薔薇の刻印〟を持ったヴァンスターのエージェントが出てくるんだよ。

カナデ：（ぴんと来た様子で）ああっ、フェブラリィさん！（笑）

ＧＭ：そう、フェブラリィって名前のエージェントな。そいつ、超ちよう強つよかったんだけど、なにかする前に、降臨したゾハールに一発で殺されてね……「お前、なにしに来たんだよ!?」とみんなに大だい絶ぜつ賛さんを食らったことがあり……（笑）。

クロヴィス：そういや、いたなあ……そんな奴（笑）。

シェフィル：そのフェブラリィさんが人造巫女の成功例だったんですね。

ＧＭ：そうそう。ただ、成功したのはフェブラリィひとりで、検けん体たいはひとりをのぞいてすべて破棄───〝人造刻印〟開発も中止されたとある。

イリス：ひとりをのぞいて？

ＧＭ：そうだ。その人物の名前も資料には記されている。

シェフィル：……もしかして……。

ＧＭ：そうだ。……その検体の名前は───シェフィル。

一同：シェフィルっ!?

シェフィル：わたし───っ!?　カナちゃんやクロちゃんの名前は!?

ＧＭ：ない。シェフィルの名前だけだね。一巻で「〝黒の刻印〟を受け入れられるのはシェフィルだけ」って話だったでしょ？　その理由が、シェフィルが量産型〝薔薇の巫女〟計画の検体……生き残りだったってわけ。

シェフィル：な、なんという……。

カナデ：あれ？　でも、なんでシェフィルは破棄されなかったのでしょう。

ＧＭ：シェフィルは、成功の期待された検体だった。でもね、最終テストを行なう前に、とあるヴァンスターの騎き士しが、シェフィルを連れて逃にげたからだ。

クロヴィス：不ふ憫びんに思ったのかもな……。

ＧＭ：その騎士こそが……グランジだ。

シェフィル：じっちゃんが───っ！（笑）　あ、じゃあ血はつながってない!?

ＧＭ：うん。

シェフィル：が───ん！（笑）

クロヴィス：ああっ、シェフィルの口調がショックで変わってしまった（笑）。

ＧＭ：資料には、グランジの経けい歴れきも書かれている。彼は戦せん災さい孤こ児じを集めていた、という記録がある。孤児は〝薔薇の巫女〟の人体実験に使われ、次々と死んでいったという記述も。

一同：…………………………。

クロヴィス：あのジジイがそんなことを……？

シェフィル：で、最後に生き残ったのがわたし……。

ＧＭ：そうだ。生き残ったシェフィルが、さらなる人体実験に使われそうになるのを見て、計画に嫌いや気けがさし、裏切ったのではないか、と資料にはまとめられている。

クロヴィス：「せっかくあの地じ獄ごくから生いき延のびたというのに、またさらなる地獄がこの子を待っているのか。そんなのは不憫すぎる」……ってことか。

ＧＭ：だろうね。正確なところは本人に聞かなきゃわからないと思うけど。

シェフィル：じゃあ、本当の親は……。

ＧＭ：不明だ。すでに死し亡ぼうしている可か能のう性せいが高い。

クロヴィス：むしろ、じじいが親を殺して奪うばった可能性も……。

シェフィル：それはひどいよっ!?

イリス：でも、その可能性もありますね……。

シェフィル：い、いいんだ。わたしの、たったひとりのおじいちゃんだから……。それは、変わらない。

クロヴィス：それによ、オレたちだって血はつながってねーけど、家族みてぇなもんだろ？

カナデ：そうですよ、シェフィルさん！

シェフィル：…………だよね！

ＧＭ：他に聞くことは？

イリス：あの……人造の〝薔薇の巫女〟と天然の〝薔薇の巫女〟に優ゆう劣れつはない？

ＧＭ：〝薔薇の刻印〟を受うけ継つげば、どちらもほとんど同じだ。

カナデ：……差はないんですか。

ＧＭ：それから、〝薔薇の武具〟というものは、ふつうの人間が使うより、薔薇の巫女が使った方が、さらなる力を引き出せる。これに関しても、人工と天然の差はないね。

クロヴィス：……他にはなにか気になること、書いてねえか？

ＧＭ：そうだな……【感知】判定をしてくれ。難易度は秘密。

シェフィル：はーい。（ダイスを振る）８だから、14！　成功したよ!!

ＧＭ：そうすると、資料の端はしっこに小さく書かれた「懸け念ねん事じ項こう」という項こう目もくを見つける。

シェフィル：懸念事項？

ＧＭ：そこにはロヴレントという男についての項目がある。いわく「ロヴレントは危き険けん分子である。あの男は、ヴァンスターに協力しているが、なにか目的……おそらく黒の〝刻印〟そのものを目的としているようだ。裏切りの可能性もあり。要追加調ちよう査さ」

クロヴィス：誰……（笑）。

イリス：黒の〝刻印〟……ロヴレント……？　あれ、夢ゆめのシーンで出てきたあの男……？

シェフィル：あ。そういえばそんな名前だったような……。

クロヴィス：そのなんとかって奴に関して、他の記述は？

ＧＭ：断言するが、ない。

一同：…………。

クロヴィス：ま、こんなところか？

シェフィル：…………ね、これからどうする？

カナデ：一度、ディアスロンドへ戻もどりましょうか。

イリス：捕まえたゾハール教団の人たちはどうします？

クロヴィス：最初に言ったとおり、縛って部屋に閉とじこめて、食しよく糧りようだけ置いて近くの街の神殿に報ほう告こくしようぜ。あ、近くの街でポーションぐらいは買えるか？

ＧＭ：ポーションくらいなら、買えてもいいぞ。

クロヴィス：じゃあ、手持ちのポーションでひととおり回復して、近くの街で使った分を補ほ充じゆうしよう。

シェフィル：あと、ゾハール教団員のドロップ品も売っちゃおう！（笑）

ＧＭ：ＯＫ（笑）。




　というわけで、ＰＣたちはドロップ品を売うり払はらいつつ、ポーションを使用して戦闘で消しよう耗もうした【ＨＰ】【ＭＰ】を回復させたのだった。




クロヴィス：……これで残りが一八四〇Ｇか。

シェフィル：残りのお金は次のセッションのために取っておこう。

ＧＭ：これで補ほ給きゆうはいいね？　では、キミたちは補給を済すませたところで、時じ刻こくは夕方となる。そろそろ日も落ちて、あたりは真っ暗になるだろう。

クロヴィス：まあ、朝一番で襲撃して、もろもろやったら、そら日も落ちるか。

シェフィル：じゃあ、補給した街で一日泊とまってから、ディアスロンドへ帰る？

カナデ：それがいいでしょうね。疲つかれたところを襲われたら、危険ですし。

ＧＭ：では、キミたちがこの街に泊とまることを決めたところでシーンは終了しよう。







◆Middle12◆来らい訪ほう者しや




　マビノギオンはロイドによって奪われていた。

　口は悪いが、幼おさない自分たちを優やさしく見守ってくれていたロイド。

　村に妖よう魔またちを引ひき込こんで襲わせた裏うら切ぎり者もののロイド。

　どちらのロイドが本当で、いったいなにを考えているのか。

　いくら考えても思考はまとまらず……シェフィルは混乱するばかりだった。




ＧＭ：では、翌よく日じつだ。……せっかくだから使うか……。

一同：ん？

ＧＭ：いえ……（笑）。えー、キミたちがその小さな宿場街の宿、朝食を終え、自分たちの部屋の前まで戻ってきた……そんな場面からシーンを始めようか。ふいに、ドアの前に立った時……感じたんだ。室内に、人の気配がすると。

クロヴィス：誰の部屋？　オレたち、男女で分かれてるぜ。

ＧＭ：そういえばそうだった。じゃあ、「どっちかの部屋に集まって相談しよう」ってシチュエーションだと思ってくれ。

クロヴィス：んじゃ、男部屋でこれからの行動を相談しようぜ……ってやって来ると、部屋の中に誰だれかがいる、と。

ＧＭ：うん、部屋の中から気配がする。隠かくれる気はないみたいだね。

クロヴィス：（小声で）部屋に誰かいる……気配がする。

シェフィル：（小声で）ホント？　クロちゃん、早く、早く行ってっ。

クロヴィス：（小声で）えっ？　オレ？

カナデ：（小声で）シーフ、シーフ！（笑）

シェフィル：（小声で）そうだよ、それでシーフ？

クロヴィス：じゃあ……そーっと扉に近づいて、がーんと開けて殴なぐりかかる!!　なにやってんじゃオラァ───っ!!　死ねぇ───っ!!（一同爆笑）

イリス：「死ね」ってまだ中の人間をたしかめてないのに！（笑）

ＧＭ：部屋にいた人物は、椅い子すに腰こし掛かけたまま振ふり返かえりもせず、クロヴィスの拳こぶしをぱしりと受け止める。「相変わらず短気なものだ」

クロヴィス：お？　……よくわかんねーけどとりあえず死ね───っ!!　殴りかかる───っ!!（一同爆笑）

イリス：よくわからないならたしかめましょうよっ!?（笑）

クロヴィス：た、たしかに！　イリス、おめえ……頭いいな。殴なぐるのを止めて、相手を確認する。

ＧＭ：では、その人物を見た見た瞬間、キミの身体に震えが走り、全身の毛が逆さか立だった。

クロヴィス：げぇっ!?　この動き、ババアか!?（一同爆笑）




　ちなみに、クロヴィスが言うババアとはガーベラのことである。




ＧＭ：えーと、ガーベラじゃないよ（笑）。

クロヴィス：じゃあ、誰だ。

ＧＭ：「───困こまったものだな。私を、もう忘わすれてしまったのかね？」

イリス：このしゃべり……。

一同：デュランダルさんか───っ!?

ＧＭ：うん、デュランダルさんだ（一同爆笑）。

クロヴィス：ちぃっ……！　これは……!!　てめぇか!?

ＧＭ：「いかにも」

カナデ：あの～……。

クロヴィス：なんだ！　危険だから退がれ、カナデ！

カナデ：あの、こちらの美形は……どちら様ですか？（一同爆笑）

ＧＭ：そうか！　カナデはデュランダルに会ってないんだ!?

クロヴィス：すっかり出会ってるものと勘かんちがいしていたぜ……（笑）。

イリス：いちおう説明はしてましたけど……初対面ですしねえ（笑）。

クロヴィス：こいつは、オレの心しん臓ぞうぶち抜いてくれた奴だよ！

カナデ：なんか、クロちゃんから話を聞いたような～……えっと、クロちゃんのお知り合いですか？

クロヴィス：知り合いだな。オレと、シェフィルと、イリスの知り合い。な？

カナデ：そうですか。ちょっと待ってくださいね～、今お茶淹いれますから～（笑）。

ＧＭ：「（ニヒルな口調で）───お構かまいなく」（一同爆笑）

クロヴィス：なにしに来やがった……！

ＧＭ：「我わが主の命により、キミたちを迎えに来たのだ」

シェフィル：あるじ……？

クロヴィス：あ？

ＧＭ：「知っているだろう？　我が主の名は……ロイドという」

クロヴィス：なにっ!?

シェフィル：ロイドさんが……？

クロヴィス：あんた、あのおっさんの部下だったのか！　どうりで他のゾハール教団の雑魚ざこどもとちがうわけだな。

ＧＭ：お前が勝手に出して、勝手に判定に失敗したから、こんなキャラに昇しよう格かくしたんだよ！（一同大爆笑）

イリス：ＧＭが出したＮＰＣですらない（笑）。

クロヴィス：てっきり教団の幹部だと思ってたぜ……。

ＧＭ：いろいろ考えた結果、ロイドの部下にするしかなかったんだよ！（笑）　まあ、それはともかく……彼は、シェフィルをちらりと見て、言う。「……我が主がお呼よびだ。共にに来ていただこう」

シェフィル：だが断ことわる……！（笑）

ＧＭ：ふっと、デュランダルは笑う。「本当に、断るのかね？」

シェフィル：嫌な予感がするから行きたくない！

クロヴィス：………ひとつ聞くけどよぉ。マビノギオン持ってったの、おめーら？

ＧＭ：「いかにも」

クロヴィス：今、持ってんのか？

ＧＭ：「とある場所に」

クロヴィス：……だそーだけどよぉ。シェフィル、どうする？

シェフィル：……ロイドさんが、わたしの命を狙ねらってるってホント？

ＧＭ：「本当だ。キミは、あの方にとって必要な存在なのだ」

シェフィル：だったら、よけいに行くわけにはいかないよ。

クロヴィス：そーだそーだ！　そんなところにのこのこ行くかボケ……！

ＧＭ：デュランダルはキミたちの言葉に顔色を変えず、答える。「これは、キミにとっても必要なこと。我が主がキミを思っての行動なのだがな」

シェフィル：……どういうこと？

ＧＭ：「このまま放置すれば、キミの大切な親友はやがて死に至いたる。その呪いを解除するためには、マビノギオンは必要だ。そしてそのマビノギオンは、今や我々の手の内にある」

シェフィル：……取り引き、ってこと？

ＧＭ：「そうだ。悪い取り引きではないと思うが？　それに、あの方はこうもおっしゃっていた。『子こ供どもの時からグランジとともに、手塩にかけて育てた子供たちをただ殺してしまうのは忍しのびない。せめて育ったキミたちにチャンスを与あたえたい』と」

クロヴィス：こ、こいつ……えらい尊そん大だいになりやがって！　最初の登場ではただのザコキャラみたいな発言してたのによぉ！

ＧＭ：知らないよっ!?（一同爆笑）

クロヴィス：それで？　チャンスってのは？

ＧＭ：「もしも主が勝てば、〝漆黒の刻印〟を主が手に入れる。キミたちが勝てば、マビノギオンをキミたちが手に入れる。条件は、五分だ。ちがうか？」

シェフィル：でも、本当にそうしてくれるとは限かぎらないでしょ？

ＧＭ：「我が主は、嘘を言わんよ」

一同：いやいやいやっ!?（笑）

クロヴィス：ロイドはずっとオレたちをだましてたじゃねーかよ！　イリアのことも、ミラのこともだましてただろ！

ＧＭ：デュランダルはしれっとして答える。「主は、だましたつもりはまったくなかったのだ。それはただの結けつ果か論ろんに過すぎない。それは悲しき運命の連れん鎖さに果てに生まれた、単なる状況に過ぎないのだ。それは、嘘とは言わない」

クロヴィス：こ、こいつ、あー言えばこー言う……！（笑）

シェフィル：それに運命とか関係ないし……（笑）。

ＧＭ：「運命さ。シェフィル・グラニー、キミが〝黒の刻印〟を手にしなければ、もっと状況はシンプルだったのだ」

シェフィル：どういうこと……？

クロヴィス：〝刻印〟がゾハール教団の手に渡っていれば、って言いてぇのか？

ＧＭ：「そのとおり。さすれば、ロイド様はなんのためらいもなく、ゾハール教団から〝刻印〟を奪うばい取とったはずだ。キミの存在が、状況をややこしくしてしまったのさ」

イリス：……。

ＧＭ：「我が主には、その〝刻印〟が必要なのだ。キミが手にしてしまったのは、不幸だと言わざるを得ない」　……一話のクライマックスを思い出してほしい。あの時のボスであるゾハール大神官は、一度自分の身体に〝黒の刻印〟を刻きざみつけていたろう。

イリス：……そうですね。

ＧＭ：ロイドは、最終的にはあの大神官をぶっ殺して〝刻印〟を奪うばおうと思っていた。だがシェフィルたちが乱らん入にゆうし、その結果、〝刻印〟はキミに移うつってしまった。

カナデ：ロイドの計画が狂くるったんですね。

ＧＭ：だな。だからロイドは、シェフィルを殺して〝刻印〟を手に入れるしかないと考えるようになったんだ。

シェフィル：なんのために〝刻印〟が必要なの？

ＧＭ：……デュランダルは目を伏ふせて首を振る。「それは、主の口から直ちよく接せつ聞いてほしい」

クロヴィス：わかった。……いや、よくわかんねーけどよぉ、どうするよ、シェフィル？　こいつ、嘘言ってるように見えるか？

カナデ：うーん……でも、この状況で嘘を言う意味はないと思います。

シェフィル：うん、わたしもそう思った。

イリス：しかし、むざむざと罠わなの可能性がある場所に向かうわけには……。

クロヴィス：そうだよなぁ。いくらマビノギオンがあるっつってもなあ。

ＧＭ：「だがキミたちが来なければ、六〇日後にミラが、さらに二〇〇日後にはシェフィル君……キミも死ぬだろう」

一同：…………。

ＧＭ：「それはあまりにも悲しいことだろう……と、我が主は慈じ悲ひの心をもって、キミたちに言っている。にちがいない」

一同：おい。

シェフィル：……ねえ、ミラちゃんは、必ず助かるの？

ＧＭ：「キミたちが、主に勝てるのならばな。少なくとも〝武具〟を集めるのは容易になるかと思うが？」

シェフィル：…………。

ＧＭ：「…………」

シェフィル：───わかった。行くよ。

イリス：シェフィルっ!?

クロヴィス：お、おい、でも勝ち目が……。

シェフィル：でも、デュランダルさんが言うとおり、こっちに選せん択たく肢しはない。こっちから出向かなければ、ミラちゃんが死ぬ。わたしも死ぬ。ロイドさんは、〝黒の刻印〟をほしがってる。時間切れを待って……わたしたちが死んだあと、〝刻印〟を回収すればいいだけ。ですよね？

ＧＭ：「……フ」　デュランダルは瞳ひとみを閉とじて、口元に笑みを浮うかべるのみ。

クロヴィス：沈黙をもって肯こう定てい、か。

ＧＭ：「では、ひとつだけこちらからも、条件を出させてもらおう」

イリス：後出し……っ!?

ＧＭ：「条件と言っても、至し極ごく当然のことだ。主のいる場所には、キミたちだけで来ていただきたい。当然、主との決着がつくまで神殿等への連れん絡らくはご遠慮願いたい」

カテナ：…………ですよね（←考えてたらしい）。

ＧＭ：「そして、もうひとつ」

クロヴィス：さっきひとつって言ったろうっ!?（笑）

ＧＭ：ごめん、言い忘れた（笑）。こっちはしごく簡かん単たんだ。指定した場所には、三日後の〇時……まあ、日時の指定だ。

シェフィル：それは問題ないです。

ＧＭ：「よろしい。もし、約束が果たされない場合、我々は即座にマビノギオンと共に姿を消す。そして、ミラ君が死を迎むかえるまで現あらわれることはないだろう」

イリス：く……人ひと質じちですか……（笑）。

ＧＭ：人質ではないだろう。キミたちが約束を破やぶらなければ、それでいいんだ。

カナデ：……たしかに。

シェフィル：いいですよ。もとより、約束は守るつもりだし。

ＧＭ：「……結構。では、キミたちが来られるのを、楽しみにしている。主がおられる場所は───ここだ」　そう言って、彼は封ふう筒とうをピッ、と指で弾いてシェフィルに飛ばす。

シェフィル：指で挟はさんでキャッチします！（笑）

ＧＭ：「……再びお会いできることを楽しみにしている。では───」　その言葉と共に。彼はその場よりかき消えた。

イリス：あ。

クロヴィス：……行ってしまった。

シェフィル：ロイドさんが待っている場所ってどこ？　封筒を開けます。

ＧＭ：そこに入っていたのは一いち枚まいの地図だ。それは、とある遺い跡せきを指さし示しめしている。冒険者たちが入ることもないような、うち捨すてられた遺跡だね。この場所から、およそ二日の位置にある。

シェフィル：……わかった。

クロヴィス：約束の日が三日後、移動に二日か。ということは、一日の余裕があるな。なにができるわけじゃないが……休養くらいはとれるか。

カナデ：ロイドさんについて、情報を集めたいところですけど……。

クロヴィス：このままじゃ、勝てねえよなあ……（笑）。

イリス：せ、正せい義ぎと、共を想う心があれば……！

ＧＭ：「───無理だね」

一同：へ？

ＧＭ：「あんたら、戦うなって言ったはずだよ」　いつのまにか部屋のドアのところに、イリアが立っていた。

シェフィル：イリアちゃん！

クロヴィス：また出てきやがった！（笑）

ＧＭ：「で？　戦いに行くんだろう？　その友を想う心とやらを持って」

イリス：いや、まあ……（笑）。

ＧＭ：「死ぬよ」

一同：…………。

ＧＭ：「それに、ロイドを殺すのはあたしって決めてんだい。邪じや魔まをしないでおくれ」　不ふ機き嫌げんそうに、イリアが冷たく言い放つ。

シェフィル：ごめんね。でも、今回は譲ゆずって。時間があまりないの。

ＧＭ：「………………はー、やれやれ。なんて甘ちゃんだい。やっぱりグランジは育て方をまちがえたよ。戦力分ぶん析せきすらできないなんてね」

クロヴィス：いえね？　その分析すべきデータすらオレたちは持っていないわけで……。

シェフィル：えと……イリアちゃんは……ロイドさんと、戦ったんだよね？

ＧＭ：「ああ」

シェフィル：だったら、戦闘のアドバイスがほしい。ロイドさんは、いったいどんな力を持っているの。不死って話は聞いたけど、どうやって破やぶるの。

ＧＭ：「それをしってりゃ、あたしが殺してるよ」

カナデ：そ、そりゃそうですよね……（笑）。

イリス：だめですか……。

ＧＭ：「…………あたしが話せる情報はふたつ、だ」

一同：え？

シェフィル：教えてくれるんだ？

ＧＭ：「わかってることだけだよ。分析は自分でやんな」

カナデ：それで十分です～。

ＧＭ：「……ひとつ。ロイドはゾハールの力に依い存そんした〝結界〟を持っている」

クロヴィス：……無む敵てき結界ってやつだな。

ＧＭ：「そうさ。どんなダメージも完全に０にするという無敵の結界さ」

イリス：もう、その時点でどうしようもないという。

ＧＭ：「でも、今はその結界は機き能のうしてないよ」

一同：え!?

シェフィル：どういうこと？

ＧＭ：「……ブリギット村であたしらと戦った時、ゼロがカラドボルグの一撃で結界をぶっ壊こわしてね。それ以い降こう、結界は修しゆう復ふくされていない」

クロヴィス：よくやったぞ、ゼロ！（笑）

カナデ：ただの触しよく手しゆ好きじゃなかったんですね～（笑）。




　この際さい、触手はなんの関係もないぞ。




クロヴィス：ダメージが通らないということはない、ってことだな！

ＧＭ：「ああ。ただし、ダメージが通るとは言ってもあの男は不死身だ。殺しても殺しても蘇ってくる。それがお前たちに教えるべき、もうひとつの情報さ」

クロヴィス：つまり、その秘密を……破る方法を知っていると……っ！

カナデ：勝った！（笑）

ＧＭ：「そんなの知ってるわけないだろうっ!?」

一同：意味ないじゃんっ!?

ＧＭ：だが、ここでニヤリと不ふ敵てきな笑みをイリアは浮かべ……一冊のノートをテーブルの上に投げた。「ここになんかヒントがあるかもしれない。自分たちでヒントを探さがすんだね」

シェフィル：なに？　これ。

ＧＭ：そのノートには、こんな表題が書かれている。『───ロイド愛の記録　イリア』

一同：………………。

クロヴィス：…………イリアさん？（←微び妙みような笑顔）

イリス：な、なにやら、ハートのシールとかついてそうですね。

クロヴィス：しかも表紙を超ちようデコってあったり……（笑）。

カナデ：ページを開くと……？

ＧＭ：「今日もロイドはりりしい。朝からパンを三つもたいらげた」

一同：…………。

ＧＭ：ロイドとの生活で、イリアが書かき留とめた様々な日にち常じようのサムシングが細かい文字でびっしり書かき込こまれている。

シェフィル：か、関係ない……絶ぜつ対たいに関係ない……（笑）。

カナデ：他には……。

ＧＭ：そうだな。「○○騎き士し団だんと対決」とか、「○○の山さん賊ぞくと対決」とか、「今日は竜りゆう退たい治じをした」とか……ロイドの戦いが記録されている。

クロヴィス：（イリアになって）「騎士団フルボッコ、きゃー素す敵てき！」…………（素に戻り）って、なんでこんなにロイドの生活を四六時中見続けてるんだよっ!?（一同爆笑）

イリス：ただのストーカーじゃないですか、イリアさん！

ＧＭ：知らんがなっ!?（笑）

クロヴィス：ここここ怖いっ!!　キモイっ!!　この女……っ!!（大爆笑）

カナデ：なにか、有用な情報は……もうちょっと細かい内ない容ようを読む（笑）。

ＧＭ：戦闘に関しては、それぞれ一行しか書かれてないな。「ロイド、ピンチ！　やっぱり中級魔族は強いわ～四回も死ぬなんて」「今日は圧あつ勝しよう！　蘇よみがえりなし」「今日はついに撤てつ退たい、六回死んでも倒たおせないなんて～。でも、蘇る限かぎり、いつかは勝つはず。がんばれロイド、明日があるさ」「おっと、今日はミスで一回、蘇り♪　蘇る時の、あの不敵な笑みがたまんないの」

一同：………………。

クロヴィス：この女、脳のうが……。

カナデ：というか中級魔族って……ふだん、どれだけハイレベルの任にん務むをこなしてるんですか……（笑）。

イリス：つ、使えない日記……（笑）。

カナデ：…………ほんとに……………………あれ？

一同：う？

カナデ：もしかして……ちょっと、戦闘の記録、いくつか書き出してもらえます？

ＧＭ：う？　いいよ。適てき当とうに抜ばつ粋すいして……こんな感じだ。
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ＧＭ：……と、これでいい？

カナデ：（←書き出されたメモを見ている）

シェフィル：カナちゃん？

カナデ：もしかして…………ねえ、これを見て気づくことありませんか？

シェフィル：え？

クロヴィス：………………あ？　もしかして……。

シェフィル：あ。

イリス：？　撤退してる時は、いつも六回蘇ってますね。

カナデ：もしかしてこれ……。




　と、おもむろに自分の考えを話し出すカナデ。

　その話を聞いて、他の四人の反応は───。




一同：それだ─────────っ！（笑）

クロヴィス：な、なるほど……っ、この記録からじゃ細けえことはわかんねーけど、その可能性はでかい……！　いや、おそらくまちがいねえわ！

シェフィル：カナちゃん、えらいっ！

カナデ：参さん謀ぼうですから～（笑）。

クロヴィス：イリア、質問だ。データ的にはロイドが生き返ってくるのは、戦闘不ふ能のうから蘇ってるのか？　それとも、死亡から蘇ってくるのか？

ＧＭ：戦闘不能の状態から、だね。イリアの日記から読み取る限りは、だけど。

イリス：蘇ると、【ＨＰ】は全ぜん回かい復ふくするんでしょうか？

ＧＭ：さすがにそこまではわからない。

シェフィル：でもありがとう、イリアちゃん！　なんとかなるかも！

クロヴィス：ごめんよォ、キモいとか言っちゃって……！（笑）

ＧＭ：「な、なんだい気持ち悪いね。あたしの日記、役に立ったのかい？」

一同：すごく！（笑）

ＧＭ：「……そうかい。なら、よかったよ」

クロヴィス：あとは、ほんとに無敵結界さえ機能してなければ……。

ＧＭ：「そこは保ほ障しようするよ。あたしを信じな」

カナデ：でも、それは証しよう拠こがないので～……。

ＧＭ：「……ったく、疑うたぐり深ぶかいねえ……」　イリアは、額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、強い笑みを見せたまま───背せ中なかを壁にこするように、その場に崩くずれ落おちた。

一同：は？

ＧＭ：さっきまで彼かの女じよがもたれかかっていた壁には、べっとりと血のあとが。

一同：イリア──────っ!?

クロヴィス：イリアをひっくり返して、背中を見ると……!?

ＧＭ：うん、ひどい怪け我がをしている。壁にもたれかかりながらでも、おそらく相当な苦く痛つうだったはずだ。「だから言ったじゃないか。無敵結界は、機能してないって……」

クロヴィス：お、お前……ひとりでロイドに戦いを挑んだのか!?

ＧＭ：「ああ。あたしの攻撃でも、あの男に傷きずはつけられた。結界は、機能してなかった。でも、やっぱり……２レベルじゃ、ダメだねえ……」（一同大爆笑）

イリス：それはだめでしょうっ!?（笑）

ＧＭ：「ロイドは、あんたたちに任まかせるよ。もし生き残ったら、次はまたあたしがまた挑いどむだけさ」

シェフィル：イリア……。

ＧＭ：「ま、あんたらもあの男にいろいろ教わったんだ。戦う権けん利りはあるよ。特にクロヴィス。あんたはロイドにさんざんかわいがられていたしねえ。他人の気がしないよ」

クロヴィス：奇き遇ぐうだな。オレも昔からそう思ってた。ま、見てろよ、姉あね御ご。なんだったら、ロイドの奴を連れて帰ってきてやっからよ。

ＧＭ：イリアは目を細めてクロヴィスを見る。「ああ、期待してるよ。ぶん殴なぐってでも、連れて帰ってきてくれ」

シェフィル：ふっ……（←笑いをこらえている）。

クロヴィス：……すごい不思議な気分！　だがここで、イリアを持ち上げても変でキモイって感じがする！（笑）

ＧＭ：それじゃあ、にやっと最後に笑って、その場にずるずると崩くずれ落おちようか（笑）。

クロヴィス：あ、姉御!?　しっかりしろ!?

ＧＭ：「───は、あたしはもう駄だ目めさ」（一同爆笑）

クロヴィス：死ぬなよっ!?　というか、オレのＰＣを殺すんじゃねえっ!?（笑）

ＧＭ：……まあ、こんなとこかね。そろそろこのシーン、終わらせようか。予定外のデュランダル登場イベントなんか作ったせいで長くなったわ！




　そもそもシナリオには、デュランダルのデの字もない。

　予定にないイベントを入れたんだから、長くなって当然である。




クロヴィス：よっし……っ！　じゃ、行ってくるよ、姉御。

シェフィル：行ってきますっ！

ＧＭ：「……ああ、気をつけて行っておいで」　キミたちが意い気き揚よう々ようとその場所へ向かう、といったところでシーンを切ろう！

一同：おう……！（笑）







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆決別




　指定された地下神しん殿でん───そこに伸のびる薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、奥おくへ奥へと進んでいく。

　心に抱いだく想いはそれぞれちがえど、感じる予感はただひとつ。

　お互たがいに引けない戦いになる……それだけだった。




ＧＭ：さて、クライマックスフェイズだ。全員一いつ緒しよに、デュランダルに指定された場所へ行った……ということでいいかな？

一同：はいっ！

ＧＭ：では、薄暗い地下遺い跡せきの中、キミたち四人はまっすぐに伸びる通路を歩く。そこは放ほう棄きされてからかなりの時間が経たっているんだろう。ところどころ崩ほう落らくしているね。

シェフィル：…………。

ＧＭ：しばらく通路を歩くと、ふいに視し界かいが開けた。そこは、かつて礼れい拝はい堂どうの機き能のうを与あたえられていたのであろう、広大な空間だった。

クロヴィス：……ここか。

カナデ：室内を見回すと……？　礼拝堂ってことは、地下神殿って感じ？

ＧＭ：そうだね。しかしそこはもはや、神しん像ぞうひとつなく、部屋の四方を囲む壁かべは崩くずれ去さってもはや跡あと形かたもない。壁の向こうにあったであろう、土中からせり出したむき出しの岩が部屋を覆おおっている。そして、部屋を満たすのは……ほのかなローズ色の、光。

シェフィル：ローズ色？

ＧＭ：そうだ。部屋の奥には、一冊さつの本を封ふうじた巨きよ大だいな薔薇ばら色いろの水すい晶しようが立っており、そこから放たれる光が部屋を照らし出している。

シェフィル：マビノギオン！

ＧＭ：そのとおりだ。そして、さらにその奥……壁の少し高い場所に、オブジェのように掛かけられているのはもうひとつの大きな水すい晶しよう体たいだ。

シェフィル：マスターシーンで、ロイドさんが見ていたものだよね。あれ、そういえばロイドさんは？　部屋に入って見回すけど……。

ＧＭ：とりあえず、視界内にはいないようだ。

クロヴィス：ち、せっかく客が来たってのにお迎むかえなしかよ。

ＧＭ：その代わりといってはなんだが……部屋に踏ふみ込こんだシェフィルを招まねき入いれるかのように、マビノギオンを封ふうじた水晶が明めい滅めつを始める。同時に、シェフィルの〝刻こく印いん〟も呼こ応おうしてかすかに光を放つ。

シェフィル：〝刻印〟が……。

イリス：本当にロイドさん、いないみたいですね。マビノギオン、回かい収しゆうできるのでは。

一同：…………。

ＧＭ：シェフィルが触ふれれば、回収できるね。

シェフィル：触さわっちゃおう！

クロヴィス：すぱっとな……！

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、四人は部屋に入り……シェフィルがそっと水晶の表面に触ふれると、薔薇ばらの水晶があっさり砕くだけ散ちった。そして光があふれ……ふわり。キミの手元にマビノギオンが収おさまる。

シェフィル：これが、マビノギオン。

イリス：あの、もうひとつの水晶を見てもいいですか？

ＧＭ：もちろん。高さ二メートルほどもあるその水晶は、光を発するようなことはない。ゆえに見えにくいのだが……その中には、小さな人ひと影かげのようなものが埋うめ込こまれているとわかる。しかも、女の子だ。

シェフィル：女の子……？

イリス：え、あれ？　それって……何なん歳さいくらいですか？

ＧＭ：シルエットでしかわからないが、おそらく一〇歳さいかそこらだろう。

シェフィル：……イリス。これ、もしかして……。

イリス：はい。ずっともしかしてとは思ってましたが……。

クロヴィス：おい、マビノギオンは手に入れたんだし、とりあえずこの場から……。

ＧＭ：───と、そんなクロヴィスの言葉を遮さえぎって。「よお、この戦いの報ほう酬しゆうは受け取ったか？」　ふいに、相手をおちょくるような男の声が室内に反はん響きようした。

シェフィル：このまま持ち帰れると嬉うれしいな～？（笑）

ＧＭ：「おいおい、そりゃあルール違い反はんってなもんだろ？」　面白そうに言うのは、部屋の端はしで腕うでを組み、壁にもたれているロイドだ。村で一緒に過すごした時のように、どこか横おう柄へいで、しかし子こ供どものような無む邪じや気きさで、キミたちに言葉をかけている。

クロヴィス：……おっさん、久ひさ々びさだな。

ＧＭ：「おお、クロか。久々だな」

クロヴィス：ホントはさっさとぶん殴なぐっちまってもいいんだけどよ……ぉ。

シェフィル：待って、ちゃんと話をしたい。

クロヴィス：だとよ。オレらの大たい将しようが、話をしてぇって言うから、少しだけ待ってやる。

ＧＭ：「そりゃ、どうも」　その言葉にロイドはシェフィルを一いち瞥べつする。「いやー、悪かったなあ、シェフィル……こんなことになっちまってよぉ。お前を殺さなくちゃいけなくなっちまった」

シェフィル：……嘘うそだよね、ロイドさん？

ＧＭ：「嘘じゃねぇよ。オレは嘘と梅うめ干ぼしが昔っから大っ嫌きらいなんだ。知ってるだろ？」

シェフィル：ねえ、誰だれかにだまされてるんだよね？　ロイドさんは、そんなこと言わないよね……っ。

ＧＭ：「…………」

シェフィル：ね、みんな！

一同：…………（笑）。

ＧＭ：しーんとしてる（一同爆ばく笑しよう）。

シェフィル：なんでなんでぇ───っ!?（笑）

ＧＭ：「お、お前……少し性せい格かく変わったんじゃねえか？　そんな奴やつだったか？」

シェフィル：（めげずに、可か憐れんかつ悲ひ痛つうな声で）……わたしは、優やさしいロイドさんを知ってる。ロイドさんのことを信じたい！

クロヴィス：くっ……いつものシェフィルとはとうてい思えない……！（一同大だい爆ばく笑しよう）

シェフィル：なんでよっ!?（笑）

クロヴィス：いやいやいや、すっげぇかっこいいなーと！（笑）

ＧＭ：ロイドは眩まぶしげにシェフィルを見てから、苦笑する。「はは……そんな風に思ってくれてて、嬉しいねえ。でもな、貫つらぬき通とおさなくちゃいけないことが、俺おれにはあるんだよ。俺はずっと、そのために生きてきたんだ」

クロヴィス：あ？　ゾハールを覚かく醒せいさせて世界を支し配はい下に置くとか、そんな陳ちん腐ぷな計画か？

ＧＭ：「馬ば鹿かたれ、お前は俺と何年付き合ってんだ。それは教きよう団だんの目的だろ？　なんでこの俺があんなクソ神しん竜りゆうを蘇よみがえらせる必要があるんだ。俺は、そんな陳腐な計画にははじめっから興きよう味みはな……」

シェフィル：（凛りんとした声で）……その水晶の中の女の子のため、だよね。

ＧＭ：「……そうだ。オフェーリア───かわいくて愛おしい、俺の……娘むすめだ」　そう告げて視し線せんを転じ、水晶……いや、水晶の中に封ふうじられた女の子に優やさしい眼まな差ざしを向ける。

シェフィル：…………。

イリス：では、やはりあなたは……。

シェフィル：───ロヴレント。

ＧＭ：その言葉に、ロイドは少し驚おどろきの表ひよう情じようを見せる。「……くく、その名前で呼よばれるのも、久ひさしぶりだな。でも、なんでお前が知っている。イリスならともかくよ」

イリス：では、あなたはあの時、幼おさない子供を抱かかえていた男ですか。

ＧＭ：「へー、お前……少しは記き憶おくが戻もどってたんだな。そうだ、八〇〇年前……自分の娘を助けるために、ゾハールとくだらねえ契けい約やくをしちまった馬ば鹿かな男だ。娘を助けてもらう代だい償しように、ゾハールのために働く〝守しゆ護ご騎き士し〟になった」

イリス：……やはり、あの夢ゆめで見た男でしたか。

カナデ：あの、どういうことでしょう……と、質しつ問もんします。そういえば、ふたりが見た夢の話は聞いていない気がします（笑）。

シェフィル：かくかくしかじかなの、カナちゃん。

カナデ：なるほど～（笑）。

シェフィル：え、ちょっと待ってください。八〇〇年前、あなたは娘さんを助けてもらったんですよね？

ＧＭ：「───ああ」

シェフィル：じゃあ、あの時の娘さんがなんで今、その水晶に封じられているの？　〝黒の巫女みこ〟の力の半分で生命は助かったはず……。

ＧＭ：「……助かったさ。一回は、な」

クロヴィス：一回は……？

ＧＭ：「そうだ。八〇〇年前の……あのくそくだらねえ、〝巫女〟同士の殺し合いなんてのが始まるまでは、なんの問題もなかった」

シェフィル：……？

ＧＭ：「わかんねえか？　〝薔薇の巫女〟同士が殺し合ったんだぞ？　生き残れるのは、たったのひとり。俺の娘は……オフェーリアは、〝黒の巫女〟の力で生命を支ささえてもらっていたんだ」

カテナ：あ。

クロヴィス：どういうことだ？　オレ、馬鹿だからよくわかんねぇぞ？

カテナ：ほら、〝巫女〟同士が殺し合う中で、もし〝黒の巫女〟が死ぬようなことになったら……それに支えてもらっていた、ロイドさんの娘も……。

ＧＭ：「そういうことだ」

イリス：な、なるほど……たしかに僕ぼくも負けて、主だった〝黒の巫女〟を殺されてしまったわけで……。そうか、あそこで僕が負けていなければ……！

ＧＭ：「あ、わりぃ。そこにお前の責せき任にんはないんだわ」

イリス：は？

ＧＭ：「あー……憶おぼえているか、イリス。お前の〝巫女〟が殺された時のこと」

イリス：覚えています。忘わすれもしない……！

ＧＭ：「黒い鎧よろいを着た〝騎士〟が、お前の〝巫女〟を殺したろう？」

イリス：……ええ。

ＧＭ：「あの黒騎士、俺なんだ」

イリス：なんっ、だって──────っ!?（笑）

シェフィル：え──────っ！（笑）

ＧＭ：「いやー、シェフィルが洞どう窟くつでお前を掘ほり出だしてきた時は驚おどろいたわー。いつ記憶を取とり戻もどすかヒヤヒヤしててなあ……」

イリス：で、では目覚めてから村で過ごした一〇年……僕はずっと主の仇かたきと過ごしていたってことですか……（笑）。

シェフィル：え、でもなんで？　〝黒の巫女〟を殺したら、娘も死んじゃうってわかってたはず……。

ＧＭ：「よく考えろよ、シェフィル。〝巫女〟は遅おそかれ早はやかれ殺し合いで全ぜん滅めつするところだったんだ。ならよ、〝黒の巫女〟を俺が殺してオフェーリアに〝刻印〟を移うつしてやればいい。それでオフェーリアは、少なくとも病からは解かい放ほうされる」

シェフィル：でも、呪のろいには囚とらわれちゃう……。

ＧＭ：「問題ねえよ。俺が、他の〝巫女〟をすべてぶっ殺せばいい」

一同：…………。

クロヴィス：げ、外道だ……大好きだ……（笑）。

イリス：ですが、他の〝騎士〟と〝巫女〟をすべて殺そうとするなんて、ずいぶんと分の悪い……。

ＧＭ：「そうでもねえさ。人間でありながらゾハールの〝騎士〟になったんだ。俺はその頃ころ、守護騎士の代表……筆頭守護騎士の地位にあってな。『巫女同士が殺し合うのはまちがっている！』と涙なみだながらに説いたら、みんな俺を信用しやがった。アホじゃねえか」

イリス：そうやって信じさせ、ひとりひとり殺していったと……。

ＧＭ：「ああ、一対一なら負けることはねえ。俺はゾハールから、絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ結界や不死化……いろんな力をもらったからな。ったく、あのクソ神竜、人様の身体をさんざんいじくりまわしやがって……」

クロヴィス：ホントに外道のクソ野や郎ろうじゃねえか───っ！（大爆笑）

カテナ：こ、これはひどい（笑）。

ＧＭ：「……ひどい？　なーにがだよ。騎士たる者、自分の主を最さい優ゆう先せんして守護するのは当然のこと。そうだろ、イリスよ？」

イリス：否ひ定ていできない……（笑）。

シェフィル：…………あれ、それじゃどうして娘さんは今、封ふう印いんされているの？

ＧＭ：「…………殺した〝巫女〟から、〝刻印〟を奪うばえなかったんだよ。俺は、あまりになにも知らなかった。〝刻印〟を受け入れるには、ある種の資し質しつが必要だった。だが、オフェーリアには当然、そんなものはない。〝黒の巫女〟をぶち殺した瞬しゆん間かん……〝刻印〟も同時に消えちまったんだ。〝巫女〟を失い、〝刻印〟の支えを失ったオフェーリアは、再ふたたび病に蝕むしばまれたよ───」

シェフィル：そ、それは……（笑）。

クロヴィス：だから、慌あわてて娘を封印して、とりあえず時間を止めて延えん命めいを図ったってとこか……？

シェフィル：……でも、それとわたしを狙ねらうこと、どういう関係が？

ＧＭ：「……あ？　お前、教団のアジトで資し料りよう、読んでねえのか？　わざわざ関係しそうな書類だけバラまいといてやったのによ」

カテナ：……あ。ヴァンスター帝てい国こくで研究してた、〝人じん造ぞう巫女〟の研究……。

ＧＭ：「そういうこった。オフェーリアを封じてから八〇〇年……俺はずっと研究してたデータを、すべてヴァンスターに提てい供きようした。〝巫女〟と〝刻印〟の基き礎そ資料を提供してやったのは俺だ。オフェーリアに宿った〝黒の巫女〟の力を研究材料として供きよう出しゆつもした」

カナデ：……ああ、だからヴァンスターで造つくられた〝人造巫女〟一号のフェブラリィは〝黒の刻印〟を刻きざまれていたと……（笑）。

クロヴィス：な、なんという後付け設せつ定てい……（笑）。

カナデ：……なるほどです。で、〝刻印〟を受け入れる〝資質〟の研究も完成して、娘さんにその術じゆつ式しきを施ほどこした、と。

ＧＭ：「ああ。シェフィル、お前はオフェーリアに術式を施ほどこすための、完成された検けん体たいだったんだよ。俺にとってはな」

シェフィル：…………でもじっちゃんがわたしを連れて、ヴァンスターを出て……。

ＧＭ：「ああ。研究は頓とん挫ざした。フェブラリィもあっさり死んじまって……な。ヴァンスターが研究を放棄してのちは、ゾハール教団にその技ぎ術じゆつを流してやった。あいつらに恩おんを売り、手て駒ごまにしたってわけだ」

クロヴィス：で、善ぜん人にんのふりして村に居い着ついて……。

ＧＭ：「ああ。それ以い降こうは……まあ、お前も知ってるだろ？　もう少しで〝黒の刻印〟を手に入れられるってとこで……シェフィル、てめえがその身に刻きざんじまったんだよ」

シェフィル：…………だから、わたしを殺すの？

ＧＭ：「ああ、殺す。八〇〇年前と同じ過あやまちは犯おかさない。お前を殺し、こんどこそオフェーリアに〝刻印〟を移い植しよくする。そうすれば、娘は、オフェーリアは助かるんだ……！」　腕を大きく広げ、ロイドは神に感かん謝しやでもするかのような満面の笑顔を浮うかべた。

クロヴィス：こ、こいつ……。

ＧＭ：「シェフィルぅ……俺お前が憎にくいわけじゃないんだぞ？　お前は、幼い時から面めん倒どうを見てやった。愛あい情じようがないわけじゃない……だが、娘より大事なもんはねぇんだ」

シェフィル：そんなことをして、娘さんが喜ぶと思うの？

ＧＭ：その言葉に、ロイドは無む機き質しつな表情を見せて……断だん言げんする。「あたりまえだろ？」

シェフィル：……ロイドさんは、〝白の刻印〟が生きているっていうの、知ってるよね？

ＧＭ：知ってるね。〝蒼あおの刻印〟があるのも知ってる。だからこのままじゃ、マビノギオンを手に入れても、ひとりしか助からないこともわかってる。

シェフィル：ということは、その娘さん以外、〝巫女〟は全員ロイドさんに殺されちゃう……ってことになるよね？

ＧＭ：うん、そういうこと。

クロヴィス：たぶん、ほっとくと全員殺しに行くだろうな。

イリス：〝黒の刻印〟以外は、ロイドさんにとって、邪じや魔までしかないでしょうしね……。

シェフィル：……あのね、ロイドさん。わたしが死ぬことで、この子が助かるんだったら……死んでもいいと、思う。

イリス：待ってください！　それでは、ミラも死んでしまいますよ!?　それでもいいんですか!?

シェフィル：（首を振ふる）ううん、よくないよ。……だから、わたしは死ぬわけには、いかないの。

クロヴィス：ロイドのおっさんよ。一いち応おう、言うけどな。俺たち、協力はできるんじゃねえか？




イリス：ええ。娘さんも含ふくめて、全員が助かる方法を探さがしましょう。

シェフィル：きっとみんなが助かる方法があるはずだよ！　〝呪い〟を解かい除じよしてから、あらためてこの〝刻印〟を娘さんに移植するとか……。

クロヴィス：まあ、そもそも全員の〝呪い〟の解除方法がわからんわけだが。

ＧＭ：「……解除方法はあるぞ？」

シェフィル：…………。

一同：なに───────────っ!?

イリス：新しん情じよう報ほう来ましたよ……っ!?

クロヴィス：これは話し合いに来た意味があるぜ……っ!!

シェフィル：方法、あるのっ!?

クロヴィス：おい、なんだよおっさん、さっさと言えよ～！（笑）

ＧＭ：「……おいおい、単縦なことだろ？　どうして今、〝ゾハールの呪い〟が発動していると思ってんだ？　その呪いの源みなもととなる力が、どこかに存そん在ざいするからだろ？」

クロヴィス：は？

イリス：力の源ってゾハール？　ゾハールは死にましたよね？

シェフィル：………………あ、あぁ──────っ！　魂たましい　！　魂だ！

一同：ああ……っ！

ＧＭ：「そうだ。ゾハールはまだ完全に滅ほろんじゃいねえんだよ。ゾハール教団の奴らがアホな計画を立てたおかげで魂は未だ健けん在ざい。呪いも発動しているってことさ」　…………って、くそ……っ！　話を必要以上に複ふく雑ざつにしやがって!!（一同爆笑）




　ゾハールの魂が現げん存そんするというのは『ヴァイス』シリーズで組み立てられた設定である。




カナデ：ぴよっ？（←『ヴァイス』のＧＭ）。

シェフィル：ゆーらさん……（笑）。

クロヴィス：だったらよぉ、そのゾハールの魂を滅ほろぼしゃ、呪いも解とけるのか？

ＧＭ：「ああ、そういうことだ」

クロヴィス：おお！　簡かん単たんじゃねーか！

ＧＭ：「───だめだ。オフェーリアは病にかかっている。呪いが解除されても、〝黒の刻印〟を移植する以外に、あいつが病から逃のがれる術はない」

一同：あ。

クロヴィス：いや、ほら、呪いを無む効こう化かしてから、用よう済ずみになった〝刻印〟を娘さんに移植するとかですね……。

ＧＭ：「だめだな。一度刻まれた〝刻印〟を他人に移い動どうするには、遺い伝でんか……もしくは殺して〝刻印〟を引きはがし、移植するしかない」

一同：………………。

シェフィル：でも、他になにか……。

ＧＭ：「あきらめろ、シェフィル。甘あまいこと言ってる場合じゃねえんだよ、すでに。観念して、俺と戦えや」　ふいにロイドの表情が引ひき締しまり───殺気が場に満ちる。

シェフィル：でも、でも……村で、ちっちゃい頃からあたしたちに勉強を教えてくれたじゃないですか！　ギルドの認にん可かもしてくれた！　ご飯も作ってくれた！　一緒に笑った！　泣いた時は慰なぐさめてくれた！

カテナ：いきなりいい話に持もち込こんだ……！（笑）

クロヴィス：（大爆笑しながら）……な、なんという豪ごう腕わん！（笑）

ＧＭ：「…………はー」　シェフィルの言葉に、ロイドが毒気を抜ぬかれたような表情で、嘆たん息そくした。「ほんとにお前は、いつまで立っても甘いやつだ。まあ、嫌きらいじゃねえけどな？　しゃあねえなあ……」

シェフィル：え？　それじゃ……。

クロヴィス：おい、これでまさか説得できるのか……？（笑）

ＧＭ：「シェフィル。お前に戦うモチベーションをやるよ。こいつがあれば、俺に剣けんを突つき立たてる理由になるだろう？」

シェフィル：どういうこと？

ＧＭ：ロイドは黙だまったまま、視線をある方向へ向ける。「見てみろ」とでも言うようにね。

クロヴィス：な……なんだよ？　そっちを見る。

ＧＭ：薄暗い部屋の片かた隅すみ……剣を抱かかえたまま血まみれになっている何者かが、いる。

シェフィル：……っ!!　じっちゃんっ!!

一同：そうだった！

カナデ：さっきマスターシーンを演えん出しゆつしてました……（笑）。

シェフィル：駆かけ寄よります!!　生きてるの!?
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ＧＭ：かろうじて、まだ息はあるようだ。

シェフィル：イリス！　《ヒール》してっ！

イリス：わ、わかりました！

ＧＭ：「無理だよ。一回の魔ま術じゆつで助かるような傷きずじゃねえ。これからやり合うってのに、無む駄だなことはよしとけ。力を温おん存ぞんし、眼がん前ぜんの敵てきに全力で立ち向かえ。俺も、グランジも、そう教えてきたはずだ」

カナデ：それぐらい深手ってことでしょうね。今すぐに死ぬことはなくとも、放置すればおそらく死に至いたる……。

シェフィル：じっちゃん、どうしてここに……。

ＧＭ：グランジは、薄うすく目を開けて力なく言葉を口にする。「……シェフィル、もう聞いただろう。お前の身体をそんなふうにした責任はわしにある。そのせいで、お前は生命を狙ねらわれることとなった。ならば、わしがロイドを倒たおす……それしかなかろう」

シェフィル：……。

クロヴィス：でもよ、じじいとロイドは昔、仲間とか戦友だったんじゃねえのか？

ＧＭ：「……ああ。だが、これがわしの贖しよく罪ざいなのだ。ロイドが自分の娘を助けるためにすべてを投げ打つように、わしも同じことをするだけのこと」

シェフィル：じっちゃん！　しゃべっちゃ駄だ目め……！

ＧＭ：「わしはブリギット村で〝刻印〟を封じながら、一生を全うするつもりであった。最悪の事じ態たいを招まねかぬよう、監かん視ししていたつもりだった。だが、結果的にはその逆ぎやくだ。わしがあの村にいたことで……お前に〝刻印〟を刻きざむこととなった。わしにお前の祖そ父ふを名乗る資し格かくはない」

シェフィル：じっちゃん……わたしにとって、じっちゃんはたったひとりの家族……あれ？　みんなも家族同然だって言った気が……。いち、にい、さん……（笑）。

カナデ：た、たったひとりのおじいちゃんで！（笑）

シェフィル：それだよカナちゃん！（笑）　わたしにとって、じっちゃんは、たったひとりの、本当のおじいちゃんだよ……！

イリス：いい台詞せりふだ。

ＧＭ：グランジは感かん激げきに身を震ふるわせ、ぽろりとひと筋すじの涙を流す。「……まだ、わしをそう呼よんでくれるか……ならばシェフィルよ……」

シェフィル：……はい。

ＧＭ：「……戦えぃ！」

一同：えぇ──────っ!?（大爆笑）

クロヴィス：もっと他にいい言葉はないのかっ!?（笑）

カナデ：台無しですよ、グランジさん！（笑）

ＧＭ：「ふざけているわけではない。このままお前が朽くちれば、ミラも死ぬ。ゾハールの覚醒すらあるかもしれぬ。それはお前の望む結果ではあるまい」

シェフィル：でも、そのためにはロイドさんには勝つ、わたしたちが……？（笑）

ＧＭ：……がしっ!!　肩かたを力強く掴つかみ、グランジは言う。「お前になら、できるっ!!」（一同爆笑）

イリス：おお───っ！　じーさんかっこいい───っ！（笑）

ＧＭ：「わしの育てたお前たちだ!!　お前ひとりじゃない、カナデもいる、イリスもいる、クロヴィスもいる……!!」

シェフィル：わたしが、ロイドさんを殺す……？

ＧＭ：「では、逃にげるか？　だが、お前がここで戦わなければみんな死ぬ！　恨うらむならわしを恨うらんでくれ。これは、お前に戦いの運命を背せ負おわせてしまった、わしの罪つみだ」

シェフィル：…………。

クロヴィス：シェフィルよぉ。なにも、ロイドのおっさんを殺そうってんじゃねーんだ。

シェフィル：殺る気だよ？　とどめも刺さすよ!?（しれっと）

イリス：もうちょっとオブラートに包みましょうよ（笑）。

シェフィル：じっちゃん、わたし、行ってくる！　だから、そこで見ててね！

ＧＭ：「───ああ。行け、シェフィル。愛しい孫よ」　そう言って、グランジはすうっと瞳ひとみを閉とじて───。

シェフィル：し、死んじゃう───っ!!（笑）

ＧＭ：「───だ、大丈夫」（一同大爆笑）

シェフィル：わかった。……じゃあみんな、いこうっ!!　すっと立ち上がります。

ＧＭ：話が終わったのを見計らい、ロイドが言う。「……話は済すんだか？　じゃ、そろそろおっぱじめるとするかね？」　肩をコキコキと鳴らしながら無む造ぞう作さに近づいてくるロイド。「……悪いな。お前たちに俺は殺せねえ」

シェフィル：不死身だって言いたいんだよね。でも、それを破やぶる方法は見つけたよ。

ＧＭ：「あ？」　不ふ愉ゆ快かいそうに、眉み間けんにしわを寄よせる。

シェフィル：ロイドさんは不死身だけど、不死身じゃない。イリアの記録したノートが、それを証しよう明めいしてくれた。ね、カナちゃん。

ＧＭ：「……ほう。聞こう？」

シェフィル：はい、カナちゃん解かい説せつ！

カナデ：こっちに振るんですか！（笑）　え、えと……ロイドさん、あなたの生き返る能のう力りよくは、回数制せい限げん付つきなんです。

ＧＭ：「…………」

カナデ：おそらく、一回のシナリオでそれを使えるのは六回まで。だから、六回生き返った時はそのあとはいつも撤てつ退たいしていました。無む限げんに生き返れるのなら、撤退する必要はない。そうですよね？

ＧＭ：「…………」

クロヴィス：残念だったな、ちょっと極きよく端たんすぎたぜ、六回生き返るまで撤退しないってのは。記録を見れば、あきらかだぜ。

ＧＭ：「…………《絶対不死》ってんだ、この能力は」

一同：え？

ＧＭ：「やれやれ。イリアの奴……よけいな記録を録っていたもんだぜ。正せい解かいだよ、ほめてやる。だがな、だからと言って……俺が六回使い切るまでに、お前たちが全滅しないって保ほ障しようはねえ。そうだな？」

クロヴィス：六回？　本当に六回も……使えるのか？

ＧＭ：「なに……？」

シェフィル：ロイドさん、じっちゃんと戦って……何回、《絶対不死》を使った？

ＧＭ：「…………フン、そのとおりだ」　ニヤリ、とロイドがほくそ笑む。さあ、ここでダイスを一個こ振ふってもらおう！

シェフィル：一個!?（笑）

ＧＭ：一個こだよ！（笑）その出目を２で割わった数字分、グランジがロイドの《絶対不死》を削けずったことにする。

シェフィル：あの、フェイトでダイスの数を増ふやすのは……（笑）。

ＧＭ：駄目です！（笑）

シェフィル：しょうがないな……えいっ!!（ダイスを振る）…………６───っ！

一同：よし───……っ!!

ＧＭ：じゃあ、その半分だから、ロイドは三回グランジに倒たおされてるということだな。

イリス：ちょ、グランジさんが全力で戦って三回って……残り三回、僕たちに倒たおせるんですか!?（笑）

クロヴィス：ま、グランジのじーさんはよくやってくれたよ。ま、歳としってことかな！（笑）

ＧＭ：「……ぬかせ」とグランジが呟つぶやいた。

クロヴィス：あっはっは！　でもよぉ、一回でも十分だ。

シェフィル：そういえばさ……デュランダルさんはどうしたの!?（笑）

ＧＭ：だからもともとそんなＮＰＣはシナリオにいなかったんだって!!（笑）

クロヴィス：デュランダルは、主に忠ちゆう誠せいを誓ちかっているゆえ、その戦いに手を出したりしないんだよ。主が死んだら、全力で挑いどんでくるだろうけど。

ＧＭ：なるほど。いいね……って！　それじゃデュランダルを次回も出さないといけないじゃないか！（笑）

クロヴィス：がんばって（笑）。

イリス：またもどうでもいいエキストラが重要キャラに昇しよう格かく……（笑）。

クロヴィス：あのザコが、オレたちがピンゾロとか振ったせいで超ちよう強つよいキャラになってしまった……ＴＲＰＧならではだなあ（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、ロイドは、どこか無邪気さを感じさせる笑みを浮うかべ……言った。「じゃ、楽しくいこうぜ？」

シェフィル：みんなのためにも……負けない。ロイドさん、今までありがとうございました。今まで教わったことすべてをぶつけて……全力でいきます！

ＧＭ：「おう、来てみろガキ共……！　俺がいなくてもやっていけるってところを、見せてみろや！」　───では、戦せん闘とうを開始しよう！
















◆Climax02◆すべてを出し切って




　それは、これまで学んできたことをすべて出し切る戦いだった。

　過か去ことの決別であり、

　未来の証明であり、

　そして───恩おん師しへの恩おん返がえしでもあった。




ＧＭ：エネミーの配置だが、敵はひとり。ロイドのみ！

カナデ：力強く配置！（笑）

シェフィル：距きよ離りは何メートル？

ＧＭ：一〇メートル離はなれてる。

シェフィル：じっちゃんまで何メートル？

ＧＭ：じいちゃんは今エキストラだから参戦しない（笑）。

シェフィル：……娘を攻こう撃げきすることはできないんだよね？

ＧＭ：したいの？（笑）

シェフィル：んーん？　うふふ（笑）。

カナデ：はっ……娘さんを殺せば、ロイドさんに戦う理由がなくなります（一同爆笑）。

クロヴィス：その考えは外道すぎるっ!!（爆笑）

イリス：たしかにロイドさんと戦う理由はなくなりますけど───ぉっ!?（笑）

ＧＭ：「だがお前たちを殺す理由はできたなあ───っ!?」ってなると思う（笑）。

イリス：ですよね、八〇〇年分の怒いかりですよ!!（笑）

シェフィル：でもミラちゃんは助かるかもしれない！（笑）

イリス：だから、外道すぎますよ!?（笑）

シェフィル：あ、ちなみに、マビノギオンはわたしが持ってるのかな？

ＧＭ：アイテムとして所持してていいよ。

クロヴィス：どんな効こう果かなんだ？

ＧＭ：マビノギオンの効果は、対象をシーンから退たい場じようできなくさせる、だ。これはいつでも宣せん言げんできる。

イリス：つまり、使えばロイドを逃にげられなくすることができるんですね。

ＧＭ：簡かん単たんに言うと、そういうこと。

シェフィル：意味あるのかな？

カナデ：さすがにロイドさんも逃にげないでしょうしね。

クロヴィス：今回は使えなくても、この先、役に立つことはあるだろ。

シェフィル：マビノギオンの効果は一回しか使えない？

ＧＭ：一シナリオに一回だね。

クロヴィス：最悪、ひとりだけ残った状じよう態たいでマビノギオン使って、他の三人が逃げるって手が使えるな。

イリス：それ、残った人は死にますよね？

クロヴィス：だな。だから最悪の場合なんだけど……なんかやりそうな気がするなー。三巻かんだから誰だれか死ぬ気がしてならねーし（笑）。

シェフィル：じゃあわたしが！（笑）

ＧＭ：いやいや。シェフィルが死んだらキャンペーン的に終わりだし、イリスも死ぬところじゃないから、やるならクロヴィスかカナデのどっちかだよね（笑）。

クロヴィス：嫌だっ!!　読者の記憶に残るが嫌だっ!!（一同爆笑）

カナデ：カナデだって嫌です（笑）。

イリス：最悪の場合にならないよう気をつけましょう（笑）。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

ロイド　　　　　　14

イリス　　　　　　４
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ＧＭ：では第一ラウンドのセットアッププロセスだ。

クロヴィス：まずは俺だな。《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》。（ダイスを振る）危ねえ、１、２で発動。フェイトを３点使用して、８Ｄ振るぜ。（ダイスを振る）うわ、低い！　21点ダメージ上じよう昇しよう。

ＧＭ：８Ｄ振って21はたしかに低いな。

カナデ：次はカナデ。いつもどおり《クイックソング》＋《エチュード》で15点ダメージ上昇。

シェフィル：次はわたしね。《陣じん形けい》使う？

カナデ：使っちゃいましょう。

シェフィル：じゃあ、《陣形》……！




　この移動でイリスとクロヴィスがロイドにエンゲージし、シェフィルとカナデは別々のエンゲージに分かれた。




ＧＭ：まあ、そう移動するよな。じゃあ、ロイドはどこか嬉うれしそうな表情で、突つっ込こんできたイリスとクロヴィスを見る。

クロヴィス：え、罠わな？

ＧＭ：え、ちがうちがう（笑）。「へえ、連係のとれたいい布ふ陣じんだ」と褒ほめるよ。

クロヴィス：じゃあ、俺はむかついたようにフンと鼻をならす。「褒ほめたってなんにも出ねえぜ……ちょうどいい機会だ、言ってやる」

ＧＭ：怪け訝げんそうにロイドはクロヴィスを見る。「なにがだよ？」

クロヴィス：「俺はてめえが気にくわねえんだ。イリアの姉あね御ごに、いつもいつも厄やつ介かいばっか掛かけやがってよ！」と、自分のキャラクターを持ち上げる（笑）。

ＧＭ：「まあ俺も、ちっとは悪いと思ってるよ……だが、性しよう分ぶんでな！」

シェフィル：《陣形》が終わったら、わたし自身はないので終わり。

ＧＭ：では、ロイドだ。《クイックソング》《エチュード》でダメージを＋15点する！（ダイスを振る）……成功！　神とゾハールを讃たたえる賛さん美び歌かを歌うと、彼かれがまとっている魔ま力りよくが増ぞう幅ふくする。

イリス：最後は僕。《プロボック》です。とりあえずシェフィルにいかないようにしておきたいなと。

ＧＭ：……なるほど。

イリス：（ダイスを振る）出目は７なので達成値17。

ＧＭ：たぶん、それはファンブルしない限かぎりは成功。ロイドの【精せい神しん】は17ある。（ダイスを振る）うん、ファンブルしないで成功。

クロヴィス：問題外か。

イリス：ちぇ。

カナデ：《プロボック》は通じないですね。

ＧＭ：「イーリスー、お前は優しすぎる。挑ちよう発はつするなら、遠えん慮りよせずに徹てつ底てい的てきにやりやがれ」と呆あきれたように言うぞ。

イリス：小細工は通用しませんか……なら、正面からぶつかりましょう。八〇〇年前の巫女の仇、今こそ取らせていただきます！

ＧＭ：「……それでいい。やれるもんならやってみろ」

シェフィル：……そういえば、《限げん界かい突とつ破ぱ》使う？

カナデ：そうですね……二ラウンド目でいいと思います。

イリス：僕の強化が終わってから、ってことですね。

シェフィル：なるほど。じゃあ、このラウンドは《限界突破》なし！

ＧＭ：じゃあ、メインプロセスに入りますぞ。【行動値】20のクロヴィスから。

クロヴィス：じゃあ、いきます。ムーブなし、マイナー《オルタナティブウェポン》からのメジャーは《エンタングル》で攻撃。（ダイスを振る）17か。低いな。

ＧＭ：こっちの回かい避ひは２Ｄ＋９。（ダイスを振る）ち、15。命中した。

クロヴィス：よし当たった。じゃあ《シックネス》！

ＧＭ：来たか……。

クロヴィス：52点の〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。




　魔力のこもった糸が正面からロイドに迫せまる。

　子供の頃から変わらないあまりにも正直すぎる一いち撃げきを魔力を放って弾はじく。

　が、クロヴィスはもうロイドの知っているクロヴィスとはちがう。

　弾かれることを計算して放たれた糸は、弾かれた勢いきおいを利用してふわりとロイドに巻まき付ついて、その身体を締しめ上あげた！




ＧＭ：「……ちっ、成長したなあ！」と声を上げるロイド。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】20なので32点抜ぬけてきた。

クロヴィス：抜ぬけたなら［衰すい弱じやく（３）］と［スリップ］だ。

ＧＭ：《バッドステータス無む効こう》で［衰弱］は解除。［スリップ］は……こけるのもかっこわるいので打ち消しておく。

クロヴィス：ほいほい、ＨＰロスを受けるんだっけ？

ＧＭ：ああ、両方消して25点ＨＰロスを受けた。

クロヴィス：《エンタングル》の効果で移動が行なえなくぜ。解除はマイナーアクションだ。

ＧＭ：くっ、移動できないわけか。

クロヴィス：これはバッドステータスじゃないから、《バッドステータス無効》で解除できないぜ。

ＧＭ：了りよう解かいだ。

クロヴィス：最後にフリーアクションで防御の構かまえ、〝ダンシングナイフ〟をメインにして、行動終しゆう了りよう。

ＧＭ：「セコセコ武ぶ器きを持ち替えるなんざ、しょぼいぞ、クロヴィス」と挑発するようにロイドが言う。

クロヴィス：しょぼくねえ！　これが俺のタクティクスだ!!

ＧＭ：「そこまで言うなら、試してやる。攻撃くらっても泣くんじゃねえぞ!!」で、次はカナデ。

カナデ：はい、いきまーす。ムーブマイナーなし、《バラード》《ガルドル》をイリスさんとクロちゃんに。（ダイスを振る）成功。【魔法防御力】を＋４してください。

イリス：ありがとうございます！

クロヴィス：助かったぜ！

シェフィル：次はわたし？

ＧＭ：ロイドが【行動値】14で同どう値ちだが、ＰＣ優ゆう先せんなんでシェフィルが先だな。

シェフィル：わかった。ムーブ《ホークアイ》、マイナーメジャーで《シュアショット》《バッシュ》。……全力でいった方がいいかな？

クロヴィス：うん。全力で行け！

シェフィル：じゃあ、《ボルテクスアタック》を宣言します！　《デュアルアロー》は……使わないでおこう。（ダイスを振る）……あー、クリティカルしなかった。

ＧＭ：達成値は？

シェフィル：ちょっと待ってね。……カフヴァールの効果、使っちゃっていいかな？

カナデ：振ったダイスひとつを６にできるんですよね。６がひとつ出てるし、使っていいかも。

シェフィル：じゃ、カフヴァールを使って出目をひとつ６にして、クリティカル！

ＧＭ：クリティカルのみか……うりゃっ！（ダイスを振る）

シェフィル：うあっ!?

ＧＭ：６ゾロ!?

カナデ：（ダイスを見て）いやいや、片かた方ほう３ですよ!?

ＧＭ：ごめん、見まちがえたか。このダイス、模も様ようが入ってて出目が読みにくい！（笑）……クリティカルせず、命中だ。

イリス：こ、こわー。

シェフィル：ちょっと、びっくりした……。

クロヴィス：やっておくか。《ピアシングペイン》を使って、貫かん通つうダメージに変へん更こう。

カナデ：なら《ディスコード》ものっけます。（ダイスを振る）３点追加です。

シェフィル：これは一回倒たおせるかも！（ダイスを振る）出目も大きい！　え───っと、全部合わせて[image: ]点貫通ダメージ！




　弦げんを最大まで引ひき絞しぼり、シェフィルは矢を放つ。

　雷らい鳴めいを響ひびかせながら矢はクロヴィスとイリスの間を駆かけ抜ぬけ、反はん応のうできずに棒ぼう立だちだったロイドに突つき刺ささる。

　会心の一射であり、必中必殺の一矢だった。

　ロイドの命のひとつを奪うばった手て応ごたえを感じ、ロイドの様子を見るシェフィル。

　だが───。




ＧＭ：……さすがにそれは受けるわけにはいかんな。《アフェクション》を宣言！　とっさに光の盾たてを展てん開かいして、矢を受け止める！　「……ほう、シェフィル。強くなったな、今のは反応できなかったぜ」と、ロイドは楽しげに言った。

シェフィル：反応できなくても止めた。やっぱりロイドさん、強いね。

ＧＭ：これでシェフィルは終了。次はロイド。ムーブなし。マイナーアクション、《ゾハールの魔力・真》というスキルを使う。

クロヴィス：なんだ、そのスキル。

ＧＭ：「まあ、見ていろ」とロイドが手をかざすと、そこに強きよう烈れつな魔力が込こめられた炎ほのおが生まれる。このメインプロセスで行なう魔法攻撃を「対象：場面（選せん択たく）」「射しや程てい：視界」に変更する。なお、これはパワーだ。




　パワーとは、キャラクターの能力を表わすデータのひとつだ。

　スキルとほぼ同じ型式ではあるが、データ上スキルとは別物として扱あつかわれる。

　大たい抵ていはスキルよりも強力な効果を持ち、ＰＣであれば20レベル以上でクラスチェンジできる運命クラスになるまでパワーを修しゆう得とくすることができない。




クロヴィス：パワーだと《インタラプト》で消せないぜ！

イリス：さすが、ロイドさんといったところですか……。

ＧＭ：メジャーアクションは《ファイアボルト》。手に浮かべた炎を横一線に振ると、四条の火線となってＰＣ全員に襲おそいかかる。命中判はん定ていは３Ｄ＋12。（ダイスを振る）ダイス目が２、３、６。出目11で達成値23だ。

クロヴィス：ここが使い時か。《フォッグミラージュ》だ。６の目を消して、出目５に変更するぜ。

ＧＭ：なにぃ!?

クロヴィス：おっさん、そいつは読んでいたぜ！　……オレがそう言うと同時に、火線の前に呪いの霧きりが現あらわれて、狙ねらいを微び妙みように歪ゆがめる。

カナデ：ありがとうございます、クロちゃん。これで避よけやすくなりました！

イリス：それでも僕はクリティカルのみなんですよね。（ダイスを振る）……達成値５で失敗。

カナデ：カナデは《アンプロンプチュ》を使って、呪じゆ歌か判定で回避します。これでファンブル以外成功。（ダイスを振る）あ、クリティカル。

イリス：お───っ！（笑）

カナデ：《アンプロンプチュ》いりませんでしたねー（笑）。

クロヴィス：俺もファンブル以外。（ダイスを振る）……ひらり。

シェフィル：わたしは《シュートアウト》いきます。３Ｄで７以上。（ダイスを振る）あ、出た。出目14。達成値24で回避！

ＧＭ：ちぇー。結局当たったの、イリスだけか……。

クロヴィス：《フォッグミラージュ》を使ったかいがあったってところだな。

ＧＭ：ロイドは「ったく、やってくれるぜクロヴィス。本当は全員に当てたかったんだがよ」と言って、手元で印を結ぶ。すると、イリスに当たった火線がぐるぐるとイリスに巻まき付つくぞ。ダメージロールの直前に《シックネス》。

イリス：なんだって!?

クロヴィス：く、卑ひ怯きようだぜ、ロイドのおっさん!!

イリス：クロヴィスも同じスキル、さんざん使ってきましたよね？（笑）

シェフィル：［衰弱］に苦しめられたからＧＭがやり返してきた（笑）。

カナデ：まあ、万ばん能のう薬やくがあるんで問題はありませんけどね。

一同：…………本当だっ!!

イリス：買っててよかった万能薬！

ＧＭ：…………ホントさ、なんで狙ねらったかのように買ってるかな、万能薬。（ダイスを振る）合計49点の〈火〉属性魔法ダメージ！

イリス：【魔法防御力】で24点とめて、25点抜け。

クロヴィス：《プロテクション》でもノーダメージは無理か。

カナデ：５Ｄ振って全部５以上出さないと、ノーダメージになりませんからね。

イリス：では、《プロテクション》。（ダイスを振る）うお、出目がすごい！

シェフィル：（ダイスを見ながら）これは全部止めた!?

イリス：えー……出目が４、４、５、５、６！　合計24点軽けい減げん！

一同：惜おしい───っ!!

クロヴィス：１点足らないか！

イリス：くーっ……あと１点高ければ［衰弱］を受けずにすんだのに！　１点ＨＰダメージを受けて、［衰弱］も受けます。

ＧＭ：……それだけかっ！「順調に力も戻ってきているみてえだな、イリス。だが、詰つめが甘いぜ」

イリス：問題ありませんよ。こういう時のために、万能薬を持っていますから。

カナデ：どうせ、イリスさんはマイナーアクション使いませんしね。

ＧＭ：「万能薬まで持ってやがるのか。さすがグランジの教え子、準じゆん備びは万ばん端たんだ」ということでロイドは終わり。

イリス：では、こちらの番です。ムーブアクションはなし。マイナーアクションで万能薬を使って［衰弱］を解除します！

ＧＭ：あー…………。

イリス：メジャーアクションは《ホーリーウェポン》……ここはシェフィルにかけて、僕は回かい復ふくに徹てつした方がいいかも。

クロヴィス：なるほど、《ヒール》をかけるのか。

カナデ：その手はありますね。

イリス：じゃあ、まずはシェフィルに。余よ裕ゆうがあったら自分にかけましょう。（ダイスを振る）成功。シェフィル、ダメージを＋15点してください。

シェフィル：ありがとう、イリス！

イリス：というわけで、僕は防御優先で行きましょう。行動終了です。

ＧＭ：これで全員が行動済。このタイミングで《二回行動》を宣言します。

クロヴィス：またＰＣ全員に攻撃か？

ＧＭ：さすがに《ゾハールの魔力・真》はシナリオ一回しか使えない。ムーブマイナーなしで、メジャーアクション《ファイアボルト》のみ。ターゲットはシェフィル！

シェフィル：まあ、そうでしょうねー。

クロヴィス：イリス、《カバーリング》準備だ！

イリス：いつでもどうぞ！

ＧＭ：いくぞ。（ダイスを振る）…………へ？




　ＧＭが振った三個のダイスは無む情じようにも、すべて一の面を上にして停止していた。

　つまりそれは……。




ＧＭ：ふぁ、ファンブル。

一同：きた─────っ!?（爆笑）

シェフィル：すごい、３つとも１ってすごいっ!?（笑）

クロヴィス：これは美しい……（笑）。

イリス：なにか攻撃をしようとしてたみたいですけどなんだったんでしょうね。

クロヴィス：たぶん、グランジの与あたえた傷がグッと痛いたんで、失敗したんだ。

イリス：それ、格かつ好こいい！

ＧＭ：じゃあ「くたばれ、シェフィル！」と言って魔術を放とうとした瞬間、「ぐっ」とうめき、放とうとした魔術が雲うん散さん霧む消しようする。「くそっ、グランジの野郎に受けた傷が開きやがった……」と言うと、脇わき腹ばらが徐じよ々じよに赤く染そまっていく。

シェフィル：いやー、きくたけさん美味しいなー（笑）。

イリス：出目に恵めぐまれてますね、面白いですね（笑）。

クロヴィス：ちゅうか、今日はみんなファンブルしまくりじゃない？

イリス：逆にクリティカルも多いですよ。

カナデ：本当にみんな、出目が極端ですねー。

ＧＭ：くそう。これで行動終了。史上最弱の《二回行動》だ、これ。

クロヴィス：史上最弱の《二回行動》（笑）。

イリス：なにもしませんでしたからね（笑）。

ＧＭ：えー、では最後にクリンナッププロセス。なにかする人いる？

一同：なーし。

ＧＭ：では、第二ラウンドへ……！




●第二ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

ロイド　　　　　　14

イリス　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：はい、では第二ラウンドのセットアップ。クロヴィスから。

クロヴィス：特にない。で《限界突破》使うか？

イリス：《限界突破》？

シェフィル：まだいいんじゃないかなあ。ロイドさん、まだ一回も倒たおしてないし。

カナデ：この様子ですと、第三ラウンドに行きそうですしね。

クロヴィス：ＯＫ、じゃあ温存だな。

カナデ：次はカナデ。《クイックソング》《バラード》《ガルドル》をもう一度イリスさんとクロちゃんに。（ダイスを振る）これで【物理防御力】＋４。

ＧＭ：ああ、イリスがどんどん硬かたくなっていく……。

シェフィル：わたしはなし。

ＧＭ：ロイドもなしだ。

イリス：《プロボック》は成功しそうにないので使いません。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。クロヴィスから行動だ。

クロヴィス：ムーブなし。マイナーで《オルタナティブウェポン》、メジャーで《エンタングル》。フリーアクションでシックルチェインに持もち替かえて攻撃するぜ。

ＧＭ：クロヴィスの攻撃は、嫌いやらしい上に痛いたいから嫌なんだよな……。

クロヴィス：（ダイスを振る）今度は出目がいい。達成値22。

ＧＭ：クリティカルのみか。（ダイスを振る）出目８、命中だ。

クロヴィス：《シックネス》。（ダイスを振る）51点魔法ダメージ！




　クロヴィスが巻まき付つけた糸へ魔力を流ながし込こみながら、強く引ひき絞しぼった。

　糸を伝って直に伝わる魔力を防ふせぐのはロイドにすら、困こん難なん。

　クロヴィスの糸はやすやすと皮ひ膚ふを破やぶり、肉を切きり裂さく。

　ロイドは身体中から血を吹ふき出だして、膝ひざをついた。




ＧＭ：【魔法防御力】で20点防ふせいで31点ダメージ。

クロヴィス：さらに［衰弱（３）］と［スリップ］が同時に入るぜ。

ＧＭ：……【ＨＰ】が厳きびしいんで［スリップ］は打ち消さない。［衰弱］は打ち消して15点ＨＰロス……。ダメだ、累るい計けいダメージが[image: ]点を超こえる！

クロヴィス：お、倒した？

ＧＭ：うむ、ここで【ＨＰ】０だ。「お、おがっ」と苦く痛つうのうめきを漏もらして、膝をつくぞ。

シェフィル：おが？（笑）

クロヴィス：まさか、そんな言葉で１回目の死が訪おとずれるとは思わなかった（笑）。

ＧＭ：膝をついたのはわずかな間だけ。ロイドはあー、痛てー、痛てーと言いながら、ふつうに立ち上がる。オリジナルパワー《絶対不死》を使用して復ふつ活かつする。

カナデ：パワーですか！

クロヴィス：ゾハールの力だし、パワーなのは納なつ得とくだわ。

ＧＭ：ゲーム的にもここで《インタラプト》されると終わっちゃうからね。ロイドは自分の血で赤く染まった服を見て「ああー、血でこんなに汚よごれちまったよ。お気に入りだったんだが」とぶつくさ文もん句くを言ってる。

カナデ：これで復活はグランジの分と合わせて四回目！

ＧＭ：「あーあー、やっぱり不ふ慣なれな魔法じゃだめかー」と言って、拳こぶしを構かまえる。そのとたん、ロイドのまとう雰ふん囲い気きが一変し、強い圧あつ力りよくを放ち始める。「一丁、おまえらをもんでやるぜ」

クロヴィス：へっ、歳なんだろう、止めておけよ？　……と言いながらも、雰囲気の変わったロイドに戦せん慄りつし、冷ひや汗あせを流しておく。

イリス：ここからが本番、というわけですか。

ＧＭ：つーわけで、ロイドのデータが変わるぞ。【行動値】までは変わらんが。

カナデ：【行動値】が変わらないなら、カナデの番ですよ。ムーブ、マイナーなし。メジャーアクションは《ウォータースピア》。《リゼントメント》ものっけます！（ダイスを振る）……出目が低いのでフェイトで振ふり直す。（ダイスを振る）達成値22！

ＧＭ：回避判定は変わらず２Ｄ＋９なのでクリティカルのみ。魔法攻撃にはなにもできないからなー。（ダイスを振る）ダメ、出目７。命中した。

クロヴィス：ここで《アニスゼティク》だ。［縛ばく鎖さ］を与あたえるぜ。受けるとセットアッププロセスで動けなくなるぜ。

ＧＭ：くぅ、クロヴィス強いな！

カナデ：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージ！




　カナデが水の槍やりを放った。

　しかし、水の槍は大きく狙いをそれてロイドの頭上方向へ向かっていく。

　しくじった……いや、ちがう！

　ロイドが狙いに気がついた時にはもう遅おそかった。

　水の槍はロイドの頭上で炸さく裂れつし、無数の水の矢となって彼の全身を貫つらぬいた。




ＧＭ：【魔法防御力】はさっきと同じ20点なので[image: ]点ダメージ。

クロヴィス：じゃあ、［縛鎖］だ。

ＧＭ：セットアッププロセスが使えないのか……（データを確かく認にんして）……これはそのままでいいや。

カナデ：それと《ウォータースピア》の効果で［放心］も入ります。

ＧＭ：メジャーアクションの判定がマイナス１Ｄは痛い。《バッドステータス無効》で打ち消して、10点ＨＰロス。……もうやだーこのパーティ（笑）。

クロヴィス：なにをしても、バッドステータスが必ずあなたを襲おそう。

シェフィル：わたしの弓も［放心］が入るしね。

ＧＭ：知ってるよ！「くそ、嫌らしい戦い方をしやがって！」と毒づくロイド。

シェフィル：次はわたしね。ムーブはなし、マイナーで《シュアショット》、メジャーで《バッシュ》。《デュアルアロー》……はまだ使わないでおこう。

ＧＭ：ここでやっておくか。ロイドは「シェフィル、攻撃に意い識しきが向きすぎだぜ」と言いながら魔術を使用。すると、シェフィルから力が抜けていく。《ディビレテイト》で判定にマイナス１Ｄだ。

シェフィル：それでも３Ｄ＋10。当たるよね？

カナデ：ロイドさんは２Ｄ＋９で回避判定をするので、たぶん当たります。

シェフィル：じゃあ、力が抜けても構かまわず、狙いを定めて撃うちます！（ダイスを振る）達成値24！

ＧＭ：ぶっ、高い！　《ディビレテイト》意味ねえ。強いな、シェフィル。……（ダイスを振る）達成値14で命中。

カナデ：《ディスコード》を使います。（ダイスを振る）３点ダメージ上昇です。

クロヴィス：使っておくぜ。これで二回目の《ピアシングペイン》。もう、俺はすべてのダメージロールに介かい入にゆうするぜ（笑）。

ＧＭ：……ゾハール教団はまずクロヴィスを殺すことを考えた方がよかった気がするな（笑）。

イリス：クロヴィスの援えん護ごは強きよう烈れつですからね。

クロヴィス：ただ、ストーリー的には俺を殺す理由があまりない（笑）。

シェフィル：（ダイスを振る）……全部合わせて84点の貫通ダメージ！　ダメージが通ったら［放心］だよ!!




　放たれた矢は、直前の一射と同じく正せい確かく無む比ひ。

　想そう像ぞうを超こえた一撃に、やはりロイドは反応できない。

　さすがにこの状じよう況きように切れるワイルドカードはなく、矢はロイドの胸むねを貫いた。




ＧＭ：《バッドステータス無効》で［放心］を打ち消すのはいいが、これで倒たおれる。なにもできないまま、拳士モード終了。

シェフィル：倒しちゃったの!?

ＧＭ：ああ。なので《絶対不死Ⅱ》を使用して再び復活！

カナデ：これでグランジの分と合わせて五回目！

クロヴィス：あと二回倒せばいいってことだな！

ＧＭ：「やるねえ、大したもんだわ。でもそこまでだろ。そろそろ限界じゃねえか？」そう言いながら、ロイドは立ち上がる。カナデの魔術の傷も、シェフィルの矢の傷もいつの間にか塞ふさがってる。

イリス：いやいや、まだこちらには余裕がありますよ。

ＧＭ：「そうかい。じゃあ、次はコイツだ！」というと、ごうっとロイドは竜を象ったオーラをまとい始めます。

クロヴィス：なんだ、このオーラは!?　よくわかんねーけどよ……よくわかんないから、まあいいや（笑）。

カナデ：なんですか、そのスッカスカな発言は……（笑）。

イリス：よくわからないことはたしかです（笑）。

シェフィル：でも、ちょっとは本気を出してくれたみたいね。

ＧＭ：「そうだな、本気の断だん片ぺんを見せてやろう」と言うと、手を前に突つき出だす。するとロイドの手にオーラが集まって、両手剣になる。

シェフィル：断片だって、断片。

イリス：まだまだロイドさんにも余裕があるってことでしょう。

ＧＭ：では次の行動……の前に、イニシアチブプロセスで《神竜紋もん設せつ置ち》というオリジナルパワーを使用……！

クロヴィス：なんだ、なにをするんだ？

ＧＭ：ロイドから左右に５メートル離はなれたところに神竜紋Ａと神竜紋Ｂというオブジェクトを設置。魔力を放つ輝かがやく竜の紋もん章しようが浮うかび上あがるぞ

カナデ：これ、設置するだけですか？

ＧＭ：ああ、設置するだけ。ただ、このオブジェクトがある間はシーン全体にコンティニュ型のトラップが設置される。Ａの方は［無む間げん地じ獄ごく］というトラップ。

クロヴィス：げえ、それバッドステータスがずっと与あたえられるトラップじゃねーか!?

ＧＭ：そのとおり、今回は［放心］を選んでいる。つまり、神竜紋Ａがある限り、［放心］を受け続けることになる。

シェフィル：Ｂの方は？

ＧＭ：こっちは［加か護ご消失］だ。

カナデ：それは危き険けんです！　ダメージ軽減を行なうスキルが使えなくなります!!

ＧＭ：正確にはダメージ軽減のスキルの対象にならないだけど、全員が効果を受けているなら使えないのと同じだな。

イリス：つまり《プロテクション》が使えないわけですね。

クロヴィス：そういうこと。

ＧＭ：神竜紋は両方ともオブジェクトなんで破は壊かいすることはできる。破壊すれば、トラップは解除されるぞ。

クロヴィス：面倒なんで《インタラプト》したいが、パワーなんでできねえな。

ＧＭ：ちなみにロイドは《トラップ無効》があるから、効果は受けない。これでイニシアチブプロセスは終わり。なにもなければロイドが行動するぞ。

クロヴィス：いいぜ。

ＧＭ：ムーブアクションで《ファストセット》《エンハンスブレス：光》で自分の武器攻撃のダメージを〈光〉にする。

クロヴィス：で、あらためてマイナーアクションでなにをしますか？

ＧＭ：《ドラゴンカース》。メインプロセスでダメージを与あたえたら任にん意いのバッドステータスを与あたえる。今回は［威い圧あつ］にしておくか。

カナデ：面倒な……。

ＧＭ：メジャーは《グランドバスター》。クロヴィスとイリスに武器攻撃を行なうぞ。

イリス：これは結けつ構こう面倒ですね……。

シェフィル：《プロテクション》使えないもんね。

クロヴィス：ここが使い時か。《グランドバスター》を《インタラプト》だ。「見え見えなんだよ、おっさん！」と言って腕に糸を巻まき付つけ、攻撃を止める！

ＧＭ：なら、その《インタラプト》を《インタラプト》！　糸が絡からめ取とったと思った瞬間、腕がかき消え、ロイドが半歩離れたところに現あらわれる。「なにが見えたって？」

クロヴィス：ちいっ、まあいい。《インタラプト》をつぶせたんでよしとしよう。「残ざん像ぞうか！」

ＧＭ：「そのとおり」といって、竜のオーラを大地に叩たたき付つける。すると、クロヴィスとイリスを呑のみ込こむように光が地面から噴ふき出だす！（ダイスを振る）……よしよし、来てるぞ。クリティカルだ！

シェフィル：（ダイスを見て）出目が６、６、６、４！

クロヴィス：６ふたつならクリティカルを消せるけど、三つじゃ消せねえ！

イリス：回避します！（ダイスを振る）……だめ、命中だ。

クロヴィス：（ダイスを振る）……こっちもだめだ！

イリス：ならクロヴィスを《カバーリング》！

ＧＭ：ダメージは、７Ｄ＋[image: ]の〈光〉属性魔法ダメージ。

シェフィル：すごいダメージ大きい！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目で33！　ダメージは[image: ]点の魔法ダメージだ!!

クロヴィス：出目も高かった！

イリス：さすがにそれは倒たおれる！




　光があふれ出した瞬間、イリスはクロヴィスを突つき飛とばし、攻撃範はん囲いから逃にがした。

　そしてニヤリと笑い……光に呑のみ込こまれていく。

　イリスがやられた……その場にいた誰もが思った瞬間、地面からあふれる光よりも、より大きな光があふれ、その場を真っ白に染そめ上あげた。

　光が収おさまり、視界が戻ったあと……そこには無む傷きずのイリスが立っていた。




イリス：ここで倒れるわけにはいかないので《アフェクション》！

シェフィル：これでダメージ０だね。

イリス：あなたの攻撃、見切りました。では無傷の僕は槍をロイドさんに突つきつけます。

ＧＭ：「ちっ、必ひつ殺さつ技わざだったんだがな。受け止められるとは思わなかったぜ」と嫌そうに顔をしかめるロイド。

クロヴィス：ったく、イリスは頼たよりになるぜ！

ＧＭ：「たく、俺の見せ場を取るなよなー」と口調は変わらないんだが、その視線は今までのそれとちがい、鋭するどさを増ました。

イリス：なら、次の必殺技を見せてください。楽しみにしてますよ。

ＧＭ：この野郎、むかつく！（笑）

イリス：では僕の番ですね。自分に《ホーリーウェポン》です。不ふ沈ちんの冠かんむりの効果で［放心］を受けないので、ふつうに２Ｄ振りますね。

ＧＭ：うお、そんなの装そう備びしてたのか！

イリス：思いがけず、役に立ちました。（ダイスを振る）成功。ダメージに＋15点です。

ＧＭ：これで全員行動済だな。では、ロイドが《二回行動》。《ファストセット》《エンハンスブレス：光》《ドラゴンカース》で［威圧］選択までは同じ。

クロヴィス：メジャーアクションは？

ＧＭ：《バッシュ》。剣にふっと息を吹ふき掛かけると、剣が光ひかり輝かがやき始め、その剣で斬きりかかってくる。さて、堅かたいのと避よけるの、どっちを攻撃するか……。クロヴィスの回避判定はどれくらいだっけ？　３Ｄ＋13？

クロヴィス：ははははっ、なんですかそのゴミのような数すう値ちは。

イリス：ゴミのような!?（笑）

クロヴィス：《ドッジムーブ》使うんで、３Ｄ＋18。朕ちんの回避をそこらのちんけなシーフと一緒にしないでもらいたい。

シェフィル：クロちゃん、一人にん称しよう変わってるよ！（笑）

ＧＭ：わかった、じゃあ、当ててみようじゃないか。

イリス：おー、挑発に乗った。

クロヴィス：できるものなら、やってみるがよい。攻撃を許ゆるす。

ＧＭ：クロヴィスのキャラぶれているぞ！（笑）

クロヴィス：ほほほほほ……。

ＧＭ：では、命中判定いくぞ。（ダイスを振る）……28！

クロヴィス：ほう、28。やるではないか（一同爆笑）。

カナデ：なんで上から目線なんですか……（笑）。

クロヴィス：《サンドクラウド》使うまでもないですよねー。《ドッジムーブ》でリアクション。これで出目10以上。（ダイスを振る）きたきたきた！　１、２、３！

一同：当たってるじゃねーか！（爆笑）

クロヴィス：どうしようかな、振り直そうかな……あれ、もしかしてイリスさん、《カバーリング》していただけます？

イリス：うん、しましょう（笑）。

クロヴィス：じゃあ、命中した。イリス、《カバーリング》を許す（笑）。

イリス：なんだろー、クロヴィスに対して《カバーリング》したくないなー（笑）。

クロヴィス：いやいや、このままでは殺られる、うおー、死ぬ、死んじまうー。どうしたらいいんだ。俺を助けてくれる奴は誰だ。イリス、キミだ───っ！

ＧＭ：グッダグダだ（笑）。

イリス：しかたないなあ（笑）。《カバーリング》です。

ＧＭ：では、ダメージ。さっきからぐっと減へって、９Ｄ＋50。（ダイスを振る）82点の魔法ダメージ。

イリス：その程てい度どじゃ倒たおれません。【魔法防御力】で24点減へらして、58点ダメージ。残り【ＨＰ】22点。で、［威圧］ですね。

カナデ：［威圧］は回復するまでメジャーアクションが行なえません。ただし、マイナーで解除できます。

イリス：マイナーアクションは使いませんし、僕にはあまり意味がないですね。

ＧＭ：なんだよなー……。「これも耐たえるか。本当に頑がん丈じような奴だな、イリス」と呆れたような声を上げる。

イリス：それが僕の取とり柄えでして。




　ラウンド最後のイニシアチブプロセスに、イリスが《クイックヒール》《ヒール》で自分の【ＨＰ】を58点まで回復させた。

　クリンナッププロセスはなにもなく、戦いは第三ラウンドへ移うつる。




●第三ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

ロイド　　　　　　14

イリス　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：では第三ラウンドのセットアップ。

クロヴィス：さて《限界突破》どうする？

シェフィル：どうしよう？

カナデ：使い時ではあると思うんですよね、ここ。

クロヴィス：シェフィルの《ボルテクスアタック》を《ファイトソング》で復活させつつ、《限界突破》で一気にロイドをぶっ倒す……ってのは悪くないと思うんだが。

イリス：そうですね。そっちの方が僕たちっぽい気がします（笑）。

カナデ：今《ボルテクスアタック》を使えば[image: ]点近くいくと思うんですよね……ちょっと見てみたいかも。

シェフィル：シェフィルさんのちょっといいとこ見てみたい♪（笑）

イリス：そんな感じ（笑）。

シェフィル：じゃあ、まずは《限界突破》。……これはその取得にロイドさんも立ち会ってくれた、私わたしたちの原点の力……！

カナデ：そうなんですよね。ギルド結成した時、ロイドさんが立ち会ってくれたんですよね……。

クロヴィス：懐なつかしいぜ、《限界突破》……。

シェフィル：みんな、いこう！

一同：お───っ!!

ＧＭ：なんか最終回みたいだな……。

クロヴィス：と、言いつつ……俺自身はなにもなし！

カナデ：ではカナデが《ファイトソング》でシェフィルの《ボルテクスアタック》の回数を増ふやします。

ＧＭ：ロイドもなし。

イリス：僕もなし。

ＧＭ：ではクロヴィスからメインプロセスだ。

クロヴィス：【ＭＰ】がきつくて《オルタナティブウェポン》をやっている余裕がねえな。ムーブアクションで《シンセサイゼーション》、でマイナーアクションでふたつのハイＭＰポーションを飲むぜ。




　このハイＭＰポーション二本を一気飲みで、クロヴィスは【ＭＰ】を22点回復。




クロヴィス：よし。メジャーアクションは……命中の達成値を上げておくか。《ワイドアタック》。（ダイスを振る）出目は期き待たい値ちか。達成値18。

ＧＭ：こっちは相変わらず２Ｄ＋９で回避。つまり出目で９を出せばいいんだな。

クロヴィス：ちょっときついねー。

シェフィル：いやいや、出ないよ。散々今までいい目出たもん。

イリス：出で過すぎなぐらい出てますね、今日は……。

シェフィル：次はたぶん下がると思う。

ＧＭ：いや、今人生上り調子だ。必ず、出る！（ダイスを振る）来た、出目９!!

一同：なに───っ!?

イリス：有言実行ですね……。

クロヴィス：くっ、当てることを重じゆう視しして、広こう範はん囲いに糸の斬撃を放つが……。

ＧＭ：ロイドはそれをひょいっと避ける。「はっ、ひよってんじゃねえぞ！　そんな攻撃で俺をとれると思うな!!」

クロヴィス：くぅ……みんな、すまねえ。

カナデ：次はカナデ。大丈夫、クロちゃんの分も当てます！　まずはムーブでシェフィルのエンゲージに入ります。

シェフィル：カナちゃん、なんで!?

カナデ：なにかあった時に、身体を張はってシェフィルを守るためです。マイナーなしで、《ウォータースピア》。念のためにフェイトを１点使って４Ｄ振ります。（ダイスを振る）クリティカルはしない。23！

ＧＭ：クリティカルのみか。（ダイスを振る）出目は６と……４！

イリス：こ、こええぇ───っ!!　一いつ瞬しゆん４が６に見えた……。

ＧＭ：命中だ。ダメージをくれ。

クロヴィス：ダメージロールの前に、《シックネス》だ。

カナデ：ダメージに残りのフェイト２点使います。

シェフィル：おお、突っ込んじゃうんだ！

カナデ：これで削けずれるだけ削けずります！（ダイスを振る）55点の魔法ダメージ。通ったら［衰弱（３）］と［放心］です。

ＧＭ：【魔法防御力】も変わらず20。なので35点ダメージ。［衰弱］と［放心］は《バッドステータス無効》で消して25点ＨＰロス。

シェフィル：次はあたしか。《シュアショット》《バッシュ》に《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使用。

イリス：《ボルテクスアタック》はどうします？

シェフィル：……使った方がいいかな？

カナデ：んー……ダメージがあふれる気がするんで、使わなくてもいいかも。

クロヴィス：俺が貫通ダメージにしてやれば、ふつうに攻撃して倒せると思う。

シェフィル：じゃあ、使わない。対象はロイドさんね。

ＧＭ：おいおい、この神竜紋は潰つぶさなくていいのか？

シェフィル：それよりも、ロイドさんを倒した方が早い！（ダイスを振る）んー、平へい均きん的てき。出目14で達成値24！

ＧＭ：避よけられるか、んなもん。（ダイスを振る）……げぇ!?

クロヴィス：（ダイスを見て）ピンゾロー。

イリス：おめでとう!!

ＧＭ：シェフィルの気き迫はくに押おされたか。ロイドが攻撃を避よけようと身を捻ひねったその時、蓄ちく積せきしたダメージからか、一瞬膝から力が抜け、動きが止まる！　ファンブルで命中だ。

クロヴィス：ここで《ピアシングペイン》。これで最後だ！

カナデ：《ディスコード》です！（ダイスを振る）４点足してください！

シェフィル：（ダイスを振る）出目が38で[image: ]点貫通ダメージ!!




　足が止まったロイドにシェフィルの矢が迫る！

　押おし寄よせる危き機き感に突つき動うごかされ、ロイドはとっさに剣を振ふるう。

　それが功を奏そうし、カンッという音とともに矢が弾かれた。

　攻撃を凌しのいだという事実に、ロイドは安あん堵どする。

　そう、ロイドほどの戦士すら安堵し、気がゆるむわずかな一瞬。

　その一瞬に潜もぐり込こむように放たれた二本目の矢が、ロイドの身体を貫いた。




ＧＭ：ぐう、これで[image: ]点ダメージ！　ロイドの【ＨＰ】は[image: ]なので倒たおれた！

シェフィル：やった───っ！

クロヴィス：さすがシェフィルよ。

シェフィル：いや、クロちゃんのバッドステータスとかの方が大きいよ。

イリス：貫通ダメージは強いですねー。

ＧＭ：がくりと膝をついたロイド。彼は荒あらい息をつきつつ「わかった。おめえらは強い。俺が真っ向からやりあってもいいぐらいの強さを持っていると認みとめてやる」と言う。

クロヴィス：お、やっと本気になってくれたか。

ＧＭ：ロイドはガッと立ち上がり───「お前たちをあんまり怖こわがらせたくなかったんだがよ……」とグッと力を入れる。すると、メキメキメキっとロイドの身体が変化していく。《絶対不死Ⅲ》を使用！

クロヴィス：これが守護騎士の本当の姿すがた……!?

ＧＭ：変化が終了すると、ひと回り大きくなり、一対の皮ひ膜まくの翼つばさを持った、どことなく竜を思わせるようなロイドが現われる。「この状態になると手て加か減げんができねえ。覚かく悟ごしろよ」

シェフィル：これでわたしは終わり。

クロヴィス：次はロイドの番か……。

カナデ：これさえ、凌しのげれば勝機が見えてきます！

ＧＭ：ではいくぞ。さっき使っていた剣をぽいっと放り投げ、光に戻もどす。そして、構えを取ったかと思うと、拳がかき消え、神速の三連撃を繰くり出だす！　ムーブなし、マイナー《インビジブルアタック》、メジャーは《三回攻撃》！

カナデ：またパワーですか！　容よう赦しやないですね!?

ＧＭ：お前たちに容赦なんてできるか！　まずは一撃目はクロヴィス！（ダイスを振る）……げえ、出目が低い!?

カナデ：（ダイスを見て）５Ｄ振って13はちょっと低めですね。

ＧＭ：くそ、達成値は25。

クロヴィス：25、いける！　《ドッジムーブ》！（ダイスを振る）32、避よけた！

ＧＭ：ば、馬鹿なっ!?　目に見えぬほどの一撃をクロヴィスは避ける！　すると、攻撃の際さいに発生した衝しよう撃げき波はが、背はい後ごの壁を粉々に砕くだく！

クロヴィス：ヒュー、危ねえ。くらってたら粉々だったぜ！（笑）

ＧＭ：ちぃ、ちょこまかと！　ならばもう一撃だ!!（ダイスを振る）達成値31！

クロヴィス：31か、だがよ《限界突破》中なら……（ダイスを振る）よし、33。回避だ!!

ＧＭ：なんで当たらねえんだよっ!?

クロヴィス：こっちだって死にたくねえんだよ!!

ＧＭ：ちくしょう。このラウンドでクロヴィスを攻撃するのは無駄だ。なら、最後はイリス！（ダイスを振る）達成値34！

イリス：（ダイスを振る）……さすがに命中です。

ＧＭ：じゃあ、クロヴィスが動いて背後の壁が崩ほう壊かいしたと認にん識しきした次の刹せつ那な、イリスの腹はらに衝しよう撃げきが来る。

イリス：馬鹿な、攻撃がまったく見えなかった……！

ＧＭ：ここでオリジナルスキル《カラドボルグコピー》を使用。「カラドボルグの一撃をまねたこの力、耐たえられるかっ！」【物理防御力】【魔法防御力】０でダメージ算出だ！

イリス：ぶふぉ!?

ＧＭ：ちなみにダメージは４Ｄ＋70な。

シェフィル：イリスの【最大ＨＰ】は？

イリス：81点ですね……。

カナデ：運が悪いと、《蘇そ生せい》使っても一撃ですか……。

クロヴィス：これなら、神竜紋を先に破壊しておくべきだったか……！

ＧＭ：じゃあ、ダメージいくぞ!!　（ダイスを振る）げぇ、低い!?

カナデ：（ダイスを見て）え───っと……４Ｄ振って、出目が10？

イリス：ということは……。

ＧＭ：80点、だな……。

イリス：シェフィル、《蘇生》！

シェフィル：うん、承しよう認にん！

イリス：これで僕の【ＨＰ】は81点まで回復。そこに80点の防御力無む視しの攻撃が来たから……残り１点で立ってます！

一同：わ───っ!!

ＧＭ：ば、ばかな……。「どこまでしぶてえんだ、イリス。今のお前では、耐たえきれない一撃だったはずだぜ？」と、ロイドは驚きよう愕がくしている。

イリス：ははは。この程度で倒れるわけにはいかないんですよ、八〇〇年前の、薔薇の巫女たちのためにも！

ＧＭ：「くっ……」と、気け圧おされたように一歩下がってしまう。これでロイドは終わり。次はイリス。

イリス：ムーブなし、マイナーで［威圧］を解除。メジャーで武器攻撃します。「ロイドさん、もらいましたよ！」と一歩下がったところへ、槍を突つき入れる。（ダイスを振る）……出目が３、３、４！

カナデ：また平へい均きん（笑）。

シェフィル：さすが平均の荻おぎさん（笑）。

ＧＭ：本当にすごい……（笑）。

イリス：自分でも不思議です（笑）。達成値は21。

ＧＭ：２Ｄ＋９だからクリティカルのみ。（ダイスを振る）出目６、失敗だ。

イリス：どうせ次の攻撃で倒れるんです。全力でいきますよ。《スラッシュブロウ》を使用。さらに残ったフェイト３点をすべて入れます。これで10Ｄ！（ダイスを振る）えー……出目が35。

ＧＭ：期待値（笑）。

シェフィル：荻さん、すごーい！（笑）

カナデ：狙ったように平均出してくるからね（笑）。

イリス：なんで平均しか出ないんでしょうねえ（笑）。あ、83点の物理ダメージです。

ＧＭ：反はん撃げきを受けて、ぐらりとよろめくが、床ゆかを踏ふみしめてロイドは耐える。「ちっ、俺も倒れるわけにはいかないんだ」……。これで全員行動済なので《二回行動》を使用！

クロヴィス：それはもうどうしようもない。

ＧＭ：ロイドは前ぜん衛えいのクロヴィスとイリスを無視して、後方のシェフィルとカナデを見る。

シェフィル：こっち攻撃してくるの!?

カナデ：しまった。《二回行動》のことをすっかり忘れてました。エンゲージするんじゃなかったかも。

クロヴィス：まあ、しょうがない。

ＧＭ：ロイドはシェフィルたちの方を見て、口から光のブレスを放つ。ムーブ、マイナーなしで《ブレス：光》。対象はシェフィルとカナデ！　（ダイスを振る）達成値24。

カナデ：さすがにそれは……（ダイスを振る）うん、命中しました。

シェフィル：うーん、ここは頑がん張ばって避けるべきだよね？

イリス：いや、ふつうに振っていいですよ。僕が《カバーリング》しますし！

シェフィル：いや、ダメだよ！　そしたら残り【ＨＰ】１なんだから、イリスが倒れちゃうじゃん！　そんなのは嫌なので、シェフィルは全力で避ける！

クロヴィス：なるほど。まあ、フェイトを使えばいけるか？

カナデ：カフヴァールまで考えれば、問題ないでしょう。

シェフィル：フェイトは４点残ってるし、２点使おう。これで５Ｄ！　いざとなったらカフヴァールを使う!!

ＧＭ：じゃあ、回避判定どうぞ？

シェフィル：（ダイスを振る）…………ああっ、低い!!　出目１、１、２、３、６！

カナデ：でも６が一個あります！

シェフィル：じゃあ、カフヴァールを使います！　今使わないで、いつ使うっていうのよ。ダイスを一個６にしてクリティカルに!!

一同：おお───っ!!

ＧＭ：執しゆう念ねんの回避だな。んじゃ、ダメージを出しておくぞ。まあそれほどたいしたことはないんだが。

カナデ：まあ、カナデが倒れても問題はありません。

ＧＭ：ダメージは２Ｄ＋40点の〈光〉属性魔法ダメージだ。（ダイスを振る）48点魔法ダメージ。

カナデ：あら？　それだと31点ダメージで、立っています！

シェフィル：あれ…………もしかして私、食らってもよかった？

カナデ：うん、食らっても全然平気でしたね。

シェフィル：なんだよ、も───っ！（笑）

クロヴィス：まあ結けつ果か論ろんだからな。もしかしたらシェフィルが一撃で倒れるほどのダメージだったかもしれないし（笑）。

ＧＭ：まあまあ（笑）。ロイドはシェフィルを見て「戦力にならない仲間のために全力で避けるか。お前は甘いなシェフィル。だから、攻撃の威い力りよくを見み誤あやまるんだ」とどこか、さとすような声音で言う。

シェフィル：ちがう、ちがうよ、ロイドさん。わたしはみんなを守るんだもん。ここでイリスを切きり捨すてるようなことしたら、わたしはわたしに負けちゃったことになる。

ＧＭ：その言葉にロイドは驚いたように目を見開いてから、ふっと笑みを浮うかべる。「そうか……訂てい正せいだ。お前は本当に、強かったんだなシェフィル」

シェフィル：……ロイドさん。




　このあと、全員の【ＭＰ】が限界に来ていることを確認したＰＣたちは《祝福》を使用して【ＭＰ】を回復させた。

　そして、ロイドとの激げき闘とうは第四ラウンドを迎むかえる。




●第四ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15

シェフィル　　　　14

ロイド　　　　　　14

イリス　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：いよいよ第四ラウンドのセットアップ！　こっちは特にないが動く人はいないよね。じゃあ、クロヴィスから行動をどうぞ。

クロヴィス：さて……どうする？　ふつうにロイドを殴なぐるでいいよな？

カナデ：《プロテクション》できるようにオブジェクト破壊するというのはどう？

シェフィル：それよりはロイドを倒した方が早いと思うんですよね。

イリス：そうですね。それに神竜紋を攻撃しても、結果ジリ貧ひんになる気がしますし。

クロヴィス：たしかにな。じゃあ、ムーブなし、マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　残ったフェイトを１点使って殴るぜ！




　クロヴィスの攻撃は見事にロイドへ命中。

《シックネス》で［衰弱］を与えつつ、51点の魔法ダメージを叩たたきだす。

　これによりロイドは31点のＨＰダメージと、《バッドステータス無効》で［衰弱］を解除した代償の15点のＨＰロスを受けた。




ＧＭ：ぐっ、これで累計ダメージ[image: ]点か……。イニシアチブプロセスでロイドが動くぞ。

クロヴィス：切り札を切ってくるか！

ＧＭ：ああ、《エンカレッジ》を使用。即そく座ざに行動する！

カナデ：つらいところですが、ここを凌しのげば……！

ＧＭ：ムーブなし、マイナーでオリジナルパワー《ゾハールの吐と息いき》を使用し、《ブレス》の対象を場面に変更！　メジャーは《ブレス：光》でＰＣを全員攻撃！　再びロイドが口を開くと、地下神殿全体を覆おおうように光のブレスが放たれる！




　このブレス攻撃をクロヴィスは《ドッジムーブ》を使用して回避。

　しかし、シェフィル、カナデ、イリスの三人は直ちよく撃げきしてしまう。




イリス：この攻撃で倒れるのは確かく実じつですし《カバーリング》《カバームーブ》でシェフィルをかばいます！

ＧＭ：では、ダメージを出すぞ。（ダイスを振る）51点魔法ダメージ！

イリス：計算するまでもなく、僕は戦闘不ふ能のうです。

クロヴィス：カナデは？

カナデ：（計算して）……ああっ、ダメです。ぴったり【ＨＰ】０!!

ＧＭ：よしっ！

シェフィル：ぴったしかー……。

カナデ：「ごめんなさい、みんな……」と言って、ばったり倒たおれます。

ＧＭ：「カナデ、お前はよくがんばったわ。イリス、すまんな、八〇〇年前と同じになってよ」と、荒い息をつきながらロイドは言う。

イリス：「巫女が守れるだけで本望ですよ。……あとは、頼たのみましたよ、シェフィル」

シェフィル：任まかせて、必ず勝つから！

ＧＭ：では、次はシェフィルの行動だ。

シェフィル：《シュアショット》《バッシュ》《ボルテクスアタック》！　フェイト２点残ってるけど、振り直し用に１点は取っておこう。命中判定にフェイトを１点使用します。くらえ───っ！（ダイスを振る）ああ、低い!?

クロヴィス：達成値は？

シェフィル：え───っと……20！

ＧＭ：それならこっちは11以上。

シェフィル：なら、振り直す。（ダイスを振る）よし、上がった。達成値23！

ＧＭ：23。それはもうクリティカルのみだねー。（ダイスを振る）さすがに無理か、命中！

シェフィル：ダメージロール前に、《スラッシュブロウ》を使用！　これで14Ｄ振ります!!

クロヴィス：いったれ───っ!!

シェフィル：これがグラン爺じいに育てられたわたしたちの力よ！（ダイスを振る）[image: ]点物理ダメージ!!




　シェフィルは強く弓を引ひき絞しぼる。

　今だけは倒れた仲間のことを忘れ、ただただロイドに集中する。

　そんな中で思い出すのは、グランジにたたき込こまれた教え。

　うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。

　思い出の中のグランジに答え、シェフィルは手を離はなす。

　放たれた矢はまっすぐ飛んで、三度ロイドを貫いた。




ＧＭ：だ、ダメだ。その攻撃は耐たえられない。シェフィルの矢をオーラで弾はじこうとしたが弾けず、矢に貫つらぬかれて倒れる。

イリス：た、倒したんですか……？

ＧＭ：イリスがそう思った瞬間、倒れたロイドの手がぴくりと動く。《イモータルブラッド》を使用！　使用するフェイトはオリジナルスキルの《神竜の力》で無視する。

カナデ：まだ復活するんですか!?

ＧＭ：「負けられねえ、負けられねえんだよ……！」と、ぼろぼろのロイドが立ち上がる。（ダイスを振る）４。残り【ＨＰ】４だ。

シェフィル：これで私の行動は終わり。

ＧＭ：ここで立っているキャラクターは全員行動済だな。ではロイドが《二回行動》！　《ゾハールの吐息》はシナリオ一回だから、おまえは攻撃しない。ムーブ、マイナーなし、メジャーで《ブレス：光》。対象はシェフィル。

シェフィル：なんか私、すごい憎にくまれているみたいな感じがする。

ＧＭ：別に憎にくんでいるわけじゃないんだけどな。「シェフィル、おまえを殺さなきゃならねえ。俺の娘、オフェーリアのために……頼たのむ、死んでくれ！」といって、光のブレスをシェフィルにぶつける。（ダイスを振る）達成値20！

シェフィル：（ダイスを振る）15。命中した。

ＧＭ：消し飛べ！（ダイスを振る）……43！

シェフィル：【魔法防御力】10点あるから33点ダメージ。わたし、無傷だったから、くらっても倒たおれない。もうやめようよ、ロイドさん……！

クロヴィス：それがロイドには娘が「もうやめて、お父さん」って言っているように見えるんだよ！

ＧＭ：じゃあ、ロイドは動どう揺ようするが、すぐに気を取り直し、戦闘態たい勢せいを取る。「まだだ……最後までやろうぜ。最後まで行かなきゃ、俺は止まらねえ！」これでロイドは行動終了。クリンナッププロセスはないな？　じゃあ、第五ラウンドへ！




●第五ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　20

カナデ　　　　　　15（戦闘不能）

シェフィル　　　　14

ロイド　　　　　　14

イリス　　　　　　４（戦闘不能）

[image: ]




ＧＭ：第五ラウンドのセットアップ。こちらは特になにもなし。

クロヴィス：こっちもなし。

ＧＭ：では、クロヴィスの攻撃だ。

クロヴィス：当てればロイドのおっさんを倒せるが……フェイトを使い尽つくした俺じゃ当たる気がしねえな……。

イリス：［放心］を受けているからですか。

クロヴィス：ああ、命中判定マイナス１Ｄくらってるとさすがに俺は当たらねえ。ま、やるだけやってみるか。クリティカルするかもしれねえし……。




　と、果か敢かんに攻撃するが自身が言ったとおり、フェイトを失い［放心］中のクロヴィスには分が悪く、攻撃が回避されてしまった。




クロヴィス：すまねえ。シェフィル、頼たのんだぜ！

シェフィル：うん。……ムーブなし。《シュアショット》《バッシュ》いきます。（ダイスを振る）出目６、４、３で達成値23！

ＧＭ：クリティカルのみ。（ダイスを振る）５ゾロ！　命中だ。

クロヴィス：ここで手は抜ぬかねえぜ。それがロイドのおっさんへ送る手向けだ。《シックネス》……！

シェフィル：いくよ、ロイドさん!!（ダイスを振る）89点の物理ダメージ!!




　自分に向かって放たれた矢を見ながら、ロイドは幻げん視しする。

　幼い頃のシェフィルたちと過ごしてきた、穏おだやかな日々。

　ただし過去とちがうのは、シェフィルたちの仲間の中に自分の娘が混まじっていたこと。

　ああ、それはとても幸せな日々だったろう……。

　あり得ない日々を、目をつぶることで打ち消して……ロイドは矢を受け入れた。




ＧＭ：それは計算するまでもない。ロイドは矢を受け、ニヤリと笑い───「上出来だぜ、シェフィル」　そう言って……彼はついにその場で倒たおれ込こんだ。

イリス：ロイドさん……！

ＧＭ：というわけで戦闘終了！　クライマックスフェイズも終了だ。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆さよならをするために




　───戦いは終わった。

　その時、シェフィルたちの心しん境きようはどこか複ふく雑ざつなものだった。

　しかし、戦いのあとに見せたロイドのその笑顔は、生徒たちへの卒業証しよう書しよのようなものであると……四人は、理り解かいした。




ＧＭ：というわけで、エンディングに入ろう……！　場面は、戦せん闘とうが終わった直後だ。キミたちの目の前に、ロイドがどこか満足げな笑顔で倒たおれている。

クロヴィス：あの、ＰＣが同じってだけで、これを言うのは心苦しいんですが……イリアを、ここに立ち会わせてやるわけにはいかないでしょうか……？

ＧＭ：ああ、大だい丈じよう夫ぶ。そのつもりだったからね。

クロヴィス：おお、ありがとうございます、ありがとうございます。

ＧＭ：洞どう窟くつの向こうの方から、松まつ葉ば杖づえをついたぼろぼろのイリアがやってくる。

クロヴィス：イリアは、「ロイド……あんた、馬ば鹿かだよ……！」と涙なみだ声ごえで声をあげ、その手には短たん剣けんが握にぎられていた。

ＧＭ：え……っ（笑）。

シェフィル：わざわざとどめを刺さすの!?（笑）

クロヴィス：い、いつでも刺させるようにするんだよ（笑）。

カナデ：「せめて死に水は」って言ってましたしね。

ＧＭ：ロイドは自じ嘲ちよう気味に「くくく」と笑いながら、言う。「いやぁ……たいしたもんだわ……強くなったよ、お前たち……子こ供どもの頃ころに作った〝えーでるわいス〟、『ス』が反対だったな、たしか……」

シェフィル：カタカナ、だよ、ロイドさん。

ＧＭ：「ああ、そうだったな……あれを認にん可かしてから、こんな日が来るってことは、きっと決まってたんだろうなぁ……」過か去こを回想するかのように、目を細める。

クロヴィス：承しよう認にんしてくれたのは、あんただよ。

ＧＭ：「ああ、そうだな」昔、一いつ緒しよに訓練していた時と同じ笑顔で、キミたちに話す。その笑顔に嘘うそはなく、キミたちを愛していたことにも嘘はなかったのだろう。

クロヴィス：（眉まゆをしかめて、悔くやしそうに）……ずるいだろ、それは……いったん悪あく党とうになったんだったら、最後まで貫つらぬいて死ねよ……なんで最後に、オレたちの心に残っちまうようなこと、言うんだよ……！

ＧＭ：「悪い。そうだな、俺おれは、悪党だ。一緒に暮くらしたブリギット村を襲おそったのは、俺だ。お前たちのことなんか、毛ほどにも感じてねぇわ」と、言って笑みを消す。

クロヴィス：……ああ、そうだろうな。それでよかったよ……と、そっぽを向くぜ。

シェフィル：これ、とどめを刺ささなかった場合、復ふつ活かつしてきちゃうの？

ＧＭ：さあ、どうだろう？　ただ、限げん界かいを超こえているのはたしかだね。

シェフィル：………そっか。

ＧＭ：「クソ虫みてぇなお前たちだけどよ……」

シェフィル：く、クソ虫て……（笑）。

ＧＭ：「ちょっとは成長してたことは、認みとめてやるわ。だから……ひとつだけ、頼まれちゃくんねぇかな」

シェフィル：なんだか……最期の言葉、みたい。

ＧＭ：うん、それはすぐにわかる。助からないことは明らかだからね。

シェフィル：ロイドさん……。

ＧＭ：ロイド自身は明めい確かくに言っていないんだけど、本当はキミたちを殺したくなかった。だから、みんなが救われる道を示し唆さした。でも、その上でロイドは生き方を変えることができなかったんだ。

クロヴィス：最後まで、迷まよってたんだな。

ＧＭ：デュランダルは、そのことをちゃんと理解して、黙だまって見ていたんだよ。

カナデ：すごい人になってますよね、デュランダルさん（笑）。

クロヴィス：まったくだよ、ホントいい男になったよ（笑）。

シェフィル：じゃあ、ロイドさんの手を取って言う。……大丈夫。娘むすめさんのことは、心配しないで。必ず助けるから。

クロヴィス：うんうん、さすがシェフィルだ。

ＧＭ：「……じゃあ……頼たのんで、いいか」と、ロイドは言葉も少なく、言う。

カナデ：本当に……これしか、道はなかったんですか？

ＧＭ：「大人ってぇのは不便なものでな。一度決めた道を、変えられねぇんだ。ま、お前はそんな大人にならねぇと思うけどよ」と、茶化すように言う。

カナデ：……ずるい、です。

ＧＭ：「───ああ、大人ってのはずるいもんさ……〝さんぼー〟のおまえなら、わかるだろ……いや、ずるいくらいがちょうどいいんだよ。憶えとけ」

カナデ：……はい。

イリス：僕ぼくは……複雑ですね。八〇〇年前の仇かたきが……今、こうして死のうとしている。

クロヴィス：どうする、イリス？　お前には、権けん利りがあるぜ？

イリス：……無用な殺生はしたくありません。僕は、あなたを許ゆるしたいと思います。

ＧＭ：「自分の、仕えるべき主を殺されたのにか？　お前は、甘あまいんだよ」

イリス：僕の今の主は、シェフィルです。今の主を守るのが、僕の今の使命です。昔の主である〝巫女みこ〟様へのことを、僕は許したいと思います。

シェフィル：もうっ、主と騎き士しじゃなくて、わたしはみんなのこと、家族だと思ってるよ。

イリス：ああ、それは胸むねの中にうれしい気持ちが広がっていきますね。ちょっとだけ笑って、うなずきます。

ＧＭ：「……イリス。お前は、騎士失しつ格かくだなあ？」

イリス：ははは……。

ＧＭ：最後にシェフィルを見て、「家族……ねぇ」とつぶやいて、彼かれは言う。「じゃあ、あとは頼たのむわ。こいつのこと、救ってやってくれねぇか」

シェフィル：ロイドさん……。

ＧＭ：「ゾハールの魂たましいを、潰つぶせ」

シェフィル：笑顔でロイドさんの手を取って、頷く。

ＧＭ：「呪のろいがここまで発はつ現げんしているってことは、ゾハールの魂は、この世界のどこかにある。たぶん、他の〝巫女〟……ミラも、プリミラとかいう女も、いずれお前たちと合流するだろう……俺はちょっと休むわ」

シェフィル：……あの、ロイドさん。

ＧＭ：「あ？」

シェフィル：（優やさしい声で）───お疲つかれさま。

ＧＭ：「おう。起きたらまたみんなで地じ獄ごくの訓練、しような？」

シェフィル：そ、それは断ことわる……（笑）。

イリス：トラウマになっている（笑）。

カナデ：どんちゃん騒さわぎも、しましょうね。

ＧＭ：「そうだな……そっちは大だい歓かん迎げいだ」

クロヴィス：基き本ほん的てきにあんた、そういう人だよ。

イリス：ある意味、きくたけさん型だ。




　ほっといていただきたい。




ＧＭ：……さて、そこで、ロイドのところへやってくる男がいる。グランジだ。彼はロイドとの戦闘で負ふ傷しようした腕うでを押おさえながら、しかししっかり剣けんだけは握にぎりしめて……彼の近くへと、立つ。

シェフィル：じっちゃん、死んだりしないよね……？

カナデ：た、たぶん大だい丈じよう夫ぶですよ……。死にそうなロールプレイは、ただのノリだっただけで！（笑）

ＧＭ：ロイドはグランジの方を見て、うんざりした顔を見せる。「……あーあ、最後はてめぇかぁ……もっと美女に一発いいモン食らって昇しよう天てんしてぇもんだなあ」　その言葉に、グランジも軽口で返す。「……アホ抜ぬかせ」

イリス：……ふたりは仲良かったんですね。

ＧＭ：「ま、お前の手にかかって死ぬのも悪くねぇや……」　そんなロイドの言葉に、グランジは剣を〝がつん！〟と近くに突つき立たてて……ロイドの頭を抱だきかかえる。

クロヴィス：男と男の熱い展てん開かいに……っ!?（笑）

イリス：今の流行ですよ！　ジジイとおっさんは！（笑）

カナデ：そういう話……!?（笑）

ＧＭ：こほん（笑）。ロイドは小さく笑って、「先に逝いって、待ってるわ」と言うと、グランジは「……おう。先に逝って、待ってろ。戦いの決着は、その時につけるとしよう」と答える。「ああ、その時、な……」ロイドはそのまま目を閉とじる。

クロヴィス：か、会話……最期にイリアと会話、させてぇ……（笑）。

ＧＭ：あ。どうぞどうぞ（笑）。

クロヴィス：ありがてぇ（笑）。じゃあ、イリアはロイドに近ちか寄よって、膝ひざをつく。「あんた、ホントに馬鹿だねぇ……」と涙声で言って、手を取るよ。

ＧＭ：「すまねぇな、お前の思いに答えられなくてよぉ？」と、茶化すように言う。

クロヴィス：（イリアになって）「残念だったけどさ。忘わすれないよ」

ＧＭ：ロイドは、イリアに手をひらひら振ふる。「またな」ぐらいの、軽い感じだね。

クロヴィス：（イリアになって）「安心して眠ねむりな、ロイド。あんたが寝ね床どこ以外のところで眠ねむったら、寝床まで連れて行くのはあたしの仕事だったろ？」

ＧＭ：答えはない。ただ、彼は「頼む」とでも言いたげにふっと笑い……ぱたり、と手を落とす。

一同：…………。

クロヴィス：（イリアになって）「……帰ろう、ロイド。あの神しん殿でんに」

シェフィル：遺い体たい、消えちゃうのかな……？

ＧＭ：いや、消えない。元がふつうの人間だからね。

イリス：そっか……連れて帰れないなんて、寂さびしいですからね……。

クロヴィス：イリアはがんばって持ち上げようとするんだけど、小こ柄がらだから力がついていかない。それを見かねて、オレが手伝う。

ＧＭ：ＯＫ。さて、そんな時だ。ふいに洞窟の中に〝ぴしっ……ぱきぱきっ……〟という、硬かたいものにひびが入るような音が鳴なり渡わたった。

クロヴィス：あ、オフェーリアの入った水すい晶しようか？

ＧＭ：そのとおり。そちらに視し点てんを転じれば、オフェーリアの封ふうじられている水晶にヒビが入っているのが見て取れるな。やがて乾かわいた音を立てて水晶は砕くだけ散ちり、ひとりの女の子が───落ちてくるから誰だれか受け止めて！（笑）

[image: ]

イリス：じゃ、じゃあ、僕が受け止めましょう！　翼つばさを広げて近くまで行き、抱だき留とめます。

ＧＭ：では、破は砕さいした水晶のかけらに紛まぎれて、小さな肢し体たいがゆっくりと落ち……イリスの腕の中に収おさまる。

イリス：思いのほか軽くて、びっくりします。

ＧＭ：十歳さいの女の子の体だからね、とても軽い。そして……キミは、気づく。彼かの女じよの右みぎ肩かたに、シェフィルのものとうりふたつの───〝刻こく印いん〟が刻きざまれている。

シェフィル：……へ？　〝黒の刻印〟があるの？

ＧＭ：そうだ。シェフィルと同じ場所に、黒の〝刻印〟がある。

シェフィル：あれ？　〝刻印〟がふたつあることに対して、変だと思いますよね？

ＧＭ：思うね。基本的に〝薔薇ばらの刻印〟は血ち筋すじで受うけ継つがれる。その際さい、母親と子供が同時にいる時……ノエルと母親であるノイエみたいに、世代を移い行こうする過か程ていでふたり持つこともあるけど、基本的にひとりだけ。

クロヴィス：ひとつの〝刻印〟を継けい承しようしていってる、ってことだよな。

ＧＭ：そう考えてくれればいいね。

シェフィル：（いぶかしげに）どうして……〝刻印〟がふたつ……？

カナデ：八〇〇年前、〝巫女〟がこの子の生命を繋つないだ時に、〝刻印〟の半分も転送されたって考えるのが妥だ当とうだけど……。

クロヴィス：あ、そうか。残る〝巫女〟って……この子だったんだな。

イリス：ああ、謎なぞの巫女Ｘ。

一同：…………。

クロヴィス：……ちょっと待てよ。この子、〝刻印〟を持っているってことはよ…………。

一同：…………。

カナデ：あ。

イリス：もしや、この子もゾハールの〝呪い〟に掛かかっている……？

シェフィル：ということになる……のかな……（笑）。

クロヴィス：しかも、不治の病に冒おかされていて……。

イリス：さ、先が思いやられますね……。

クロヴィス：万が一にも、この子を死なせるようなことになったら、あの世でロイドのおっさんに殺されるだろうな……。

カナデ：ですねえ……（笑）。

ＧＭ：というところで、今回のシナリオは終しゆう了りようとなるんだが、この三巻かんのエンディングはちょっと変わった演えん出しゆつで締しめようと思ってるんだ。

カナデ：変わった演出？

ＧＭ：そうそう。ラストの四ページを、コミックで締しめてみようかな、と。

シェフィル：あ、それは面白い（笑）。

ＧＭ：つきましては……どんな会話で締しめたいか、ちょっと相談をさせてもらえないかな、と。キミらはこのあと、一いつ旦たんディアスロンドへと戻もどるんだけど……その旅の過程を描えがきたいんだわ。

クロヴィス：お、いいね。

ＧＭ：救うべき人への想い、これから最後の事じ件けんへ立ち向かう仲間たちの会話、秘ひめたる決意、そんなものを絵にしたい。

シェフィル：いいですね！　じゃあ、あたしは……！

クロヴィス：俺もシチュエーションなら思いつく！　たとえばだなロイドの墓を……。

ＧＭ：ま、待って待って！　書かき留とめるから！　でもまあ、それはセッションを締めてから相談しようか。ともあれ、今回もみなさま……お疲つかれ様さまでした───っ！

一同：お疲れ様でした───っ!!
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超ちようあとがき




　いかん、ページの調整をしくじった……っ！

　えー、そんなわけで今回のあとがきは、ちょっと短めにお贈おくりしよう。

　では、伏ふく線せんの公開だの設せつ定ていの暴ばく露ろだの重要ＮＰＣとのバトルだの……いろいろ詰つめ込こんだこの第三巻かん───ちょっとネタばらし風味で解かい説せつを入れてみよう。




▼ロイドという人物

　この人物はもともと、二〇一三年二月に発売された『アリアンロッド ２Ｅファンブックラヴィアンローズ』に掲けい載さいされたリプレイ「ゼロと琥こ珀はくの一いつ角かく獣じゆう」にて生まれたキャラクターである。だが、ロイドはそのリプレイのボスでありながら、そうでないふりをしてプレイヤーにその設定を決めさせたものだからもう大変。一セッションのみで消費する予定が、不死者などという設定がついたせいで生き残り……さらには設定が膨ふくらんでキャンペーンの中ちゆう枢すうにまで食くい込こんでしまい、今巻であらためて登場となったのである。なお、『シュヴァルツ』開始時には彼かれを登場させる予定がなかったのは言うまでもない。




▼ミラととある企き画かく

　なんとなくそう感じている人もいるやもしれないが、ミラは本キャンペーンのヒロイン……『ヴァイス』で言うところのセシリーに当たるキャラクターになる予定だった。

　が、第二巻のセッション直後、〝とある企画〟の話が持ち上がり……昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいった彼かの女じよをシェフィルたちが目覚めさせるわけにいかなくなったのである。その〝とある企画〟については、いずれ正式に発表する日が来る（はず）なので、今しばらくお待ちいただきたい。




　……いかん、やっぱり書ききれないな。

　書き足りない部分は第四巻のあとがきに譲ゆずるとして……最後にひとつ。

　すでに終しゆう了りようを迎むかえた『ヴァイス』に続き、この『シュヴァルツ』シリーズも次の第四巻をもって終了となる。ラストとなる次巻は、『ヴァイス』シリーズからふたりのプレイヤーをお呼よびして、最低でも六人プレイヤーでお贈りする予定だ（なにせ、まだ『ヴァイス』ＰＣ①のプリミラさんに掛かけられた〝呪のろい〟は解とけてないしね！）。

　終局に向かって混こん迷めいを極める本シリーズ……最後までおつきあいいただければ幸いだ。







二〇一三年八月某ぼう日じつ　〝もうしゅらしゅしゅどころの騒さわぎじゃない〟菊きく池ちたけし
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